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序永生の書にはその作者の誠の心がこもる。
数世紀を経て今日に伝わる書物にはその所蔵者の愛着の心が脈打つ。
本目録に
収める赤木文庫旧蔵古浄瑠璃コレクションは、
旧蔵者赤木文庫主横山重氏の畢生の収集にかかるものであり、
氏の学問に対
する姿勢が端的にうかがえる。
横山重氏の業績は、
神道集の調査翻刻に始まり、
説経正本・室町時代物語・古浄瑠璃正本等の調査収集、
そしてその厳密
な翻刻と、
一貫した性格で貫かれている。
それら善本を求めての永い御辛労とよろこびは、
『書物捜索』二巻に達意の文章
で綴られている。
五十年にわたるその捜索収集は、
室町時代物語と古浄瑠璃・説経の二分野にとりわけ見事に結実し、
氏の二大コレクシヨ
1 -
ンの行方はその御逝去後
学界の等しく注目するとこ
ろであった。
このたび、
本学教職員が結束して文部省大型コレクション計画に基づく収書計画を立て、
幸い御遺族や関係者、
文部省当
局の格別の御理解を頂いて、
その二分野の一、
稀観の古浄瑠璃・説経正本類のコレクションを入手することが出来た
。
人
形
浄瑠璃に古来因み 深い大阪にこ を迎え得たことは、
まことに欣快にたえないところである。
その実現の聞に、
本学経理部、
文学部国文学・芸能史演劇学・美術史・音楽学の各
教室、
教養部国文学研究室、
さらには
サントリー株式会社、
中尾堅一郎氏等多くの方々の御援助を頂
いた。
また、
文学部信多純一教授には入手方について終始御
尽力頂き、
加えて赤木文庫に因みのある古浄瑠璃正本四点を御寄贈下さって本コレクション総点数を百点に整えら
れ、
本目
録の作成にも御尽力回いた。
稀有の質量を備えた本文庫の目録完成に当って
し上げる次第である。
昭和六十年三月一日
改めて以上の方々の御労苦御協力に深甚の謝意を表し、
心から御礼を申
大阪大学附属図書館長
l i--J 
市豊
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凡仔リ
本目録は、
大 阪 大 学 附属図書館所蔵の古浄
瑠璃を中心とする
旧赤木 文
庫 の
書誌解題目録である
。
その 総数は
百点、
百十
四
冊であ
り、
う ち
四
点(勾・ぬ・叫・口)は信多寄贈本で
ある
。
図書の配列は、
浄瑠璃・説経・その他の順とす
る。
また、
浄瑠璃・説経では丹緑本・半紙本・中本を
そ れ ぞ れ
刊行
年代
順に並べ
た。
記載事項は、
書名・装備(書型・冊数・寸法)
・表
紙・題策・匡郭・内題・所
属・
段
数・刊記・板元
・行数・
丁数
・
板心
・丁付
・挿絵・節
譜と備考 か ら な
る 。
1 
書名は、
主として内題によ
り、
そ れ
を欠く場合は外題によっ
た。
また、
不明の場合は〔
〕の中に、
推定書名を記し
た。
2 
書型は、
大 本 ・ 半 紙 本 ・ 中 本 な
ど に
分け、
そ の 寸 法 を 記 し
た。
寸法は、
縦・横 の 順 で そ の 単 位 は 糎 で ある
。
また、
明らかに天地裁断や
- 3 -
裏打
など改装されたもの
に つ い
ては
そ の 旨 を 記 し
た。
3 
表紙は、
原則
として元
表紙・替表紙の区別
を行っ
た。
また見返しにつ
い て
は
、特
に 必 要 な 場 合 の み 記 し
た。
4 
題袋駅は、
元 題
策と後補の題策の区別をし、
共にその体裁を記
して、
なる
べく現況を 伝 え
る よ
う
に努め
た。
5 
丁数
は、
原本の
丁付
にかかわらず
す べ
て実丁
によっ
た。
但し、
遊紙がある
時は墨
付 の
丁数
によ
る 。
6 
板心は、
各丁
の様式を可能な範囲で弁別
分類し、
各様式中もっとも整っ
たも
のを図版
とし
て掲出し
た。
その縮小率は一率に原寸法の幻
% で ある
。
なお、
字 体 や
表記の相違は割愛し
た。
7 
挿絵は、
見聞き
・ 片 面 ・ 部
分図の区別
をし、
そ の数と
挿絵のある
丁
数(実丁
)を記し
た。
8 
節譜は、
正 本 に - 記 さ れ て
いる
文
字譜につ い
ては、
こ れ
を極力全て示す
よ う
に努め
た。
但し、
加賀橡や角太夫・義太夫・佐渡七太夫豊孝
等 の よ う
に、
独自の曲節が多く
付 せ
ら れ て いる
ものについ
ては、
こ れ を 省
略し
た。
9 
備考には、
該書に関する
説明を補記し、
主要な識語・挿紙等
に つ い
てもここに
記載し
た。
解説等の字体は、
通行
の字体を用い
たが、
内題・題策・刊記等
は元 の
表記
に 従 い
、
本目録の要領は、
『古浄瑠璃
正
本 集 』 解題の
それ
を 参 考
とし
て作成し
た。
そ の 部 分 は 「
」の中に入れて区別し
た。
本目録作成に
あ
たっ
た者は、
国 文
学研 究 室 秋 本鈴史・信多純一・
時松孝文
、
附属図書館高木美代子の
四
名である
。
昭和六十年 二
月十日
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とう
だい
き
装
中貞
中 形 本
。 上 下 巻 二 冊
。(上巻)一七・二×二ニ・
三
。( 下 巻 )
一 七 ・
一
×一
三 ・
三。改装総裏打
。
表
紙
替表紙
。
題袋駅
上巻に白紙半丁
分 の 元
表紙が残
り、左上 に 直 接題策が刷られ
て いる
。
短冊形の重郭の中
に 「 と うたい
き
上」
とある
(口
絵参照
)。
匡
郭
(上巻)
一 五 ・
九
× 一
二・O。
一 六 ・ O × 二 了 二
。(下巻
内
題
上巻は
「とうだ
いき
一 た
ん
め 」 、
下巻には「とう
た
いき
四 た
んめ
」とある
。
また
上下巻
共 に 、
終丁
表の刊
年記の次に
「燈壷記正本」とい
う尾
題がある
。
所
属
未
詳
。
段
数
六 段
。(上巻)
「と
うだ
いき
た
一た
んめ
」、「とう
だい
き
ん め
」、
「 と う
たい
き
ニ た
んめ
」。(下
巻)
「とう
たい
き
四
たんめ
」 、「と
うた
いき
五たんめ
」
、「とう
た い
き
六
たん
め」
。
川H43γJ平L言凶
上巻下巻とも
に
、
終 了
表本文
末に 「 寛 永 十 年 五
月吉日
」とあ
る
行 中反
数 、 元
上方板
。
未
詳
。
十 三行
。
丁
数
(上巻
)元
表紙半丁、
本文
十
二 丁
。(下巻)本文
十 四 丁
。
中主
要IJ
綴目
付近
上 方 に 「 上
( 下 )
」 、
下 方
に丁
付。
丁 付
上巻「一・:
九、
口 : ・ 口
」。
下 巻 「 一 : ・
十 四
」 。
￡H6ι玉ふイdるホ
十三頁
分
(見聞き二
、
片 面 九
) 。 ( 上 巻 )
二オ、
四オ
、
六オ
、
八 オ
、
十 一
ォ 。 ( 下 巻 ) 二 オ 、 二 ウ l 三
オの
下部
、
三ウ|
四
オ
の 下
部、
四ウ
の 下 部
、九オ、
十三オ
。
ただ
し三ウ
四オ
と
四
ウは三頁分で一図をなす
。丹
・緑の筆彩色。
絵
師
未
詳
。
節 譜
な し 。
備考
本 書 ば 刊 年 の 判 明 す
る古
浄瑠璃
正 本 と し
て は
現存最古のもの
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で あ り
、
『古浄
瑠璃正本集
の 附 録 一 に 採 用 さ れ て い
第
る。
ご
く初期の
元 表
紙が残
る点で も
貴重な本であり、
この形
式 を 持 つ も の と し
て は
、
本目録の
二番の
『ち
、 っしゃう』と
説 経
『を
ぐ り
』
の 零 葉
(『説経
正 本 集
第二
』 解題参照) 、
そ
れに原本が失われた
と考えられ
る、
寛永二
年刊
の 横 型 丹 緑 本
グ〉
『た
か
たち
』が知ら
れる
だけである
。
また
『とう
だ い き
』には、
本書をもとにし
た慶安三 年 板 も 残
るが、
そ の 本 文
・ 挿
絵との対比から本書の古形がより明らか
とな
る
。慶安板が若
狭守正本で
ある
ところから
、横
山 重 氏 は
本 書 を 若 狭 守 の 左
内時代 の
正 本 か と さ れ て いる
。
2 
ちう
しゃう
装
顧
中形本。
上巻
一冊
。
一九
・五
×二
ニ・五
。
改装総裏打。
表
紙
替表
紙。
題策
白紙
半丁分
の元
表紙が
残り
、
左上
に直接題策
が刷ら
れて
い
Lヘ占M吋
る。
短冊
形の郭
の中に
「口は
し門U」
とある
。
その
右側には
「大
はし
中将
上」
と墨
書。
匡
郭
一七
・六
×一
一
・八
。
内
題
「ち、っし
ゃう
」。
下に二た
ん
め」。
所
属
未
詳
。
段
数
上巻の四段
が残
る。
「ちう
しゃっ
四
一た
ん
め」:
・「ち、っ
しゃう
たん
め」、
と各
段の
始め
に記
す。
また段が変
わるご
とに、
丁を改
めてお
り
一段
目の終
りだ
けに
は
「一
たんめ
終」
とある
。
日リコJT一副
なし
。
板
7c 
未
詳
。
上方板
。
イT
数
十二行
。
丁
数
表紙
半丁。
本文十五丁
。
板
Jし、
中央
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
九
丁
付
「口、
口、
口、
口、
五
:
・十
五」
。
挿
絵
五頁分
(片
面五)。
三オ、
六オ、
十三
オ。
丹・
八オ
、
十一
オ、
緑の
筆
彩色。
絵
師
未
詳
。
節
譜
なし
。
句切も
な
い。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本
集
第一』
の十二
番に採用さ
れた
本で
ある
。
本書
に
は刊
記を
欠きそ
の刊
行年は
明らか
でな
いが
、横
山重氏は右
書解
題にお
いて
、
板式・
書体
の古
風
なこと
、書型
・
匡郭
の大
きい
こと
、
行数
の十 二行
と少
ない
こと、
改頁
のあり
方、
古い型
の元
表紙を備えて
いる
こと
等々
の理由を
挙げ
、寛
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永初年
の刊
行と
考えら
れた。
最近渡辺守
邦
氏が
紹介さ
れた寛
永初年
の
『ひしゃ
も
んのほ
んち
』
零 葉
(『
文学』
昭日
・
4「
寛
永時代
の出版
事情
」)
とその形
式が酷
似
して
い
るところ
から
も横山説は妥
当と考えられる。
その
意味
では
本書は現
存の古
浄瑠
璃正
本としては、
もっ
とも
古板
に属
するも
の
となる
。
3 
ニ大
ぶ
(甘楽太夫)
装
中貞
中形本。
下巻
一冊
。
一七
・二
×一二
・八
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題策
欠。
「か
んら
太夫
後半
」と墨書
した紙
を表紙
の左上に
貼る
。
匡
郭
一五
・八
×一
一
・二
。
内
題
「こ
大
ぶL
。
下に
「四た
んめ
L。
所
属
未
詳
。
段
数
下巻
の三
段が
残る。
「こ
大ぶ
四た
んめ」、
「こ大ふ
五段目」、
「こ大ぶ
六段目」
と、
各段
の始め
に記
す。
「四
たんめ
」
のみ
は、
二行分
で大き
く記さ
れて
いる
。
dHUV『4
】
TT
-言E
終了
表本文末に
「寛永
拾八
年五月吉
祥日L
西
洞院
通長者町」
九兵衛板
」
とある
。
板
7じ
京、
九
兵衛
。
イ丁
数
十四
行。
丁
数
十丁半
。
板
JL、
上方に
「コ
」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「下
一
:・下
十ご。
挿M. ，ヨミ
三頁分
(片
面三
)。
二オ
、
六オ、
十オ。
丹・
緑の
筆
彩色。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本集
第一』
の八番
に採
用された本であ
る。
正本集で
は前島
春三氏蔵本とな
って
いた
書で
あり、
l日
刻
浄瑠
璃本
外題目録
に挙げら
れた
二十
七種
の中の
一つ
で、
上下
二巻の内の下
巻だ
けが残る
。
四段
目途中
まで
古い時
期の
書
入れ
があり注目さ
れる。
また
こ
の期
の他
本に
較べ
て、
小ぶり
であり匡
郭も小
きく
や
特異で
ある
。
なお、
刊記
の
「九兵衛」
とある左上に
「さ、っし
ゃ」
と
7 一
墨書されて
いる
。
4 
ふせ
や
装
中東
中形本。
上巻
一冊
。
八
五
× 
八 2
改
装
総
裏
打
表
紙
替表紙。
題策
欠。
匡郭
一六
・五
×一
一
・五
。
内
題
「ふ
せや」。
下に
「一
段目
」。
共に
陰刻
。
所
属
初丁、
第一行
に
寸山 城
之住佐内
流上
瑠璃以正
本令
開板畢」
と
ある。
左内か
左内
一
派の正
本
。
(口
絵参
照)。
段
数
上巻三段
。
「ふせや
一段
目
」 、「
ふ せ
や
二た
んめ
」、
「ふせ
や
二たん
め」と、
各段
の始
め.に
陰刻
で記す。
干Ij
記
巻末
落丁
のため
不明
。
板
Jt 
未
詳
。上
方
板。
イ丁
数
十四
行0
4
丁
数
七丁。
落
丁本。
板
dし、
上方に
寸ふせ
」
中程
に「
上」
とあるものご
・二・五
丁)
。
上
方 に
「ふ
せ上」
とあるもの
(三
・四・六・七
丁)
の二種
。
各
丁とも
下方に丁付。
老
よ
d 
丁
付
「一
・:七」
。
挿
二頁
分
(片面二
)。
ニオ
、
五オ
。丹
・
緑の
筆彩色。
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書は
『古浄瑠璃
正本集
の十
五番に採用された本で
第一』
ある
。
旧刻
浄
瑠璃本外
題目録
の最
後に掲
出さ
れた
本で、
他の
本と同
様薄
茶のやたら
縞の
入っ
た表
紙が
付けられ
ている
。
上下二巻の上
巻のみで
、
しか
も巻末
に欠
丁があるが、
「佐
内流
上
瑠璃」
とあ
る事や、
段数を
陰刻
で記
す等
の特
異な点に
おい
ても
貴重
な本
であ
るとい
える
。
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5 
たむら
装 頗
中形本。
上下
合一
冊
。
一五
・八
×一
一・
三
。改
装。
表
紙
元表紙
。
黒地
に雷紋
つ
なぎ
と牡丹の空押
。
題家
元題
祭。
無郭
の紙に
「た
むら」
と大きく記し
て、
表紙
左上
に
貼る
。
匡郭
一四
・九
×一0
・ニ。
内
題
「た
むら」。
内題
の前に
「江
戸伊勢嶋宮
内正本」
とあり、
内
題下に
「→
たんめ
」。
所
属
伊勢嶋宮内。
段
数
五段
。
(上巻)
「江戸伊
勢嶋宮
内正本」
たむ
ら
一た
ん
め
」、
「た
む
ら
(下巻
)
三段目
巻頭欠
q
「た
むら
二たん
め
」。
四たんめ
」、
「たむ
ら
五たんめ
」。
各段
の始
めの行
に以
上の
よう
に記
す。
但し上
巻の始
めの
二行は、
三行
分
を使
っ
て大き
く記す。
dHHeコ4TT
-言即
下巻
の終丁表本文
末に
「慶安三年八月吉
祥日」
西洞
院通長者
似 ヵ
さうしゃ
」
九兵衛口
」と
ある
。
上巻
の終了は欠け
ていて
町
刊記は不明
であるが、
僅か
に残
る綴
目の
破片
に
「祥日
」とみえ
る。
板
フじ
京、
さ、っしゃ九
兵衛。
イ丁
数
十四行
。
丁
数
十 二
丁半
。
上巻七丁、
下巻
五丁半
。
キ反
dし、
上下巻
とも上方に
「た
む
ら
L、
下方に丁付。
板心の形式は
一種
。
点
丁
付
上巻
「口
、
口
、
口
、上
回:・上六、
口
L。
下巻
「口
、
口
、下
三、
下回
、口
、口
、口
」。
挿絵
五頁分
(見
聞き
二、
片面
二。
(上巻)
二ウ
|三オ、
六ウ
。
(下
巻)
四ウ|五オ
。
丹・
緑の
筆彩色。
絵
師
未
詳
。
府 即 諮問
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「キリ」
だけある
。
句切
はな
い。
備考
本書
は
『古
浄瑠璃正本集
第二』
の二
十九番に採用され
てい
る本である
。
上巻
の
巻末
と、
下巻
の巻末
には
大きな
破損があ
り、
綴 ヒ 自
の破片が残るだけ
である。
但し
この
破損分
を含め
ても、
なお
一丁
分
程度が
落丁L
て
いる
と考
え必れる。
また乱
丁も見られ不
完全の本
では
あるが
元題
策が残
り、
この種の貼
題策のある
書とLて
は現
存本
中も
っと
も古
い書で
あろ
う。
6 
にしき
ど
合戦
装憤
中形本。
冊
一九
・二
×一四
・0
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題
策
欠
匡郭
重郭
。外
側一八
・四×
二
一・八。
内側
一八・
O
×一二・
五
。
内
題
「にしき
ど合戦
」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
「 初
段」、
「二
たん
目
L 、「
三た
んめ」、
「四た
ん目」、
「五た
んめ
」、
「六た
ん目」、
と各段の始
めの中央
に記
す。
初段
のみは
下方。
dHHU寸44TT2EE 
終了裏
本文末
に
「右
此に
しき
ど
合戦
は直
の正
ほ
んをも
って
」
うつし
令
開板者也」承
慮四
年」
初春吉旦」作者
岡清兵
衛重
板
7c 
俊(
「重俊」の
朱印記)」
御成町」
はんぎや
はんぎや
又右衛門
。
又右衛門板」
とある。
江戸、
イ丁
数
十四行
。
丁
数
二十
四了。
板
Jし、
上方に
「にし
きL、
下方
に丁付
。
板、心
の形式は一種
。
丁
付
「一
:・
廿四」
。
挿
絵
十頁
分(見
聞き四、
片面二
)。
三ウ
四オ
、
八オ
、
十一ウ
|
十二オ
、
十五オ、
十九ウ|二
十オ、
二十
二ウ
l二
十三
オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
「三重」
だけ
ある
。
句切
はな
い。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本集
第四』
の七十五番に採用され
てい
る。
江戸板で
刊年
の判明す
る最も古
い正
本であると共に、
作
者名
の残る
最古の本
でもある
。
また
匡郭が重郭にな
って
いる
点、
挿絵の特異な
点で
も、
珍し
い書
であ
る。
nu 司EA
7 
みはら
物語
装帳
半紙本
。
一冊
。
一ご
・五
×
一
六・
五。
改装総裏打。
表
紙
替表
紙。
題
霊長
欠。
匡
郭
二0
・0
×
一五・
一。
内
題
「 みはら物
語上」。
上に
重郭
で
「第
ご。
所
属
未
詳
。
段
数
「岡田
六段
。
「 開国
みは
ら
物語上L、
「闘回
しろ
ぜ
めの事」、
みはら
の城らくじ
ゃうの事
」、
「閣回
みだ
ひわかぎ
み道
行之
事L
、
「 闘固
と う
せん寺
そに
ん
付
タリ
さいこ
の事」
、
「 閣困薗
平
ちりや
く
わかきみ世に
出
給ふ
事L
、
と各
段の始
めに
記
す。
「第
ご:
・
「第六」
はす
べ
て重郭
。
バHdコ]工l主副
終丁裏本文末
に
「万治
二年
三月
吉日
と
あ
山本九
兵衛板」
る
板
7G 
山本九
兵衛。
上方板
。
行
数
十四行
。
丁
数
二十
九丁
。
キ 反
JL 、
柱題
は
なし。
丁付は
十八、
十九丁
のみ
にあり
それ以
外の丁
は綴目付
近に出す。
板心の
形式は
一種
。
丁
付
「上一
一・
:上十五、
O、
下二、
下三、
O、
O、
下六・
:下十
五」。
O部
分にははじめから
丁付を
入れて
いない
。
その内、
「下
回
下五」
に当
る部分
は板
心下
方にそ
れぞれ
「四」
「五」
とある
。
挿
十三頁分
(見
聞き六、
片面
二。
二ウ
|三
オ、
五オ、
八ウ|
九オ、
十三ウl十四オ、
十六ヴ
|十七オ、
二十
一
ウ|二十二
ォ、
二十
七ウ|二
十八
オ
。
Jとおij恒三
師
未
詳
。
節譜
三重、
上、
ふし、
九
つゆ
り、
ぺ、。
句切はな
い。
-B-­噌Eム
おくり三重、
備考
本書
は
『古浄瑠璃
正本
集
第一ニ』
の七十
三番に採用
された本
である
。
この
書は古
浄瑠璃
の正本と
して
は、
丁数も
多く、
文
字も大
きい
。
また漢
字に振
仮名が多
く付け
てあり、
挿絵の中
にも説明
の科白を多
くい
れて
あると
ころから
、
本目録九
十六
番の
『さんせ
う太夫物語』
と同
様の読
物的な性格を
強く持
つ
本と
い
える
。
8 
御館
権太郎
装
中員
一冊
。二
三・O
×一
七
・0
。
改装総裏打。
半
紙
本
表
紙
替表紙
。
題
策
欠。
匡
郭
三0
・二
×
一五・二
。
内
題
「御舘権
太郎
」。
下に
-
「初
段」。
所属
未
詳
。
段
数
六段
。
「御
舘擢
太郎
初段」、
「みたち
権 太
郎清平
こ段目」、
ごかたち
の 擢
太郎清平
ニ段目L、
「みた
ち権
太郎清平
四
段
目」、
「 み
たち
の 権
太郎清平
六段
目」
とべ
各段の始めに
記す。
五段目標
目が
欠けて
いる
が、
元来五 目の
「五
」を「
四」
と
改めたも
のであ
って
、
実際
に欠けて
いる
のは四
段目の標目部
で
ある。
dHHU守4dγT-言H
W
終了裏本文
末に
「太夫正本」
とあり、
次の行
に「
寓泊
三年九
月吉
辰日」
とある
。
板
JC 
未
詳
。上
方板
。
ィー丁
数
十六行。
丁
数
十八丁
。
落丁本。
上方に
「み
たち
のこ
ん太郎上L
(一
・:九丁)、
「みたち
のこん
キ反
，L' 、
太郎下」
(十一
一・
:十八丁)
。
十・
十一
丁の柱題
は 削
ら
れて
いる
。
下方
に丁付
。
板心の形式
は三種
。
イ(
) ・
:八、
十二:
・十八
丁
(九丁)
。
ノ、
(十
・十一
丁)
。
ロ
イロ
ム
丁
付
「一
・ : 十
、
十二、
十二、
十四・
:十九」。
挿
絵
十一頁
分
(見
聞き五
、!
片面
一)
。
二ウ
|三オ
五ウ|六オ
れウ | 九
オ、
十一オ
、f
十三ウ|
十四オ、
十六ウ
十七ォ
。
こ
- 12 -
の
中
八
ウ|九
オは見
聞きの
一つ
の絵
では
なく、
各々
別の絵
で
ある
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なL。
句切は
白丸
点と黒丸
点を混用。
備考
本書は『古浄瑠璃正本集
第六』
の百
三十
二番
に
採用された
本であ
り、
この続
篇
が
『秀
平三代
記二
日目』
(『
古浄瑠璃
正本集
第二』
所収
)
となる
所か
ら、
『秀
平三
代記』
の初巻
に相
当
する
と考えられる
。
本書
は万
治
三年の刊記を持
つが
、
柱や段数表
記からみ
ても、
万治板
の二丁(十
・十
一
丁)
を捨
て、
一丁分
新刻
(現
在
の十
丁)
して
刊行
した本
である事が判
。
9 
義経記初巻
(伏見常盤)
装
中東
半
紙
本
冊
一二
・五
×一
五・
九。
表
紙
元表紙
。
里山無地。
題
安置
元題
策。
上段に
「静鉱静
」初
日」
と二
行、
界線をお
い
て「
侃
み 口 口 は見常盤
」
と大字
で出
し
左側
に
「大門U
橡藤原貞
則」
とある。
さら
に界
線
をお
いて
下段に
「ふ屋町
通」
せいく
わん
じ」
下ル
丁」
八もんし
ゃ」
八左
衛問」
と
五行
。
匡郭
二0
・0
×一五
・O
。
内
題
「義
経記
初巻
」。
所
属
大和少操藤
原貞
則。
段
数
六段。
「聞出
あくげんた都
へ
上り
給
ふ事
」
「嗣回
あく源
太さ
いご
の事」
、
「回閣凶
よりと
もい
つへる
ざい
の
事」
「嗣
固
とき
わ六はら
へめ
ざる
、事」
頑固
うしわ
かくらま
入の事L
、
「闘困
か、
みのし
ゅく
がう
だう
の事」
と各
段の
始めに記
す。
川H
HJ
寸」
ld
エlF言
語
終了
表本文末に
「万治四」
との
みあり、
以下
破損。
板
7c 
京、
八もんしゃ八
佐衛問。
イ7
数
十
ノ、
行
丁
数
十七丁半。
キ 反
，L' 、
上方に
「き
けいき
一
之巻」、
下方に
丁付
。
板心の
形式は
一種
。
え
を
|よ
歩
丁
付
「上
一一・:
上十、
下一
一・:下五、
下七
・:
下十、
口
」。
挿絵
十一頁
分
(見
聞き玉、
片面
ご。
二ウ
|三オ
五ウ
六オ
八ウ
l九
オ、
十一ウ
十二
オ、
十四オ、
十六
ウ|十七
ォ
。
彩
色加筆あ
り。
絵
師
未
詳
。
時 即 諮問
「三重」
だけ
がある
。
句切は
黒丸
点。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本
集
第二
一』
の七十四番に採用され
た本
qa 
であ
る。内題
から
も判るよ
うに
七巻
物の
『義経記』
-の初巻
に相
当す
る。
第五
のはじめに半
丁の落丁
があり、
終了オも
少
し欠
破し
ている。
また本
書は八文
字
屋板
の六段
本で
あるが、
万治三年
極月
には
同じ
『義経記』
が山
本九兵
衛か
らも刊行
されてお
り
(水
谷目
主義
現在残る
山本板の
四之
巻をみる
と題
叢や板式
は本書
に
よく似
て
いる
が
五段本
で
あると
いう
相違も
みら
れる
(秋
本
鈴
e 史
「語文」
四十三輯
「金
平浄瑠
璃成立の
基盤」補
注 参 照
)。
10 
〔ぽん
天-
-く
〕
装
中東
半紙本
。
一冊。
二三・三×一
六
・五。
改装。
表
紙
元表紙。
黒地に目つな
ぎの空抑。
題作愈
欠。
匡
郭
二 0
・ 四 × 一
五・0。
内
題
品目ぽん天こ
く よ
りひ
めみ
や を
なし。第一
丁表の最初に
は
り給ふ事」とあり、
こ
れ は
初段の標題である。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。「関凶ぽん
天こ
くよりひ
めみ
やをり給ふ事」
国
たい
りより中将殿へ取
かけ
申 事
」、
「閣回
み か
ど よ り
な ん
だい
ニ色々の物御
ら ん 有 事
」、
「 闘回 ば
ら も ん
ろうをゃぶり井姫宮
うばい取」、
「 闘困
ほん
天王ぢひつの判井中納言道行の事」、
「閣閏凶ば
ら も ん さ い こ
井ふうふ神ニ
い
わう事」、
と各段の始
め
に記す。
但 し 、
第一
と第
四は、
二行 分 を 使 っ て 大 き く記し、
第四は十オ
の初行から始まる。
川リ
コ]
TTZ凶
終 了表本文末に
「寛文元年八月士口日
山本九兵衛板」とある。
板
7c 
山本
九兵衛。上方板。
イ丁
数
十六行。
丁
数
二 十丁
半。
板
dし、
上方に「
ほん
天 」 、
下方に丁付。
板、
心の形式は一
種。
J: 
d ，，
丁
付
「
上
二:・上十、
下一一 ・ : 下十、
下十、
下十二、
口
」。
十需
品会
十五頁分(見聞き七、
片面ご。
一ウ
二オ、
二ウl三オ
、
五ウ
| 六 オ 、
八オ、
八ウ
|九オ、
十一
ウ|十二オ、
十五ウ|
十六オ、
十 九
ウ|二十オ。
師
未
詳
。
節譜
「三重」
だ け
がある。
句切は黒丸点。
備 考
本書
は『古浄瑠璃正本集
- 14 -
第五』の
九十七
番に採用
さ れ
た本
である。
本書
は古浄瑠璃の
正本である
が
『党天
国 』 に は 説
経 の正本
もあり、
本文庫にも 三本
の説 経正本があ
る(目
録 番
号七十七
番、
九十番、
九十五番)。
11  
熊坂
長はん
装蛸
半
紙
本
一冊
。一
一一
・五
×一六
ーニ
。
改装。
表
紙
替表紙
。
題
策
欠。
現在は
「熊坂長
はん
」
と墨書した
緑色の模
様入りの紙を、
表紙中
央に貼る
。
匡
郭
一六
・七
×一
一
・九。
内
題
「熊坂長
はん
」。
下に
「初
二段
」。
所
属
未
詳
。
段
数
形式的
には六段
であるが、
実質
的には
三段
。
「初
二段
」、
「三
四段」、
「五六
たんめ
」
と各段
の始
め下
方に記
す。
刊
記
終丁表本文末
に
「寛
文二
年正月吉日
開之」
とある
。
板
7c 
未
詳
。
イ丁
数
十四
行。
丁
数
十丁半
。
キ反
JL 、
上方に
「く
まさか」
、
下方
に
丁付。
板心の形式
は
一種
。
丁
付
「二・:
十一、
口
」。
挿+ι �ヨミ
十一頁
分
(見
聞き五、
片面
こ 。
一ウ
l二オ、
三ウ
四オ、
四ウ|五
オ、
六ウ
l七オ、
八ウ
|九オ、
十ウ。
絵
師
未
詳
。
節叩諮問
なし
。
句切もな
い。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本
集
第八』
の百五十番に
採用された
本
である
。
匡郭の大
きさからみ
て本来は中
本であ
っ
た可
能性
が
ある
。
また段
数表記や
挿絵の多さ
(全
十丁半
の内、
五丁半が
挿絵
)
から
考え
て、
浄瑠璃正本
の形
をと
っ
た絵本ともみ
るこ
とが
できる
。
寛文
二年
の刊
記があるが
或い
は後
印本
か。
zu 
12 
月界長者
装
中東
替 半表 紙紙?宅
冊
O 
× 
改
装
総
ら 裏
乃才T
表紙
題策
欠。
匡
郭
月� 0 
界t ­
長号 一
者与 ×
四上
に 八
国
内
題
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
漏出
月界長者」、
「同国
まな
げ
だうてつ
はに
うたる
、事」
、
「同開四
月か
い
ろう
しや井み
た
い所
ちう
する事
」、
品開回
月か
いさ
ご弁
はくさ
い
国へ
生れい
で
給ふ
」、
「 閣困
吉 す
けと
ん し
井
よみか
へ
りぐわ
んくは
う寺
こ
んり
う
口
」と
各段
の始
め
に記
す。
但し
、第
一
と第四は、
二行
分を使
っ
て大きく記
し、第四
は十
一
オの初行
から始まる
。
また、
第三
は欠破
のため
不
詳
。
H U 戸 」T T - 一 言 M
W
巻末落丁
のた
め不明
。
板
7じ
未
詳
。上
方板-
イ丁
数
十六行
。
丁
数
二十丁
半。
但し欠
破、
落丁がある
。
板
Jし、
上方に
「くわ
っか
いへ
下方
に
丁付。
板心の
形式は
一種
。
τ ;1<. 
丁
付
挿
絵
十二頁
分
(見
開五、
汚損の
ため
、
判然と
しな
い
。
A 
片面二
)。
ニウ
l三オ、
五ウ|六オ、
ォ、
八ウ
|九
オ、
十二ウ
、
十五ウl
十六
オ、
十九ウ|
二十
オ
。
十二ウに
続
く挿絵が
落丁。
絵
師
未
詳
。
府 即 諮問
J、
し
いろ
ことは
備考
『古浄瑠璃正本集され、
その解
題に
「寛文
二
年板
の元刻
本」
として
、
本書
が紹
介
」と
は。
句切
は一
部に黒
丸
点。
第五』
の九
十八番に
東京博物館本
が採用
されて
いる
。
本書は
破損の多
い本
で、
第一
丁の表裏
に大きな
れる。 欠破、
十三オ
と最
終丁の半丁
が落丁、
他に
も小破が多く
みら
nb 噌Eム
13 
いし
山 も
んだう
装慎
半紙本
。
一冊
。二
二・
O
×一五
・五
。
改装総裏打。
表
紙
替表
紙。
題資
欠
匡
郭
一七
・O
×一一
了三。
内
題
「いし
山も
んだ
う」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
但し段名は記
して
いない
。
各段
の始
め
と考え
られる
所
に、
「い
し山もん
だ、
っL
、
「かけ
なつ
い
くさ
の事
」、
「の
ぶちか
さい
この事
」、
「は
なものぐる
ひ」、
「め
いし
よづ
くし」、
「かけ
なつ
くびきらる
冶事
」
と記
されて
いる
。
但し、
「いし
山もん
だう
」
と
「はなも
のぐ
るひ
」
は二
行分を
使
っ
て大
きく記し
リリス]T T 吉 岡
「はなも
のぐ
るひ
」
は
十オ
の初行
から始
まる。
終丁裏
本文末
に
「寛文武年
配
七月
吉日
西沢
太兵衛板」
とあ
る。
板
7G 
上方板。
西沢
太兵衛
。
イ丁
数
十四行
。
丁
数
十九丁
。
落丁本。
キ 反
JL 、
上方に
「いし
やま」
「いし
山」
「石
山」
。
但し、
十四、
十七・:
十九丁は
「花L。
下方
に丁付
。
板、
心の形
式は二種
。
イ(
一・
:
十七
・十九丁)。
(十八丁)
。
ロ
イ
z 
山
It 
ロ
.ãl 
丁
付
「一
:・七、
九・:二
十」。
挿絵
九頁分
(見
聞き四、
二ウ
1三オ
片面
ご
。
五ウ
六
オ
八
ォ、
十一
ウ|十
二
オ、
十五ウ|
十六オ
。
絵
師
未
詳
。水
谷不倒氏
の
いわ
れる
「他我身之
上」
系の画家宅
節譜
下
J、
し
し、
ろ
ふし、 三重、
地、
こと
は、
あたる
いろ
こと
は、
こと
は、
なき
ふし、
4り上
押，，句EEa
いろ
をつふ
じ、
地こ
とは
うた
ふじ、
あた
ことふ
し、
ゆり
はる、
をくり、
上をん
、下をん
いろ
、
いろ
地、
地ふ
し、
をつ
ふし、
色あた
る、あたる
い
ろ、下
、
地色
こ
とは。
句切は
白丸
点と黒丸
点を混用。
備考
の六十
一
番に採用
され
た
本
本書は
『古浄瑠璃
正本
集
第三』
で あ
る。
匡郭の大
きさから
みて
、
本来は中
本で
あった
可能性
がある
。
第八丁が落
丁。
14 
頼義
金剛山合戦弁
ひゃうぶ物語
装
帳
一冊
。一
二
・八
×一
六
二。
改
装総裏打。
半
紙
本
表
紙
替 表
紙。
題簸
欠。
現在は東
北大本
の
題策
を 模
して
墨書
した紙
を、
表紙
左上
二 ん が A
せんかっせλ
上 に
「新板」、
中央
に
「金
剛山合戦」
と大
書し、
左
に 貼
る。
に「
天下
一
大和
少操藤
原点則
正本」
と細書
する
。
匡
郭
頼 o
義f
金x 0 
同U�・ ×
山f 一
合土 回
戦f -
井 八
ひ
ゃ
っ
物呈五
上
「 闘凶
」。
内
題
所
属
未
詳
。
段
数
「問問口腕薮
伝離脱都粉
砕汁ひ
やう
ぶ物
語」、
「閣回
しん
わ
六段。う御むほん
井よ
りよ
しう
つての
事」、
「 問問国
ため
宗こ
ん
がう
せんの
物
語 井
四天王
ゅう
カ」、
「 閣困
八まんあ
らはれ
いで
竹
みつ
をた
すけ
給ふ
」、
「閣回
明神
しんたく
井頼
義 ょうち
の事
」
「闘凶
しん
わう
いけ
とられ
給ふ
井頼
義か
いぢ
ん
の事
」、
と
各
段の
始め
に記
す。
但し、
第一
と
第
四は二行
分を使って
大きく
記 し
、第
四は
十一
オ
の初
行か
ら始まる
。
リ リ コ d工T去
一日
終了裏本文
末に
「寛文三
腕
年正月
吉日」
とある
。
板
7G 
未
詳
。上
方板
。
行
数
十六行
。
丁
数
十 九
丁。
板
Jし、
上方に
「こ
ん
かう」
(一
:・十八丁
)、
「かちきん」
(十
九丁)
。
下方
に
丁付
。
板心
の
形式は
四種。
イ(
一・
:四、
七・:
九、
十一
・
十二
・-
十五
・
十七丁
)。
ロ(
五・六・十
三・
十六丁)
ハ(
十
十八
・
十九丁
)。
ニ(
十四丁
)。
イ
よ
ロノ、
。。司E4
一
丁
付寸
上
三、
四、
上五:・上
十二、
下一二・
:下九、
十、
下十
口
L
。
挿絵
十一頁
分
(見
聞き五、
片面
こ。
二ウ
|三
オ、
五ウ六オ、
八ウ
九オ、
十二ウ
十三オ
十五
ウl
十六オ、
十八
オ。
彩
色加筆あり。
東 北
大
本の十
八ウ
|十九
オ
の見
聞き
の挿 絵二頁
分 を
省略。
絵
師
未
詳
。
節目諮問
「三重」
だけ
がある
。
句切はな
い。
備考
『金
平浄瑠璃正本
集
第一』
の十
九番に、
東北大
本が採用さ
れて
いる
。
本書は東北大
本と同板
本であるが、
東北大本
の挿
絵一
丁分が省
略
されて
いる
。
15 
大友のまとり
装棋
半紙
本
。
一冊
。
二二
・七
×
一六
・六
。
改装総裏打。
表
紙
替 表
紙。
題簸
欠。
現在は
表
紙に
「浄瑠
璃」大友
のま
とり」
と墨
書
。
匡郭
ニ0
・二
×
一四
・九
。
内
題
「 大
友のま
とり
」。
上に
「闘凶
」。
所
属
未
詳
。同
板の国
会図
書館
本は、
題家に
伊藤出羽
橡正本と
ある
。
段
数
五段
。
「闘回
大友
のま
とり」、
「蘭凶
か ね
みち
ゅうり
き井がん
せいさ
この
事」、
「蘭回
まさみち
討
死井
かねみ
ち
おち
ら
る、
事」、
「 闘回
かね
道ちりやく
井い
け
とられけん
をふ
く事」、
蘭
固
まと
りさ
いご井
かね
道将軍づ
かさ
を下
さる
、
事」
、と
各段
の
始めに
記す勺但
し、
第一
と第
四は
二行分
を使
っ
て大
きく記し
第四は十
三オの
初
行か
ら始まる
。
HHd
-] 
γT
d一罰
則
終丁
表
本文末に
「寛文三
腕
年二月
吉日」
とある
。
板
JG 
未
詳
。国
会図
書館本
は八
文字屋板
。
行数
十六行
。
丁
数
十九
丁半
。
板
Jし、
上方に
「まとり」、
但し
一丁
のみ
「大とも
」。
下方
に丁付
。
板
心の形
式
は四種
。
イ(
一
・九
丁)
。
(二
・:七、
十・
一
ロ
十三・・・ 七丁)
。
(八
・
十八・:二
十丁
)。
ノ\
イロ
ハ 市川EEZ
車，のb今/ハソ
上
十
一
ヤ{十BA凶
丁
付
「上
三:・上
十四
、
下二
一・
:下十
口
L。
挿絵
十三頁分
(見
聞き六、
片面
ご。
ニウ
|三オ、
八ウ
l九
オ、
十一オ
、
十四ウ
l十五
オ、
十六
ウ
l十
七オ、
十
Qd 司E4
八ウ
|十九
オ。
彩色加筆あり。
節 絵
譜 師
未
詳
。
ニ重
おくり
。
句切は
黒丸
点。
第一二
』
の六
十五番に、
国会図書館
本が採
備考
『古
浄瑠璃正本集
用さ
れて
い
るが、
本書
は国会
本と同
板である
。
また
表
紙見返し
には
「問 。ロ由。
」
の識語が貼
られてお
り、
蔵 書
印も
ある
。
ニ(
十二
丁)
。
よ|よ回五ウ|
六オ、
16 
なす
の・
いこ
ん
装
中東
半
紙
本
一冊
。一
二・
八×
一六・
一。
改装総裏打。
表紙
替表紙。
題蒼
欠。
匡
郭
ニ0・三×一五・二。
内
題
「なす?
いこ
ん」
。上
に「
嗣出
」。
所
属
未
詳
。
段
数
五段
。
「闘出
なす
の
冶い
こ
ん」、
「閣回
かちはら
父子ざ
んげ
ん井
む
ねたか
るにん
」、
「闘回
与一
ろう
しや
井
高清うば
い取
て
落行L
、「
闘困
五十
三人
れん判
井
そじ
ゃう
の事
」、
「周回
かぢ
はらさ
い
ご井与
市高き
よ出世
の
事へと各段
の始め
に記す
。
但
じ、
第一
と第四
は二行分を使
って
大きく記し、
第四は十
一オ
の初行か
ら始ま
る
。
けHHU
寸目】
TT三日
終丁
表本
文
末に
「寛
文三
腕
年五月吉日
山本九兵
衛板
」
と
ルめ
ヲ匂
。
板
7じ
山本九兵衛
。
上方板。
ィー丁
数
十
ノ、
行
丁
数
十八丁半
。
板
dし、
上方に
「なす
のL、
下方
に丁付
。
板心
の
形式
は二種
。
イ(
一
:・
十一、
十三・:十
八丁)
。
ロ
(十二丁)
。
イロ
丁
付
「 口、
口
、上
回
:・上十
一、
下二
:
・下十」
。
挿
絵
十二頁分(見聞
き六
)。
二ウ
i三オ、
五ウ1六
オ
ォ、
十一ウ
|十二
オ、
十四ウ1
十五
オ、
十七ウ|十八オ。
彩
ハウ|九
色加筆
あり。
絵
師
未
詳
。
節譜
おろしふし
、
三重
ふし
、な
きふ
し、
下ふし
し、
ふし
ゅり
はる
‘
ことはふし
おくり
上
下
ふ
し
せめ
。
句切は
黒丸点。
第三』
の六
十九番に採用された本
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本
集
である
。
よT 下L 
し、
ろ
いろ
ふ
- 20 一
いろこ
とは
ふし
17 ' 
渡辺
綱三
田合戦
装槙
一冊。 一 二
・八×
一六!ミ。改装総裏打。
半
紙
本
表
紙
替表紙。
題袋駅
欠。
現在 は 頴 原 ノ l ト
に 記
録 さ れ て い る 旧 東
大本
の題簸を
模
し て表紙左上に
貼る 。
上に「新板」と横書し、
界線をおいて
「渡辺三田合戦」
と中
央 に 大書、
右に「
わ た な べ
みた
がっせ
ん」
、
左に
「よ
り よ し 公 か ま く ら
せ め 子 四
天 王 せ きゃぶり」
と 細書する
。界線下に「二条
通」
正本
屋」喜右衛門」
と三行。
匡
郭
二0・二×一四・八。
内
題
「艇法紘
一 →一 昨館職
一九剛一計一いれげは
せめL。
上
「
闘〕〕
」。
所
属
未
詳
。
段
数
五段。
「 関口一般法紘
一ご昨
祭丘町計MH渋
川せめ
」、
「
蘭回
き
よ し げ さ い こ
井 わ
た な べ ぐ ん
ほう物語L、「
開回
わ た
な べ の み
だ い お ち 給 金 か ね み
っさいご」
、
「閑回
た め
宗 都 へ ち う し
ん 井 予 四 天 王 い く
さ立
の事」、「
闘回
竹 つ な 公 平 ぬ け
が け
井 き
よあきさ
い こ の 事 」
と各
段の
始めに記す。但し、
第一
と第
三は
二行分
を 使 っ て 大 き く 記
し、第
三 は
九 オ の
初行
か ら
始 ま る 。
HHd-
] 
T一司
終 了 裏本
文末に「
寛文三
腕年 九
月 吉 日
」と
あ る 。
板
7G 
未
詳
。上
方板
。
行
数
十六行。
丁
数
十六丁。
板
Jし、
上方に
「
せ き や ふ り 」
、
下方
に丁付
。
板心の形 式 は 四 種 。
イ
(二・:
七 ・
九 ・十・十
六丁)。
ロ(八丁)。
ハ (十一
・
十三丁)
。
一
十
丁
イ
下市1m
ロノ、一
-Eム円L
丁付
「口
、
口
、
口
、口
、
口
、上
八 、
上 九
、
上十
、下
一
三
、
下十
四
、
下十五、
下十六九 、
下廿、
口、
口、
下口三」
。
挿絵
十頁
分( 見 聞 き 五 )
。二ウ
|
三オ、
五ウ
六 オ 、
七ウ|八オ、
十ウ
十 一
ォ、
十 四 ウ
十五オ。
彩色加筆あり。
絵
師
未
詳
。
節譜
句切は黒丸点。
二重
おくり
い ろ
。
備 考
本書は
1金平浄瑠璃
正本
集
の二十
九番に採用された
本で
ある。丁付からみて
も本
書は再 印本
であり、
第四に
三丁
第二
』
分の 省 略 (
下十
七:
・十九)
が
あ る
と 考 え ら れ る 。
18  
わだ
ざか
もり
装順
一冊。二
二・五
×一
六・二
。 改装。
半
紙
本
表
紙
替表紙。題策の付いた元表紙の一
部 が
、
表紙見返しの紙の間
には
さ ん で あ る 。
題んム眠
元表紙に
残る。重郭。
上部
雲
形 の 中 に 「 新板」と横書
そ
グ〉
下中
央に
「 和 田 酒 盛 」
と大
書し
右に「わ
だ さ
かもり」
左 に 「 天 下 一
さ つ ま 太 夫
正本
」と細書する。界線をお
い て 「 二
門川]
」門U屋」
九 兵 衛 」
と 三 行 。
匡
郭
重郭。
外側一七・二×一
二・二
。内側
一六・五×一一
・九
。
内
題
「わだぎ
かもり
」 。
下に
「 初段」
。
所
属
さつま太
夫 。
段
数
六段。
「わだざかもり
初段
」 、
「二だん
め 」 、
「 三 だ ん
め 」
、 「 わ
たざ
かもり
四段目
」、
「五だん
め」、
「六だん
め L
と 各
段の始
めに記す。
但し、
初段
と四段目
とは二行
分を使って大きく
記し
、
四段目
は七オの初行から始
ま る 。
dHHV『44γT-言即
「寛文四
則
年正月吉日
山本
九兵衛板」
と
終丁表本
文末 に
ある。
板元
京、
山本九
兵衛 。
イ丁
数
十六行。
丁
数
十三丁半。
キ反
d し、
上方に「 わ
た 」 、
下方に丁付。板心の形式は一種。
下
丁
付
「 上 一
一
・:上七、
下一
一: ・ 下 九 」
。
挿
if�正
十一
頁
分(
見聞き五、
片 面 こ 。
一 一ウl三オ、
五オ、
七ウ
、
八
ウ|九オ
、
十ウ|十一
ォ 、
十二ウ1
十三オ。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切は黒丸点。
備 考
本 書
は『古浄瑠璃
正本
集
22 -
第一ニ』の七十一
番に採用
された本
であ る 。
匡郭の大きさからみて、
本 来
は中本
であ
った 可 能 性
が あ る 。
山本九兵衛の刊
行にな
る上方板で
はあ
る が
、
題策に
江戸の
さ つ ま 太 夫正本
とあり、
匡郭
が小さ く
重郭である点な
ど 、
どち
らかといえば江戸板
風 を 残 す 。
19 
浄 土
さ
んたん
記井おはら
問答
(しんらんき)
装
中真
半
紙
本
一冊
。一二
・O×
一六・
三
。
改装総裏打
。
表
紙
替表
紙。
題
策
欠。
現在は、
中央に大きく
「しんらんき
」、
右に
「ほうねん
おはら
もん
どう
L、
左に
「天下
一
大和少橡藤原貞
則正
本」
、
下
に「
二条
通」
正本
屋」
喜右衛門」
と墨書し
た紙
を、
表紙の左
上に
貼る
。
こ
れは粟
津家文書
に-
記された
題援を模
したもの
。
匡
郭
二
0・
0
×
一
四
・
七。
内
題
「浄土
さんたん
記井
おは
ら問
答」
。
上に
「 闘廿
」。
所
属
未
詳
。
段
数
五段
。
嗣出嗣回
と、
各段
の始め
上方
に
記す。
但し、
第
と第
四は二行
分を
使っ
て
「浮土
さんたん
記
井
おはら問
答」
と
大き
く記す。
刊
記
終丁裏本文
末に
「喜右衛門板」
とある
。
板
7G 
京、
鶴屋喜右衛門
。
行
数
十
ノ、
行
丁
数
十八丁
。但
し、
三丁表
にあるべ
き見聞き
の挿
絵の片
側が、欠
破。
板
Jし、
上方
に
「しんらん」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
五
丁
付
「二・:
十九
」。
挿絵
十一
頁分
(見聞き五
片面
こ。
二ウ、
六ウ
七オ、
十ウ|
十一
ォ
、
十二
ウ|十三
オ、
十四ウ下
半|
十五オ下
半、
十七ウ
十
八
オ
絵
師
未
詳
。
節譜
おくり、
三重
。
句切はな
い。
備考
『古浄瑠璃
正本集
第四』
の七十
八番に
は東
大本
が 採
用され
てい
る
が、
本書は
東大本
と同
板の、
仙果旧蔵
∞
・ 閃仲ロ同州
|日
蔵本
で
ある
。
内題下に
は仙
果
の印
記があり、
表紙
の右
上には
「円。
--02FOロ
∞
・ 田口問」
と記
した
紙を
貼る。
また回
ロm刊の識
語
23 一
を記し
た紙
片が
一枚
、
表紙
見返
しに挿
入さ
れている
。
、 20
ほう
ね
んき
装
中真
一冊
。
二二
・三
×一
六・
一。
半
紙
本
表紙
元表紙。
黒地
に巴
つ
なぎ
と唐
草
の空
押。
題簸
欠
匡
郭
二0
・二
×ア
五・。
。
内
題
「ほうねん
き」。
上に
「闘凶
L。
所属
未
詳
。
段
数
五 段。
「閣門口
ほうね
んき」一
「闘問]]
ときくにさい
ご
井せ
いし
丸出家
の事
」、
「 闘回
上人お
はら
入井し
よしっほう
もん
の事
」、
「 闘回
上人るざ
い引
かい
中より鬼神
あらは
る
、事」
「回目
上人
帰京井
仏
法はんじゃう
の事
」、
と各段
の始め
に記
す。
但し、
第一
と第四
は二行
分を使っ
て大
きく記
し、
第四は
十二
オの
初
行から
始まる
。
dHリ寸〔]エl-一
出回
終了裏
本文末に
「寛
文六
制
年霜月吉日
山本
九兵衛
板」と
本山
ヲhv
。
板
7じ
山本
九兵衛
。
上方板。
イ丁
数
で卜
ノ、
行
丁
数
二十
丁。
板
Jし、
「法然
」
下方
に丁付
。
イ
板心
の
形式は
四種
。
上方
に
三・五
:・
八・
十一
・
十一
二:・二十
丁)
。
ロ(
四丁
)。
ノ、(九
・十
二丁)
。
ニ(
十丁
)。
イロノ\
似体
一
よ
ナ
}告
丁
付
「上
一一:
・上十
一、
口
十二、
下一
一:
・下
十」。
挿
絵
十四頁分
(見聞き七
)。
二ウ
l三
オ
六ウ
|七
オ、
九ウ
|十
ォ、
十二ウ
十三オ、
十四ウ
十五オ、
十七
ウ|十八
オ、
十
A笹口L
九ウ
|二
十オ
。
一部
に彩
色加
筆あ
り。
絵
師
未
詳
。
節譜
三重、
本
書
は
『 お
古 〈
浄 り
瑠
。
璃 句
正 切
本 は
集 黒
丸
占
備考
の七
十七番
に
採用された本
第四』
である
。
一部
に裏
打が
あり、
題策も失わ
なれて
いる
が、
原装
をよ
く保存し
てい
る本である
。
装
中東
表
紙 2 1  
〔し
やか凡
さう
記付
仏母ま
や婦
人〕
半
紙
本
一冊
。
二
・五
×一
六・三
。
改装総
裏打
。
替表
紙。
題
霊安
欠。
匡
郭
二0・
0
×一
四・七
。
内
題
巻頭落
丁。
第四段
の始めに
「し
やか
八
さう記付
仏母まや婦
人」
とある
。
所
属
未
詳
。
段
数
五段。
嗣回
・:
開固
と
、各段の
始め
上方
に記
す。
蘭国
の部
分は落
丁。
第四は
「しやか
八
さう記付
仏母まや婦
人L
とニ
行
分を
使
っ
て大
きく記
し、
十オの
初行から
始まる
。
HHd-
] 
エiz-
-凶
終丁裏本文
末に
「寛文九
配
年七
月吉
日
八文
字
屋八左衛
門
板」
とある
。
板
7じ
八文字屋
八左衛
門。
上方
板。
イ丁
数
十六行。
丁
数
十七T。
落丁本
。
板
Jし、
上 方
に「
八そ
う」、
下方
に丁付。
板心の
形式は
三種。
イ(
十
一丁
)。
ロ(
二・
五
・六
・八
:・
十・
二・
十
三・
十五
・:十七
丁)。
(十四
丁)。
ノ、
イ
十
ロノ、
丁
付
「 口
、
口
、
口
、
口
、
八、
九、
口
、
口
、十
一一・
:二十
」。
挿
絵
八頁分
(見
聞き三
、
片面二
)。
三オ
(欠
破)、
六ウ
l七
オ、
九
ォ 、
十一
ウl十二
オ、
十四ウ
l十
五オ。
一部
に
彩色加
筆
あり
。
絵
師
未
詳
。
時即諮問
ふし
、
上
おくり、
三重。
句切はな
い。
備考
『古浄瑠璃正本
集
第五
』 め百十
一
番に
、
東大
震 亭 文
庫本が
Fhd つ白
採用され
てい
るが
、
本書
は東
大本
と同板
本で
ある。
ただ
し本
書には、
巻頭
に二丁分の落
丁が
あり
一部
に欠
破
もみら
れる
。
22 
ごわ
うのひ
め
装
憤
半紙本。
一冊
。一
二・
七
×一
五・八
。
元表紙
。
紺 無
地に目つな
ぎ
花菱模様
の空押。
表
紙
題
資
欠
匡郭
二0・
三
×一
五・O
。
内
題
「ごわ
うのひ
め」
。
上に
「 嗣出
」。
所
属
未
詳
。
JHHリ叶Jl』γT
4言
剛
終丁裏
本
文 末
に
「寛
文拾三
丑暦正
月上旬
六段。
闘凶
・:
固因
と、
各段
の始め
上方に記
す。
八もんしゃ
八左
衛門
段
数
板」
とあ
る。
板
7じ
八文字屋
八左
衛門。
上方板
。
1T 
数
十
ノ、
行
丁
数
十六
丁。
:・九、
十一
一・:
十五丁
)。
(十
丁)
。
下方に
丁付
。
板心
の形
式は三種
。
イご
ノ、
(十
一
・十
六丁
)。
板
dし、
上方
に
「こわ
う」、
ロ
イ
」-』升d、5、1J
ロノ、
十
十
丁
付
「二
・:
十七」
。
挿
絵
十四
頁分
(見
聞き七
)。
一ウ
|二
オ、
三ウ
l四オ、
六ウ
|七
ォ 、
八
ウ
九オ
、
十一
ウ1
十二
オ、
十三ウ
|十四オ、
十五ウ
ー十
六オ
。
.6. aヨミ
師
未
詳
。吉
田半兵衛風。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃
正本集
の百
四十九番に採用
され
た
第八』
本で
ある。
この
ヨ
」わ
うの
ひめ』
は、
『浄瑠
璃御前
物語』
と並ん
で操
り
浄瑠璃
の創
始期か
ら語られ
た古
い
作品であ
った
事は、
ハbnL 
『東海
道名
所記』
の記
事や、
『三
査開書』
の慶
長十
九年
の金
沢で
の
上演記事な
どから
、
以前よ
り知
ら
れていた
。
本書は
この
『ご
わ
うのひ
め』
の現
存最古
の正
本で
あり、
以前
に水
谷不倒氏が
紹介さ
れて
い
たが
、
その
後永らく行
方
の判
ら
なか
っ
た書である
。
23 
一心
ニか
びゃく
道
装
中貞
半紙本。
一冊
。
二二
・三
×一
六・三
。
表
紙
元表紙
。
黒地に
唐草の
空押。
題策
元題策
。
重郭
。
上部中央
に竹輪
に九
枚笹
の紋、
その
右に
「天
下一
出羽
操」
左に
「藤原信勝」
とある。
界線
をお
い
て中央
に「
二
河白
道」と大
書し、
右に
は
「一
心にが
び ゃ
くだ
う」、
左には
「丹波
おいの
坂
子安
地蔵
口口
記L
とある
。
また界
線
を
おい
て下に
「二
条通」
正本屋」
九兵
衛」
と三行
。
匡
郭
二0・
二×
一
五・
三
。
内
題
「一
心二か
びゃ
く道」。
上に
「 闘己
」。
所
属
出羽橡藤原信勝。
段
数
五段
。
闘出
:闘固
と、
各段
の始
め上方に
記す。
HHリ「HUエl ェ = 日
終丁表本
文
末に
「寛文十三
政
三月
下旬
山本九
兵衛
板」
とあ
る
板
JG 
{甲小
山本九
兵衛。
行数
十八行
。
丁
数
十七丁半
。
表紙
見返
しに
扉
絵半丁。
板
Jし、
上方に
「ちそ
う」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
f 
丁
付
「一
: ・十八
」。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
二ウ
l三
オ、
五ウ
六オ
、
九ウ
十オ、
十
ウ
十
四
オ
十
ウ
十
七
オ
一部
に彩
色加筆あり。
絵
師
未
詳
。
節譜
色 ヵ
おくり、
口
こと
は、
ふし、
三重、
いろ
、
いろ
ふし、
上お
ろし、
くり上、
上ふし
。
句切はな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃
正本集
第四
』
の八十
九番に採用された本
である。
表紙見返しに
は扉
絵が
あり、
中央上部
に地蔵
の絵、
27 -
下に参
詣 人
や 往 来
の人
々
を描く。
絵の
右側には
「たんぱの
園
おい
の坂
」、
左には
「子
安
地蔵
之御侍
記」
と大字で記
す。
24 
すゑた
け印問答
装
中東
半紙本。
一冊
。二
二・四
×一
七
・
一。
現在は裏
打し
て改装さ
れてい
るが
、一万
の
紙の大
きさ
は
二二
・O
×一
六・二
。
表
紙
替表紙。
題策
元題答。
重郭
。
中央に
「末
武印問
答」
と大きく
あり
右
「す
へ
た
け
し
る
し
も
んだ
う
」、
左
に「
せ
んちんこ
う
め
う
あ
ら
そひ」
とある。
界線を
お
いて
下に
「二
条通」
正本屋」
九
兵衛
」
と三
行 。
匡
郭
す 九
ゑ ・
け ×
門三五
答
上
閉
内
題
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
聞出嗣凶
と、
各段
の始め
上
方に
記す。
刊
記
終丁落
丁のた
め不明
。
現 在
付い
てい
る半丁分
の終
了は
、
別本
のも
のである。
板
7c 
京、
正本屋九兵衛
。
イ丁
数
十
六
行。
丁
数
十五丁
。
巻末落丁
。
キ反
JL 、
上方に
「す
へ
たけ
」
「す
へ竹
」、
下 方
に丁
付。
板心
の形
式は四
種。
イ(一
・
一二
:・
六
・八
・:十
・十
一
一:・
十五丁)
。
ロ
(二丁)
。
ノ、
(七丁)
。
ニ(
十一丁
)。
イ
四円引制剖刷昨
ロノ\一
丁付
「一
・:
十五」
。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
二ウ
三オ、
十一
ウ
十二オ、
十四ウ
l十五ォ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
「三重」
のみ
。
句切
はな
い。
備考
本書
は
『金平
浄
瑠璃正本集
本で
ある
。:現
在の最
終丁
の半
丁は別
本のもの
であり、
山本九
の最終
了ウが
添付さ
れた
もの
兵 衛
板
の絵入十
六行『弱
法師』
で あ
る。
五
ウ1
六
オ
、八
ウ
|
九オ
、
- 28 一
第二
』
の三十
六
番
に
採
用さ
れ
た
25 
松風村雨
装慎
半 i
t氏
本 t
一冊
。
二三
・七
×一六
・七
。
現在は裏
打し
て改装さ
れて
いる
が
元の紙の
大き
さは一
二
・七
×一
五
・七
。
表
紙
替表
紙。
題
策
「松
風村雨
へそ
の
下に小さく
「浄瑠璃
欠。
現在
は表紙
左に
本」
と墨書。
右上には
「 寛 文 」
吉田半兵ヱ画
」と
書す
。
匡
郭
一九・七
×一四
・五
。
内
題
「松風村
雨」
。
上に
「 闘U
」。
所
属
未
詳
。二
段目
の初めに
「左太夫」、
五段
目
の中
に
「七太夫か
たる
道
行 」
とあるが、
左太
夫 、
七太夫
とも未
詳
。
段
数
五段
まで
存
し、
巻末落丁
。
聞出閣困
と、
各段
の始め上方
に 記
す。
-HHH41凶l』エi
宝山岡
巻末落
丁
のため不
明。
板
7じ
未
詳
。上
方板
。
イ丁
数
十六
行。
丁
数
十三丁
。
落丁本
。
板
J し、
上方に
「ま
うか
せ」、
下方
に丁付。
板心
の形
式は
一種
。
44ク&
t
T 
丁
付
「一
一:
・六
七十、
十一
:・十六、
口
」。
挿絵
十三頁分
現
存
(見
聞き六
一ウ
|二オ、
三ウ
|
四
片面こ
。
ォ 、
五ウ
|六オ、
七ウ
|八
オ、
九ウ
|十オ
、
十一
ウ|十
二オ
十三ウ
。
彩色加筆あ
り。
絵
師
未
詳
。
時 即 諮問
「三重
」
だけがあ
る。
句切
はな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本
集
第六』
の百
二十
六
番に採用された
本で
ある。
巻末
に落丁があり
、
十 三
ウに
続{挿絵
の片
面を含
めて
二丁か三
丁分が欠
けて
いる
もの
と考え
られる。
本書
の刊年に
ついて
横山
重氏は
右書解題
にお
いて
、
寛 文 頃
の
Qd ヮ“
六段
構成
の元
曲
を寛
文
末か
ら延宝初
年噴
、
改変省略
した本と
推定
されて
いる
。
本 学
が新
しく所収
の本に
一段
より
四段
半
ばま
での本文を
も
った
、
本書
と同
系
本があり
、
その最
終丁
最終行左
上隅
に
「寛
」と略々判定出
来る
一字が
見え
る。
寛 文
の 刊
年
記の
一端
であろう。
26 
平治合戦付
か
まだ
さ
いご
装
中員
半
紙
本
一冊
。
二
・五
×一
五・九
。
改装総裏打
。
表
紙
替表
紙。
題策
欠
匡
郭
平三O
治符
合4、 二
戦t x 
付 ー
か 固
ま
だ 八
さ
上
旬
内
題
所
属
未
詳
。
段
数
五段。
聞出
:閣固
と、
各段
の始め
上方
に記
す。
但し、
第
一と
第四は
「平治合
戦付か
まださ
いご
」
と、
ニ行
分を
使
って
大きく記す
。
叶Hd寸ruTTE--=ロ
終丁
裏本 文
末に
「月
日」
八文字
屋」
八左
衛問
板」
とある
。
刊行
年は削られ
ている。
板
7c 
八文字
屋八左衛問
。
上 方
板。
イ丁
数
十六行。
丁
数
十七丁
。
板
Jし、
上方に
「平治」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
七|
丁
付
「二、
口
、四
:・
十一、
口
、
口
、
口
、
口
、
口
、十
七、
口
」
。
挿
絵
十二頁分
(見
聞き六
)。
二ウ
|三オ、
四ウ
|五オ
、
七ウ
|八
ォ 、
十一
ウl十
二オ
、
十四ウ
|
十五オ、
十六ウ
|十七
オ。
彩
色加筆
あり
。
師
未
詳
。
筒叩諮問
三重、
おくり、
四き
のたん
、
ちう、
中、
中
ふし、
乙
、
ふしお
さまる、
中を
ん、
いろ
すゆ
るふ
し、
持
はる、
上はるふし
下ふし、
をついろ
かは
るあ
らとふし
っき
はる
はる
いろ
か
はる、
ぎんが
はり、
ほんふし
、
おっ
、
色か
はり、
はる
も
つ、
少
カ
下か、
るふ
し、
口
ひろ
い、
持下
ぶし
、
はる
くり上げ
、
引持、
あはせ
ふし
、
本ふし、
ひろ
い
のる
、
引取
三重、
上ふし
、
もつ
- 30 一
くる
、ま
はす、
七つゆ
り、
せめ
、
はり
上け
いろ
かはり。
句切
はな
い。
備考
本書
は未紹介
の正
本で
あ
る。
刊記
の年
月を
削っ
ている
ところ
から
後刷
本と
思われるが
、
その
元板
の刊
行は
板式等から
寛
文
頃と
考え
られる
。第
三の
後
半の
「四季の
段」
に数
多く
の節
譜
が 施
され
ており、
曲節
の上
からも
重要
な本
である
。
‘ 
27 
ひだのた
くみ
装頗
半
紙
本
一冊
。
一二
・三
×一
五・六
。 改
装。
表
紙
替表
紙。
題策
欠
匡
郭
一九・五
×一
四・
。
内
題
「ひ
だのた
くみ」。
上に
「 岡幽
」。
所
属
未
詳
。
段
数
五段。
嗣困
、
円園田凶
と、
各段
の
始め上方
に記す
。
刊
記
巻末落丁のた
め不明
。
板
7G 
未
詳
。
上方板
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十二了。
落丁本
。
板
Jし、
上方
に
「ひた」
(二
・三
丁)、
「たくみ」
(四
:・十二丁)、
「たく
わた」
(十
一
丁)。
柱題なし
(一丁
)。
下方
に丁付。
板、
心の形
式
は二種。
イ(一丁
)。
ロ(
二・
:七
・九
丁)。
イロ
丁
付
「 口
、
口
、
口
、六
・:九、
口
・ :
口」
。
挿絵
十頁分
(見
聞き
四、
片面二
)。
二ウ
l三オ、
四ウ
|五
オ、
六
ォ 、
七
オ、
八ウ
!
九オ
、
十一
ウ|
十二
オ。
絵
師
未
詳
。
節譜
をろし、
こと
ば
、
三ち
う、
おくり、
くり上、
うれ
いふ
ふし、
し、
地
はる、
はるおと
し、
なきふし、
はつみ
っき
ゅり
かん、
引。
句切は
黒丸
点
。
備考
本書は
『古浄瑠璃
正本集
の百
五十
四番に採用された
第八』
本で
ある。
巻末に
一
丁程
度の落丁が
あるが
、
板式等
から
判
断
して
、
寛 文
末か
ら延宝頃
の刊
行と
推定さ
れる。
段名
の記
法に
特色が
あり、
初段、
二段
・:五段と上部に匡
郭付き
で記
す。
普
1i 司u
通匡郭
付きで
段名を記す場合
は、
第一
:・
第五と
するも
のが
殆
どで
ある。
挿絵も
師宣
一派
の風
が
うか
がえ、
これ
らを勘
案す
る
と
江戸
板の先
行が考え
られる。
ただし
、
節付
の特
色から
本書を
伊藤出羽捧
正本とみ
る説が
出
され
ている
(『古
浄瑠璃
正本集
第八』
解題
)。
28 
しのたづまつり
ぎ
つ ね 付 あ ベ ノ 清 明 出 生
装
中東
替 、 半
表 紙
紙 本
一冊
。
二三・
O
×一
五・九
。
改装総裏打。
表
紙
題策
欠
匡
郭
一九・
七
×一
四・六
。
内
題
「
しのたづ
ま
つり
ぎつ
ね付
あ
ベノ
配町
脱出
」。
とある
。
所
属
未
詳
。
段
数
五段
。
嗣凶
・:
嗣回
と、
各段
の始
め上方に記
す。
終丁
裏本文末に
「延賓二
削
年九月
上
旬」
露屋」
喜右
衛門板L
-HHH4司JF】エ14言
剛
とある。
板
7じ
露 屋 喜
右衛門
。
上方板。
イ丁
数
十八行
。
丁
数
十七丁
。
落丁本
。
上方に
「し
のた
」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
キ 反
Jレ
丁
付
「二:・九、
十一、
十二十
三、
十五・:二 ご
。
挿絵
九頁分
(見
聞き三、
片面三
)。
二ウ
|三オ、
上に
「 聞出
」
五ウ
l六オ、
八
ゥ、
十一ウ
|十二
オ、
十四オ、
十六
オ。
絵
師
未
詳
。
節譜
上おろし、
三重
おとし
っき
ゅり
ふし、
ふしおとし
J、
し
J、
し
はつみふ
し
いろ
をん
いろ
ちふし、
色おん
し、
ろ
おす
ふし
ふし
ゅり
くり上
ふし、
色こと
は、
七
いろ
ふし
つゆり
いろ
下、
下おん
。
句切はな
い。
備考
『古浄瑠璃正本集
第四』
の
九十番
には東大本が
採用さ
れて
いる
が、
同書
の解
題
で本 書
が紹介
されて
いる
。
本書
は東
大本
と同
板本で
あるが
、
実丁
の
八丁
と九丁
の問
、
十丁
と十
一了
の
聞に
各々
一丁
分ず
つ、
計二丁分
の落
丁が
ある。
- 32 一
29 
〔い
ぶき山〕
装
中貞
一冊
。一
二・
五
×一
六・五
。
改装総裏打
。
半
紙
本
表
紙
替表
紙。
題策
欠。
現 在
は
、
「金平本
寛 文
頃板
」
零本」
と墨
書 し た
短冊形
の
紙を
貼る。
また
「金平本」
と書く
右上に「伊吹山
」、
下
に「
吉
回半兵衛画
Lと
朱書
。
匡郭
一九・七
×一
五・O
。
内
題
上に
「 闘凶
」と
あるが
、
内題
の部
分は
削ら
れており
そ
の
下に
「井-一し
ゅ て
んど
うじ
二
代目」
付リっちぐもた
いぢ
」
と二
行
所
属
未
詳
。
段
数
五段
ヵ。
閣出
、
嗣回
、
開回
、
同国
とあるが
、 闘回
とある
べき
部分は落
丁
。
刊
記
巻末落丁
のた
め不
明。
板
7c 
未
詳
。上
方
板。
行
数
十六
行。
丁
数
九丁半。
落丁本
。
キ反
JL' 、
上方
に
「い
ぶき
山」
「いふ
き山」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
種
丁
付
四・
:六、
口
、
口
、
十
、十
口
、
口
、
口
」
。
「 口
挿
絵
七頁分
(見
聞き
二、
片面三
)。
一ウ
|二
オ、
四オ、
五ウ
|六
ォ 、
八オ
、
九ウ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
序
、三
重、
をくり
。
句切は黒
丸点
。
備考
本書
は
『金平浄瑠璃正本集
第三
』
の五十
四番に採
用さ
れた
東大図
書館
本と同
板本
であ
り、
同書
の解
題
の中で
も
簡
単に紹
介さ
れて
いる
。
本書
には二丁
分の落
丁が
あり
一部
に欠
破も
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みられる。
元
板の刊
行は
板式等
から判
断し
て延宝初年頃と推
定される
。
30 
七小町
装
中東
半
紙
本
一冊
。一
二
・七
×一
一
・八
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙
。
題簸
欠
匡
郭
一九・
×一五
・O
。
内
題
「七
小町」。
上に
「 闘出
」、
下に
「山本角
太夫直之正本」
。
所
属
山本角
太夫
。
段
数
五段
。
闘凶
:・
回国
と、
各段
の始
め上方に記
す。
けHリ寸戸」エl-言
回
巻末落丁
のため不
明。
板
7じ
未
詳
。
上方板。
イ丁
数
十八行
。
丁
数
十丁。
落丁本
。
板
心、
上方
に
「七
小町」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
二種
。
イ(一
丁)
。
ロ
(二・
:十丁
)。
イ
-也、出岡市
v �
ロ
ぇj
1:1 
丁
付
「三
:・七、
八ノ
十、
十一
:・
十四
」。
挿
七頁分
(見
聞き三
、
片面こ
。
ウ
オ
四ウ
|五
オ、
七
ォ 、
九ウ
十オ
。
彩色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。吉
田半兵衛風。
節譜
角 太
夫流
の墨譜
・
文 字
譜あり
。
句切は
黒丸
点。
本書
は巻末に
落丁が
あり、
刊記
をみ
る事は
できな
い。
旧東大
蔵の
十
ヤ
行本別
板に
は「
延宝五
町
年八
月 吉 日
太夫直之正本
屋山
本九
兵衛
板」
の刊
記が
あり、
内題下に
は
「山本角
太夫
備 考
直之正本」
とあ
った
(絹原ノ
lト
)。
早大
演博蔵本
は奥書を
欠くが
、
見返
しに
「天下
一
若狭藤原吉
次山本角
太夫」
とある。
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3 1  
松浦五郎景近
装
中貞
半
紙
本
一冊
。
二
・三
×一
六・四
。
表
紙
元表紙
。
黒無地
。
題策
題簸
は重
郭。
上
「一
ノ
{呂」
元題
策
と脇方
策が残
る。
，Lヲミヲ
1LZ
動
E
」
恋
慕
」と
三行、
界線を
お
いて
下
中央に
「 松 浦
伍郎
」と
大書
し、
右に
「ま
つら
ごら
うかげち
かL、
左に
「清水
理太夫
正本」
と細
書
する。
界線を
おいて
その下に
「二
条通」
(「
鶴」
の模
様)
屋」
喜右
口
門」
と三行。
脇方
策は朱
色
の地
に重郭
付き
。
中央に
「清水理大夫」
と大き
く出し、
その
右肩に
「天王寺」
とある
。
その
右に
「ぢ
きの
」、
左に
「ふし
付」
とあり、
界 線を
お
いて
下に
「正本」
と横書す
る。
(口
絵参
照)。
匡
郭
二0
・
四×
一
五・O
。
「 知山砕匙郎
島知的
」。
上に
「第
ご
、下
に
「清水利
大夫正本」
。
内
題
所
属
清水
利大夫
。
段
数
五段
。
第一
:・
第五
と、
各段
の始め
上方に記
す。
刊
記
終 丁 裏本文
末に
「延賓六
柑
年正
月 吉 日
清水利大夫
正本」
。
板
7じ
京、
鶴 屋 喜
右衛門
。
イ丁
数
十六行。
丁
数
板
Jし、
イ
丁付挿絵節譜備考
十五丁
。
上方に
「松浦」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は十種。
イ(一丁
)。
ロ(
二丁)
。
(三
丁)。
(四
・五・十
・十
二・
十
三丁)
。
ノ\
ホ(六
丁)。
J\ 
(七
丁)。
ト(
八丁)。
チ(九
・
十四
丁)。
リ(十
一丁
)。
ヌ(
十五
丁)。
ロ二二 ノ、ヘホ
-hd 司u
ヌ
「三
・:
十七」
。
十二頁
分
(見
聞き六
)。
一ウ
ニオ、
三ウ
四オ、
六ウ
|七
ォ 、
九ウ
|十オ、
十一
ウ|十
ニォ、
十四ウ
|十五オ
。
利大夫
の墨
譜
・文
字譜
。
句切は
黒丸点
。
『版本
文庫
』 (図
書刊行
会
)七
に、
本書
の複
製
と解題
(信
多純
二が
ある。
原装をそ
のま
ま残す、
竹本義太夫初期
の美
本と
して
名
高い
。
32 
〔新
あ つ も
り〕
0・
五
×一
五・八
。
一冊
。
破損
の多
い本
で、
十丁
が仮綴さ
れている
。
装
中真
半紙本。
表
紙
欠
題
簸
欠。
匡
郭
二0・
三×
一
五・
一。
内
題
上に
「回目
」と
あり、
とある
。
所
属
未
詳
。
その
下が削ら
れて
「 井 ニ
小あ
つも
り」
HUP] 千十圭副
巻末落丁
のた
め不明
。
未
詳
。
闘は
、
闘回
、
開回
、
扇困
とある部分が
残る。
段
数
板
7じ
未
詳
。
上方板。
ィー丁
数
十八行
。
丁
数
十 丁。
落丁
本。
板
，L' 、
上方に
「新あつ
もり」、
(一
・三・
四・七
丁)
。
イロ
下方
に丁付
。
板心
の形
式は二
種。』イ
ロ
(一
了五・六・八・
九
丁)
。
I� 
丁
付
寸口
、四
、
六、
挿絵
七頁分
(見
聞き三、
片面こ
。
七、
八ノ
十、
十一、
十二、
十三、
十四、
口
」 。
一ウ
二オ
、三
ウ
四オ、
七
ォ 、
九ウ
l十オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
いろ
、
こと
は、
はる
おとし、
つみ
、
はつ
みふ
し、
大三重、
すへ
て、
シテ
、
詞、
ワキ、
くり
上、
はるい
ろ、
かん、
なきふし
、
うし
、
か、
りせめ
、
品川州
、s nソ
ふ
し
、
お
くり、
引、
lま
はる
、地
、
三重、
うたか冶
り
、
かんゆり、
上、
っ き
ゅ り
、
ふ
し
引
取
。
句切は
黒丸
点。
せっ
きゃ
う、
あた
る
、
下ゆり、
あい
の山
地いろ
、
すへふ
し、
ぎん
、
}ひや
備 考
内題が
削ら
れてい
るので
柱題
の
「新
あつ
もり」
を仮の
題名
と
した
。
延宝末
頃の刊行
の書で、
太夫は節付か
らみて
出
羽操系
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と推
定され
る。
33 
かい
ぢん八
嶋
装
中真
半
紙
本
二二
・O
×一
六・二
。
改装。
冊
表
紙
元表紙ヵ。
黒無
地。
題策
欠。
匡
郭
二0・
一×
一五
・ニ
。
内
題
「か
い
ぢん八
嶋」。
上に
「 閣凶
」、
下に
「加賀挽
正本」。
所
属
宇治加賀縁
。
段
数
五段
。
嗣出
:・
闘困
と、
各段
の始め上
方に
記す。
JHHV
守」》
エ1 4 一 = ロ
終下
表
本 文 末
にコ一候
通寺
町西
へ入
北側」
，
とあり、
下に
「大
坂かうら
いば
し」
さかいす
ぢの
かど
出
見せ
有」
と二行。
その
下に
「山
本九兵
衛板」
とある
。
板
7c 
京・大
坂
山本九
兵衛。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十五
丁半
。
板
J し、
上方
に
「か
いぢん 」
「か
い ち
ん」。
下方に
丁付
。
板心
の形
式は
二種
。イ
(一
・一
一丁
)。
ロ(
三:・十
六丁
)。
イロ
丁
付
「三・
・・十八
」。
挿絵
九頁分
(見聞き三、
四オ、
六
オ、
八
片面三
)。
ウ
オ
ォ 、
十ウ
|十
一オ
、
十四ウ
l十五
オ。
師
未
詳
。
節譜
加賀操
流の
墨譜
・文
字譜。
句切は
黒丸
点。
備考
近世文
学資料 類 従
・西
鶴編
『凱
陣
八嶋
・小
竹集
』
に
、本
書の
複製
と解題
(信
多純こ
が あ
る。
本書
をもと
に、
十八行
十
丁半
秋田屋
板がな
る。
共に
刊年はな
いが
、
本作は、
貞享
二年
宇治座
二
の替
り
の上演
である
。
その
下限
は同年三月廿
四日で
『今
昔操年代記
』
と『
土橋
宗静
日記』
の加
太夫
芝居出
火の記
ヴrqa 
事から判
明する
。
34 
あ ふ
ひのうへ
装
中員
大本
( 献
上本
)。
一冊
。二
五・二
×一
九・三
。
表
紙
元表紙
。
元は鴬
色無
地
ヵ
。現
在は
灰色に
近い
。
題後
元題
後。
表紙中
央に
「あ
ふひ
の上
」
と記し
て貼る
。
匡
郭
なし。
初丁表の
最終行、
本文寸法
一九・
六。
内
題
「あ
ふひの
うへ
」。
所
属
宇治
加 賀 縁。
段
数
五段
。
「第
二」、
「第三
みや
す
所き
ぶね詣」、
「第
四」、
「第五」
。
また五オには
「あ
ふひの
う
へ道
行」
と記
す。
刊
記
裏表紙見返
しに
「右此本者依
小
子之懇
望附秘密」
音節自遂校
ムロ令開版者
也」
加賀橡
(「宇治」
の査
印)
・
(「
好澄 」
の方
印)」
二候
通寺町西へ
入町
山本九兵衛
刊
(「
賓」
の方
印)
」
とある
。
板
ìG 
京、
山本九
兵衛。
イ丁
数
八行
。
丁
数
四十
四了。
板
，し、
十二丁
、
二十
一丁
、
二十
九丁、
三十八丁
の板
心中
央に、
そ
れ
ぞれ
「二
」J
ご
「四」
「五」
とある
。
柱
刻
綴目付近上
方に
「あ」、
下方に丁付
。
丁
付
「 岡国
: 印刷同四
」。
挿
絵
なし
。
節譜
加賀橡流
の墨
譜
・文
字譜。
備考
内題下に
「千種文庫」
の方
印記がある
。こ
の印
記を
含め
て、
書形、
表紙、
題後等
が、
本目録
四十三番
の『
曽我
花橘』
に共
通する。
本書
の
刊行
は貞享年間
と推定さ
れるが、
詳
細は
「宇
治加
賀橡年譜」
(
『加賀橡段物集』
所収
)参
照。
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35 
紀三
井寺開基
装
中貞
半
紙
本
一冊
。
一二
・八
×一
六・
一。
改
装
。
表紙
元表紙
。
元は
黒無地
ヵ
。現
在は灰色に近
い。
題ザム眠
欠
匡郭
二0
・
一×一
四・八
。
内
題
さみ
ゐでりかいさ
「紀三
井寺開基
L。
上
「回目
」
下に
「加
賀 嫁
正本」
。
所
属
宇治
加 賀 縁。
段
数
五段
。
聞出嗣回
と、
各段
の始め
上方
に記
す。
刊
記
終了表本文末に
「二候
通寺町西へ
入町北側
と あ
る。
板
7c 
京、
山本九
兵衛。
干丁
数
十
ノ、
行
丁
数
十四
丁半
。
山本
九兵
衛板」
ロ
(二
・:
十五丁
)。
上方に
「紀
一正
、下方
に丁付
。
板、
心の形
式は
二種
。
イ(
一丁
)。
板
Jし、イ
手乙
ロ
妥
丁
付
「三
:・十
七L
。
挿
絵
九頁分
(見
聞き四
片面
ご。
二ウ
l三オ、
五ウ
|六
オ、
八
ォ、
十ウ
十一オ
、
十三
ウl十四ォ
。
彩色加筆あ
り。
師
未
詳
。吉
田半
兵衛風
。
節譜
加賀
橡流
の墨
譜
・文
字譜。
句切は
黒丸
点。
備 考
本書
には
刊年が記
されて
いないが
、
天理図
書館蔵
の山
本九兵
衛板の
八行
本
『 煩
悩即菩
提記
』
(内
題。
外題は
「紀三井
寺」
)
の終丁
には
「貞享五
年晴生吉
詳
日」
とある。
「宇
治加賀
橡年譜」
(『
加
賀 橡
段物集』
所収)
・
「宇治
加賀
橡
年譜
補正」
(古
典文
庫・
『古
浄瑠
璃集
加賀
嫁正本
一』
)
参照。
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36 
天王
寺彼岸中日付タリ本
朝間郭之枕
半紙本
。
一冊
。二
二・
七
×一六
・六
。
改装総裏打。
替表
紙。
装
中東
表
紙
題
簸
欠。
現在は
重
郭の
中に
「天王寺
彼岸中
日
付
タ リ本
朝
那郡之枕」
と墨
書
した
紙を貼る
。
匡郭
-， 
天1 0 
王哲
寺じ 二
彼ひ ×
岸f 一
中号 四
日E -
付 八γ 。
本r
朝1
甘限、
草líi
之の
枕iL 
上
「 閣凶
」。
内
題
所
属
山本角
太 夫
(推定)。
段
数
五段
。
蘭凶
:・
閣困
と、
各段
の始め上
方に
記す。
刊
記
終了表
本文
末に
「二
保
通寺町西
へ入北側
山本九
兵衛板
」
と
ある
。
板
7G 
京、
山本九
兵衛。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十四
丁半
。
落丁本。
板
Jし、
上方に
「天王寺
」、
下方に丁付
。
板心
の形
式
は二種
。
イ
丁)
。
ロ(
二・
:十
四丁
)。
イ
天王可
丁
付
「三:・十六、
口
」。
挿
絵
八頁
分
(見
聞き三、
片面二
)。
ニウl
三オ
、
五ウl六オ、
九
ウ十
オ、
十二
オ、
十四ウ。
絵
師
未
詳
。
節譜
角太夫流
の墨
譜
・文
字譜。
句切は
黒丸
点。
備考
表紙
見返し、
五ウ、
終丁刊記に
「川弥」
の印
記がある
。
本書
は稀
書
複 製
会本
(第
四期)
の原
本で
あるが、
丁付十六
の次の
一丁
が欠落
して
いる
。
天理図
書
館には
本書
と同板
の
十五丁半
の本
がある。
本作
の上
演は元
禄元年二月
頃
と考
えられる。
『古
典文庫
』
「古浄瑠璃集
角太夫正本付
」
の
「角
太夫の
語り物」
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参照。
37 
日本蓬莱山
装
中東
半
紙
本
一冊
。二
二・
八×
一六
・五
。
表紙
元表紙
。
藍地に
麻葉の
空押。
題繁
元題
筆。
中央
に
「日
本蓬莱山」
と大きく出し、
下に
「山本土
橡 ヵ
佐口」
直侍」
とニ行
。
表紙中
央に貼る
。
匡
郭
なし
。
初丁表最終行、
本文寸
法一九・九
。
内
題
「日
本蓬莱山
」。
所
属
山本土
佐嫁。
段
数
五段
。
第一
一:
・第五と、
各段
の始めの
上方
に記す
。
第一
はない。
刊
記
裏表紙
見返しに
「右此本は
我等持
本の
通ちが
ひな
く板行致
し候」
初 心 稽
古
のため
也きれば
こ
とん\
くかな
がきにして」
くぎり
ふし
しゃう三味
線の
のりかたほど
ひゃ
うし」
三重を
く
りの
しな
んl\秘密を残
さず
あらは
し候」
なを
じんんl\
の
口停
は筆
紙のお
よぶ
へ
きに
あらす」
かしこL
山本
土佐
操
(「藤原孝
勝」
の方
印)」
二候
通寺町西
へ入北
側正
本屋」
山本
九兵衛板
行(
「賓」
の方
印)」
とある
。
板
7G 
京、
山本九
兵衛。
イ丁
数
十行。
丁
数
ニ十
六丁。
柱
刻
綴目付近上
方に
「宝」、
下方
に
丁付
。
丁
付
「 回目
・・・
挿絵
なし
。
伊即諮問
角太夫流
の墨
譜
・文
字譜。
句切は
黒丸
点。
備考
表紙
見返し
に扉
絵があり、
富士山
に来迎
する阿弥陀三尊
、
及
びそ
れを
拝し喫す
る行者
の
姿を描
き、「ざ
んぎさんげ
六こん
ざい
しゃ
うおしめ に八
大こんが
うど
うじ
ふじは
せ
んけん大日
如来
一千
に
らいはい
な
無浅間大
菩薩/l\」
と記す
。
本書
の刊
行は
元禄
初年頃
と考えられ
るが、
詳
細は
『古典文庫
』
「古浄瑠
璃集
「角太夫
の語
り物」
参照。
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角太
夫正本付
」
の
38 
動 稚 高 麗 責
装帳
半
紙
本
一冊
。一
一一
・九
×一
六・六
。改
装総裏打。
表
紙
元表紙一
ヵ
。黒
地に
日つな
ぎの
空押。
題策
欠。
匡郭
二0
・0
×一
五・
O
。
内
題
「 献船駅駒野
」。
「土佐
操
正本
」。
「 闘凶
」
上
下に
所
属
山本
土佐様
。
段
数
五段
。
闘UU 閣困
と、
各段
の始め上
方に
記す。
刊
記
終丁
表本
文末に
「二僚
通寺町西へ
入北側
山本九
兵衛板」
とある
。
板
7じ
京、
山本九
兵衛
。
イT
数
十七行
。
丁
数
十
丁
半
板
，し、
上 方
に
「かうら
い」
、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
二種
。
イ(
一
丁)
。
ロ(
二:・
十三丁)
。
イロ
丁付
「三:・
十四、
口、
口
」。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
一ウ
1二オ
、
三ウ
|四オ、
六ウ|七
オ
九ウ
十オ、
十二ウ
十三オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
角太夫流
の墨
譜、
文字譜。
句切は
黒丸点。
備考
本書
の刊
行は
元禄
初年
頃
と考えられる
。
『 鵬
鵡龍
中記』
元禄
六年八
月廿三
日の
記事
に、
「彼岸
入、
真福
寺にてゆ
り若大
臣
高麗責、
水から
くり笹尾平太夫」
とあり、
初演は
こ
の名
古屋
上演以
前と
判る。
『 古
典
文庫』
「古浄瑠璃
集
角太夫正
本付」
の「
角太夫
の語
り物」
参照
。
内LAせ
丁
付
挿
絵
39 
〔弁慶京み
やげ〕
装
中員
半
紙
本
一冊
。
破損
が多く、
裏打を
した十
一
丁が
紙こ
より
で
ニケ
所とめ
られて
いる
。
一二
・七
×一
五・
九
。
表
紙
欠。
題策
欠
匡
郭
二0
・
一×
一四
・四
。
内
題
巻頭が落
丁のため
不明。
所
属
山本角太夫
(推
定)
。
段
数
未
詳
。
嗣回
、
閣回
、
岡田
とある部分
が残
る。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板
7G 
未
詳
。上
方
板。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十一丁
。
落丁本。
板
dし、
上方に
「京
みや
け」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
「口、
口、
口
、口
、口
、
口
、
口、
十一
:・十三、
口」
七頁分
(見
聞
き二、
片面三
)。
一オ
、
三オ、
五ウ
下半|六オ
下半、
八オ
、
十ウ|十
一ォ
。
一部
に
彩色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。
仲間山諮問
角太夫流
の墨
譜
・文
字譜。
区切
は
黒丸
点。
備考
本書は巻頭
が欠
け内
題を知る
ことが
できな
いが
、
柱に
「京
み
やけ」
とある
。
巻末
にも
落
丁が
あり、
現在は十
一
葉であるが、
元は十
二丁
半か、
十三丁
と推定さ
れる
。
『弁
慶京
土産
』
には
他に十
行三
十丁本が
残っ
てお
り、
これ
も本書
と閉
じく節
付よ
り角
太夫正本と推
定され
てい
る
。
『 鶴
鵡龍
中記』
元禄九年十
一月
廿日
の記事によれば、
熱田亀
井の
道場
にて
松
本治太夫が
本曲
を上演し
てお
り、
これ
以前
初演と判る
。
詳
細に
ついて
は
『古典文庫
』
「古浄
瑠璃集
角太夫正
本付」
の
「角太夫
の語
- 43 一
り物」
参照。
イ丁
数
丁
数
板
Jし、 40 
大がら
ん宝物鏡
装
願
半紙本
。
一冊
。二
二・
九
×一六
・七
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題
驚
欠。
現在は
重郭を印
刷した薄
地
の白紙に
「大がらん
宝物鏡
材机
片山
リ」
と墨
書し
で、
表紙
左上に貼る
。
匡郭
---， �l -ーー・
大言 O
カf
い
わ 二
ん ×
宝守 一
物土 四
鏡1
水 な 八刀、 /--
ら き
く ん
L 
下に
「松本治大
内
題
「闘は
」
上
夫正本」。
所
属
松本治
大夫。
段
数
五段
。
闘出
・:
闘固
と、
各段
の始
め上方に記
す。
dHHV
寸目
】
エ1
4言即
終丁表本文
末に
「ふ屋町通せ
いく
はんじ下ル
町子/
五月吉日
八文字
屋八左
衛門新板」
とある。
板元
京、
八文
字屋
八左
衛門。
十七行
。
十二
丁半。
上方に
「宝物」、
下方
に
丁付
。
板、
心の形
式は二種
。
イ(一丁
)。
ロ
(二
・:十二丁)
。
イロ
必怠
....... 
丁
付
「三
:・十四
、口
」。
挿
絵
八頁分
(見
聞き四
)。
二ウ
l三
オ、
五ウ|
六
オ、
八ウ
|九
オ、
十
ウ
十
オ
絵
師
吉田半
兵衛風
。
府 副 諮問
松本治大夫流
の墨
譜、
文字譜。
句切は
黒丸
点。
備考
『『
古浄瑠璃正本
集
第九
』
の百
七十二番に
『新大織
冠水がら
くり』
が採用され
ている
が、
本書
はそれ
に僅か
な改
変を加え
た正
本
であり、
右書解題
でも本
書が
紹介さ
れて
いる
。
申4F
た本
書は
稀書複製会本
(四
期)
の原
本とな
った
もの
である
。
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4 1  
けい
せい八
花形
装慎
半
紙
本
一冊
。二
二・
三
×一六
・三
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題筆
欠。
匡郭
二0
・四
×一四
・八
。
内
題
h yV3
ま「 'u r=
ー
「 け
い
せ
い
だ恥畝付リ
MUωづ引ん
L。
本筑後嫁正本」
。
所
属
竹本筑
後橡。
五段
。
閣は:閣回と、
各段
の始め
上方に記
す。
段
数
刊
記
上
「蘭凶]」
下に
「竹
板
7じ
山本九
兵衛。
上方板
。
終了表本文
末
の下
方に
「山本九
兵衛
板」
とあ
る。
丁 行
数 数
十八行
。
本文十
丁半。
表紙見返し
に辰松
の口
上と
舞台
図半丁。
キ反
Jレ
上方に
「八花形」
、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
μ同凶圃円ハハハγ
挿絵
六頁分
(見聞き
一二
) 。
二ウ
|三
オ
、
「十六
(表
紙見
返L)、
三:・八、
九ノ
十一
六
十一ニ:
・十五」
。
九
ウ
十
オ
五ウ下
半|六
オ下
半、
日市
未
詳
。
節譜
筑後橡流
の
節譜。
句切は黒丸
点。
備考
内題下に荻原
乙
彦の卦
印がある
。
本作の上演は
元禄十六年十
月頃と推
定されるが、
詳
細に
ついて
は『
義太夫年表
近世
篇』
第一巻
(延宝1天
和)
参照。
また本
書表紙見
返し
の辰
松八郎
兵衛
の口上
も、
同書
に翻刻
されて
いる
。
その口
上に
より錦文
流作と知
り得る。
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義経将碁経
装
中東
大本
(献
上本
)。
一冊
。
二七
・O
×一
八・二
。
改装。
表
紙
替表
紙ヵ
題資
元題
筆。
「将恭経」
と記した短冊形
の紙
を、
表紙中
央に
貼る。
匡
郭
なし。
初丁表
の
最終行、
本文寸
法
一九・二
。
内
題
「義経
将碁
経L。
下に
「加賀抹
正本」
。
所属
宇治加賀操。
段
数
二巻
。
二十
五オに
「第一
一」
とあり、
三十七オに
「し
のぶ
前道
行三
段目」
とある
。
四十
九オに
は
「軍法将恭経」
と記
す
AH
HV守44
γT-言即
裏表
紙見返しに
「右此
本者依小
子之懇望附
秘密」音節自遂校
合令聞
版者也」
加賀禄
(「
宇治」
の査印)
・
(「
好澄」
の方印)
」
二候
通寺町
西へ
入町
」
山本九兵衛刊
(「
賓」
の方
印)
」
とある
。
板元
京、
山本九
兵衛。
イ丁
数
八行
。
丁
数
五十
七丁。
柱
刻
綴目付
近
上方に
「義」
(一
:・三十六、
三十九・ :五
十七丁
)。
「源
道」
(三十
七、
三十八丁)
。
下方に丁付
。
丁
付
「漏出
: 園間困
、
圃
道一
、
画
道二
国間凶
:
聞
同凶
、
闘同州凶
将一・
:漏出州国
将四、
国国凶回
:・
圃同
州出凹
」。
挿
絵
なし
。
節譜
加賀操
流の墨
譜
・
文字譜。
備考
天理図
書館
蔵の
『紫竹集』
の追
加九
に、
「し
のぶの
前
道行
三段目
」
とある
が、
こ
れが本
書の三十
七オ
以下
に相
当する。
」の
『義経
将碁
経』
の正
本として、
他に竹
本筑後橡
の八
行本
(山
本板)
があるが、
そ
の上
演年代
は不明
で
一応
正徳元年
正月二十
一
日以
前と推定さ
れて
いる
(『
義太夫年
表
近世篇
』
第一
巻参照
)。
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曽我花橘
装憤
大本
(献
上本)。
一冊
。二
五・三
×一
九・三
。
表
紙
元表紙
。
元は鴬
色無
地力
。
現在は灰
色
に近い。
題低
限
元題祭
。
表紙
中央
に
「曽
我花た
ちはな」
と記した
紙を貼る
。
匡
郭
初丁表
の
最終行、
本文寸法十九
・五
。
なし
。
内
題
「曽我花橘L。
下に
「加賀操正本」。
所
属
宇治加
賀操。
段
数
十九
オに
「中之巻」
二巻
。
四十三オに
「形見をくり
下之
巻」
とある。
また二十五オに
「紋
蓋し」、
五十オに
「傾城三
H い
又 土
立ロ
土地 」
五十七
オに
寸十番ぎり」
と記
す。
け H H 4
叶 J i 】
γT
-三
回
裏表紙
見返しに
「右此
本者依小子
之懇望附秘密」
音節自遂
校合令開版者也」
加賀操
(「
宇治L
の査
印)
・
(「
好澄」
の方印
)」
二保
通寺町西
へ入町
」
山本九兵衛
刊
(「
賓」
の方
印)
」
とある。
板
7c 
京、
山本九
兵衛。
イ丁
数
八行
。
丁
数
十
丁
柱
刻
綴目付近、
郭内上部に
「花橘」、
下部
に
丁付。
丁
付
「一
・:二
十四、
-、
二十
六・
:四十二
、
・、
四十四・・・四十九、
-、
園、
五十二・
:六十二了
」。
挿
絵
なし。
貯即 諮問
加賀橡
流の墨
譜
・
文字譜。
備考
初丁右下に
「千
種文庫
」
の朱印
記がある
。
本目
録三十四番の
「あ
ふひの
うへ
」
とは、
表紙、
題後等
の形
式が共
通し、
共に
旧千
種文庫
(平
瀬家)
蔵本
である
。
『紫竹集
』
追加十に
「紋尽し」
「傾
城三部経」
「形見をく
り」
寸十番ぎり」
が収めら
れて
いる
。
本作は竹本筑後操正本
『曽
我扇八
景』
を改訂
したもの
とされ、
本文庫
の四
十五番にも山
本板の
『曽
我扇八景』
の八行
本がある
。
月JA告
44 
〔松
風村雨
束帯鑑〕
装槙
一冊
。
裏打
が施さ
れて
い
るが、
下方
に特
に欠破が多
半
紙
本
く元
の寸
法がわかりに
く
い。
一二
・O
×一
四・八
位。
表
紙
欠
題蜜
欠
匡
郭
一九・
三
×二
ニ・八
。
内
題
巻頭が
落丁
のた
め不明。
所
属
竹本筑
後縁。
段
数
未
詳
。蘭回
、
関回
、
関回
とある部分が残
。
Hリ
コ]
-+l
→言回
巻末落丁
のた
め不明
。
板元
未
詳
。上
方板
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
八丁
。
落丁
本。
板
dし、
上方に
「松
かぜL
、
下方に
丁付。
汚損
がは
なは
だし
く、
板心
の形
式は認
め得な
い。
丁
付
「 口
、
口
、
口
、
口
、
口
、
十口
、
口
、
口
」。
挿絵
四頁分
(見
聞
き二
)。
一ウ
ニオ
、
六ウ|七オ
。
節譜
義太夫
流の墨
譜
・
文字
譜。
句切は
黒丸
点。
絵
師
未
詳
。
備考
本書
は巻
頭も巻末もなく、
内題を知る
ことがで
き
ないが
、
柱
に「
松かぜ」
とあり、
『松風村岡束帯
鑑』
の零
本で
ある
こと
が判る
。
東京国立博物
館に、
大阪、
山本九兵衛板
の十
七行九
丁半の
『松風村雨束帯鑑』
があり、
本書
と同板である
。
本書
は巻
頭の
一
丁と
巻末
の半
丁の
計
一
丁半が欠
落
して
いる
。
48 -
45 曽我扇八景
装
中東
一冊
。二
二・
三
×一六
・O
。
半紙本
。
表
紙
藍地
に麻薬に蝶
の空
押。
元表紙
。
題黛
元題策
。
中央に
「曽我扇
八景」
と大
書、
下に
「竹本
筑後
操直
偉L
山本九兵衛
新板」
と二行
。
「扇一」
の字の右
側と、
九兵衛
の「
衛」
の字の左側
一
部が
剥離。
匡
郭
なし
。
初丁表
の最
終行、
本文寸
法一九・七
。
内
題
「曽我扇八
景」。
下に
「近松門左衛
門作」。
所
属
竹本筑
後橡。
段
数
ニ巻
。
十九
オに
「中之巻」
四十二
オに
「曽我兄弟道行
下
之巻」
と記
す。
また二十
四オ
には
「紋づ
くし
」、
五十
一オ
に
可け
いせい
三部
経」
、
五十八
オに
「十は
んぎり」
と記
す。
リリ
コ]
工l 主剖
裏表紙見
返しに
「右
之本令吟覧頒
句音節墨
譜」
等不残毒厘令
加筆候可有開」
版者也
竹本筑後
掠
(「
竹本」
の査印)
・(
「博
教」
の方
印)」
重
而予
以著述
之本令校合候
」畢
全可為正本者故」
近松門左
衛門」
とあり、
更にそ
の後に
「大
坂高麗橋
壱丁目」
と上にあり、
その上に
「正本
屋山本九兵衛版」
山本九
右衛門版
」
と二行
。
板
7c 
大坂、
山本九兵衛
・
山本九
右衛門
。
イ丁
数
八行
。
丁
数
本文六十四丁、
奥付半丁。
但し本文
一
丁分
落丁。
柱
亥IJ
綴目付
近上
方に
「扇
八景
」、
下部に丁付
。
丁
付
扇八景十八5
廿
二迄
一 、[閣川同
扇八景四十二
一 ・:
= 一扇八景六十九
国
」。
挿J;.ô ，立三
なし。
節譜
義太夫流
の墨
譜、
文字譜。
備考
内題上に
「伊勢尾津
家文
庫」
、
内題下に
「木
谷蓬吟
文庫」
の
印記
がある
美本
である
。
本書
は三
十六丁と三
十七丁
の聞に
一
- 49 一
丁分の落
丁がある
。
本書と同板
の八
行六十五丁
本は
東洋文庫
等に所蔵
されて
いる
。
本作の
上演年代は
不明であるが、
往
正徳元年正月二
十一
日以
前と推定
されて
いる
(『
義太夫年表
近世篇』
第一
巻)
。
46 
翁竹集
装
中真
一冊
。二
二・
四
×一
六・二
。
改装総裏打。
半
紙
本
表
紙
元表紙
。
黒無地
。
題袋駅
欠
匡郭
な
し
。
内
題
なし
。
栄竹
の序に
「翁竹」
とある
。
所
属
宇治加賀操
一派
。
段
数
つい
で竹
翁
栄竹
の序
、
一
丁
。
終りに
「正徳
辰
の春
」
とある
。
の十
四首の
狂歌と、
音曲
の古
歌十二
首が三丁
半。
更に竹
翁自
筆の
「真
の序開口」
・「
老松
」
が二丁
。
この
間に欠
丁あり。
つい
で宝永三
年に竹
翁の
撰した
「九曲」
が二
十五丁半
。
後欠
丁。
dH
HU守4d
f中l
-ZE
巻末落丁
のた
め不明
。
板
7c 
未
詳
。上
方板
。
イ丁
数
八
行
。
丁
数
三十二丁
。
落丁本。
柱
刻
綴目付近上方
に
「翁
」、
下部
に丁
付。
ほゾ全
丁にわた
って
付
されるが、
その多
くは裁
断
の為
か
一部
残る
のみ
である。
丁
付
「 口
・:、
六、
口
・:、
品川、
口
:・、
三十四、
口
・:、
三十
八」。
挿絵
なし
。
備考
本書
は三十二丁で
あるが、
天理図
書館蔵本
が山
本九
兵衛板四
十一
丁本であり、
九丁分
が落丁し
てい
る事にな
。
本書
の刊
行は序
に
「正徳
辰
の春
」
とあ
るところ
から
、
正徳二年
春であ
り、
前年の
「卯
の初
春
廿一
日
」
(序
文)
に卒し
た竹
翁加賀橡
の一
周忌に刊
行された事が
判る。
詳
細は
『加賀操段物
集』
参
日召
nu FD
47 
〔かつ
らき〕
装
中真
中形本。
冊
一八・
九
×一
四・ニ
。
表
紙
元表
紙。
空色
の具
引き紙に銀
色
の波
頭、
波形
の模
様。
題資
欠
匡郭
一七
・O
×=
了三
。
内
題
なし。
内題
のある
べき
とこ
ろに
「天下
一
丹波少操
平正信
正本
也」
とし、
下に
「和泉」
の査
形印。
所
属
丹波少橡
平正信
。
段
数
六段
。
二
たん
め・:六たん
めと、
各段
の始め下
方に記
す。
dHリ
寸ML]
工l
止罰
則
終丁
裏本文
末に
「右此
本者江戸天下
一丹
波」
少操平
正信
直
之以正本
一貼
」
毛頭無誤潟之
令板行者也L
寛文六歳」
刊
孟春
吉辰L
とある
。
板
7G 
未
詳
。
江戸板
。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十九丁
。
板
Jし、
上方
に初め四丁は
「か
つら
」
以下
「か
つ
らき」。
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
1  
丁
付
「 口
、
口
、一
二・:
十九」。
挿絵
十二頁
分
(見
聞
き六)
。
一ウ
|二オ
。
四ウ|
五
オ
。
七ウ|八
オ
十ウl十
一オ
、
十三ウ|
十四
オ、
十六ウ|十七ォ
。
師
未
詳
。
時 即 諮問
三重、
ヘ。
句切はな
い。
つれ
ふし、
道行、
備考
本書
は
『金平浄瑠璃正本集
第二』
の三
十四番に採用された
本で
ある
。
題簸
を欠く
のみ
で原
装の面
影を
とどめる
。
詳
細は
右書解題参照。
ただし
初印
本か否かをめぐ
って
刊年記
の下
に
書店
名のな
い
点を問
題とされて
いる
が、
後に
削った
と
見るよ
り、
字の大
ききゃ配置から見て元
来こ
こ
には
板元
の名
はなか
14 戸hu
った
と見
るべき
で
あろ
う。
48 
〔頼光跡
目論〕
装
中員
中形本。
冊
一八・
一×
一三・
三
。
改装総裏打。
表紙
替表紙。
題
霊安
欠
匡
郭
一六
・六
×一
一
・九
。
内
題
なし
。
巻頭
の内
題の
ある
べき
ところに
「丹波少括平正
信直之
正本
也
」
とあり
、
下
に「
和
泉
」
の
査
形印
。
所
属
丹波少
操
平正信
。
段
数
六段
。
二たんめ
:・六たんめと
、
各段
の始め
下方
に記
す。
，-J­ JJ#J 
し初段はな
い。
刊
記
「右
此
本者
太夫直
之
以
正本
写
之」
令
開板者
衛力
也」
作者」
岡清兵口」
腐来上旬L
終了
裏本文末
に
板」
とある
。
板
7じ
未
詳
。
江戸板
。
イT
数
十六行
。
丁
数
十九丁
。
板
JL 、
上
方
に「
あと
め
」、
下
方
に
下
付
。板
、 心の形
式
は
一
種
。
11、
丁
付
「 口
・:
口
、七
、八
、口
、
口
、十
一、
口
、
口
、十
四、
口
、十
六
口
、
口
、
口
L。
挿
絵
十二頁
分
(見
開
き六)
。
一ウ
二オ
四ウ|五オ
八ウ
|九
オ
九ウ|十オ、
十三ウ|十四オ、
十七ウ|
十八オ
。
彩色加筆
あり
。
絵
師
未
詳
。
節譜
ワキ、
シテ
、二
人
と三段目に
ある。
句切
は
な
い。
備考
本書
は
『金
平浄瑠璃正本
集
第
二
』
の二
十六
番
に
採
用された
本で
ある
。
巻頭
の
「丹波
少抱平
正信
直之
正本」
とある上部空
白
部の削
られた
かと
思われる
状態
及び
巻末
の板
元
の
名
が
削
られて
いる
と
ころ
から‘
本書
は再
印本と思わ
れる。
右書解題
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では、
前者
は， 「天下
ごを
削っ
たもの
と推定さ
れ、
天下
一号
天和二
年七月禁
止後
の刊
行と
されて
いる
。
元板
は寛
文初年
の
刊行
であろ
、っ。
ニの
『頼光跡
目論』
には
江戸板、
上方板を合
わ
せ
て多
く
の
本
が残
っ
てい
る
が
、丹
波
少操
の
在名
正本
は本
書
が
唯一
の
もので
あ
る。
49 
清水
の御
本地
装
中東
一九・O
×二
ニ・四
。
中形本。
一冊
。
表
紙
元表紙
。
空色系
の具
引き
紙に、
菱形金
色
の菊花、
唐草
模 様 。
題
策
欠。
現在は
「清水
の御
本地」
と墨
書し
た紙
を
表紙
左上に貼る。
匡
郭
一七・四
×三
了三
。
内
題
「清水
の
御本地L。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二
たん
め・:
六たんめ
と、
各段
の
始め下方
に記す。
刊
記
終了
裏本文
末に
「右此本者太夫直
之以正本
ヲ」
写之令
板行者
也」
うろ
こか
たや」
新板L
とある
。
板
7巳
江戸、
うろ
こかたや
行
数
十六
行。
丁
数
十二丁
。
キ反
J[j 、
上方に
「水」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
二種
。
イ(
-五・
八・:十二丁)
。
ロ
(三
・四・六・七
丁)
。
イ
ー
ロ
丁
付
「一
・:十二」
。
挿
絵
十二
頁分
(見
聞
き六)
。
一ウ
|二
オ、
三ウl四オ、
五ウ|六
オ
七ウ|八オ、
九ウ|十オ、
十一
ウ|十二
ォ。
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古
浄瑠
璃正本
集
第九』
の百
六十五番に採用された
本で
ある。
本文
十二
頁分、挿
絵十二
頁分と挿
絵の多い
本で
ある
。
この
挿絵
に
つい
て正
本集
の解
題
では、
水谷不倒
氏のいわ
れる
第一類
の画
系とされ
、本書
の帳表
紙にも
「第
一類
の
画系」
と
記さ
れて
いる
。
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50 
高丸悪路王責
装
中東
中形本。
一
冊。
一八・四
×二
ニ・二
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙
。
題
簸
欠
匡郭
一六
・九
×コ
了O
。
内
題
「高丸悪
路王責
」。
下に
「初段L。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、二だ
んめ:・
六だんめと
、
各段
の始め下
方
に記
す。
ただ
し、
三・四・五
段は
「たん
め
」。
刊
記
終了裏
本文末に
「右者太夫
直之以正本写
之令板」
行者也
」と
ある
。
板
7c 
未
詳
。
江戸
板。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十了
。
キ反
JL' 、
上方
に
「あく
ろ」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
二種
。
イ(
一・
:・
五・八・
九
丁)
。
ロ(
六・七・十
丁)
。七
丁目
の板
心に
切継修
正の
跡
あり
。
板木を繋ぎ合わ
せた跡
であろうか。
イロ
九|
丁
付
八、
九、
口
、
十一
ノ五、
十六、
十
口
L。
「 口
、二
、
三
ノ六、
七、
挿金与f1;・2三
六百
円分
(見
聞き
三)
。
一ウ
|二
オ、
四ウl
五
オ、
九ウ
|十オ
。
，，^-­ド耳
師
未
詳
。
節譜
なし
。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本
集
第六』
の百二
十五番
に採用さ
れて
いる
。本書
は後印
の省
略改変本
であ
り、
元板の三、
四、
五、
六丁
を削
除し
て新しく
現在
の三
丁目
(丁
付
「三
ノ六」)
を
新
刻し、
また閉
じく
十一、
十二、
十三、
十四、
十五丁目を
削除
して
現在
の八
丁目
(丁付
「十
一
ノ五」)
を新刻し
ている
。
新
刻の
時期は正徳か
ら享保頃
の聞
であ
ろう。
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5 1  
坂上
田村丸誕生記
装
中員
中形本。
冊
一八
・八
×二
ニ・三
。
改装総裏打。
表
紙
元表紙
。
雷紋
つな
ぎ菊花紋
。
元表紙
の上
に替表紙が付
く。
題策
欠。
匡
郭
一七・二
×一二
・四
。
内
題
「坂上田村
丸誕生記」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
初段、
二た
んめ
・:
六たんめ
と、
各段
の始め下
方に記
す。
dHリ
守〔】
平i
三回
終丁
裏
本文末
に
「右此本者太夫直停
之以正本
ヲ」
一字一点
あ
やまりなく写
之令」
板行者也」
貞亨四年正月吉日
」大
停馬三
町目」
うろ
こか
たや
新板」
とある
。
板元
江戸、
うろ
こかたや
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十二丁
。
板
Jし、
上方に
「田」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
五、
七
、八
丁目
の板
心に
切継修正
の跡
あり。
a 
丁
付
八ノ
九、
十、
十
一ノ
十二、
十三
:・十
「口、
三、
六、
七
六L。六頁分
(見
聞き三
)。
一ウ
|二
オ、
六ウ
七オ、
十ウl十
一ォ
。
挿
絵日市
未
詳
。
節譜
なし
。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本集
で
ある
。
いる
。
丁付と板心
の切
継の跡からみて
、
本書
は再印の省
略本
第六』
の百二
十四
番に採用
されて
FD 戸hu
52 
四天王若さ
かり
(頼光勇力詩)
装
中真
中形本。
一冊
。
一八・四
×一三
・四
。
改装。
表
紙
替表紙。
題策
改装。
東大本
の
「北国落」
に貼られて
い
る題笈
(『金平
浄瑠璃
正本集
第ご
図版
五九六頁)
を模し
て、
表紙
左上に貼る
。
匡郭
一六
・七
×=
了三
。
内
題
「四天王若さ
かり」
。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ:・六た め
と、
各段
の始め下
方に記
す。
け H H 4
3l d
TT
E吉岡
終丁裏
本文末に
「右此本
者太夫直
侍
之正本を以
テ」
令板行者
也」
大侍
馬三
町目L
うろ
こがたや
新板」
とある
。
板
7じ
江戸、
うろ
こがたや
。
干丁
数
十六行
。
丁
数
十
四
丁
キ 反
Jい
上方に
「勇L、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「一
:・四、
五ノ六
、
七:
・十
五L。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
一ウ
二オ
、
三ウ|四オ、
七ウ
八オ
、
十
ウ
十
オ
十
ウ
十
四
オ
自市
未
詳
。
節譜
なし。
句切は
黒丸
点。
備考
本書
は
『金平浄瑠璃正本集
第二』
の三
十八番に採用された
本で
ある
。
また本
書は
貞亨元禄頃
の再
刻
本で
あるが、
初印
本
の外 題は
『四
天
王頼光勇力
誇』
であろ
うと
推定さ
れて
い
る(『
金
平浄瑠璃正本
集』
第一
・第
二解
題)
。
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53 
なす
の与
一舟い
ニん
装
中東
中形本。
一九・七
×一四
・O
。
現在は裏
打し
て改
装さ
冊
れて
い
るが、
元の
紙の
大きさ
は
一七・六
×一
三・二
。
表
紙
藍無地。
元表紙
。
元表紙
の上
に替表紙が付
く。
題袋
駅
欠。
現在は表
紙に
「なす
の与
一舟
いこ
ん
完」
と墨
書。
匡
郭
一六
・四
×三
了三
。
内
題
「なす
の与
一舟
い
こん
」。
下に
「初段」
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二たん
め・:
六たんめ
と、各
段の
始め下
方に記
す。
d H H U
『 l dM
エ 1
4 言削
終丁裏本文
末に
「通油町
新開板L
とある。
板
7じ
通油町
のみ
で板元未
詳
。
江戸
板。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十六
丁。
キ 反
Jい
上方に
「舟」
、
下方
に
丁付。
板心
の形
式
は二種
。
イ(
一丁
) 。
ロ
(二
:・十六丁)
。
イロ
丁
付
「
一・
:十五、
十六終
」。
挿絵
十二頁
分
(見
聞
き六)
。
一ウ
二オ
、
三ウ|四オ、
六ウ
|七
オ、
九ウl十オ、
十二
ウ|十三
オ、
十五ウ|
十六オ
。
彩色加筆あ
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『古浄瑠璃正本集
第三』
の七十
番の解
題に
本書
は紹介され
ている
。
七十
番東大図書館
本は京八文字
屋板、
『なす
の興
一竹
生嶋
詣付
舟い
こん
の事
』
の内
題を持ち、
外題
は
「ふな
い
こん」
とある十
一
段の珍
しい
書で
あるが、
本書は
それをそ
のま
ま六
段に構
成し直した
江戸
板。
八文
字屋板は寛
文三年
六月
の刊
行
円tFhu 
である
が、
本書
は板
式から
判断し
て貞
亨噴
と考えられる
。
54 
たけち合戦
装憤
中形本。
一冊
。
一八
・五
×二
ニ・三
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題策
欠。
匡
郭
一六
・七
×一
二・
三。
内
題
「たけ
ち合
戦」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二段
目・
:六段目
と、
各段
の始
め下方に記
す。
二段
目以下は重郭付き、
四隅
に菊花
の模
様
入り
の中に段
数を
入れる
。
叫H
43M
γT
4言即
終了表本文末に
「右大夫
直之正本
を以令板
行」者也」
小漬屋
開版」
とある
。
板
7G 
小演
屋。
江戸板
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十五
丁半
。
キ反
JL' 、
上方に
「た
けち」、
下方
に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
十
丁
付
「口、
二、
口、
四、
口、
七、
八:・
十四、
十五
ノ六、
十七、
口」。
挿
絵
八頁分
(見
聞き四)
。
一ウ
1二オ、
四ウl
五
オ、
八ウ
九オ、
十一
ウ|
十ニオ、
彩色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。
昨即諮問
三重、
内、、
。句
切はな
い。
備考
本書は
『金
平浄
瑠璃正本集
第二』
の四
十番に採用
されて
い
る。
段名
の記
法に特
徴があり、
重郭
で菊
花模様
を入れる
。員
享頃
の江戸で
の刊
行と考えら
れるが、
『大
和守
日記
』
の万
治四
年二月
の条に
『た
けち合
戦』
の書名があ
るとこ
ろから、
本曲
は同日記
記入時以前
に上演
・刊
行された
と推
定される
。
oo zu
55 
童子
若
さかり
装
中真
中形本。
一冊
。
一八・二
×二
二・三
。
改装。
表
紙
替表紙
(青山
表紙)
。
題簸
欠。
「元禄旧刻
」
稗史L 童子」
若」
さかり
」
と墨書し
た萄
山自
筆の
替題策を貼る
。
匡
郭
一七・O
×三
了三
。
内
題
「童子若さ
かり
」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二たんめ
・:六た
んめと
、
各段
の始め下
方に記
す
HHe
ヨ】
}+l
-言E
終了裏本文末に
「小漬
円U」
とある
。
板
7c 
小演
屋。
江戸板
。
イ7
数
十七行
。
丁
数
十四
丁。
板
Jし、
上方に
「とうしL、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「一
:・七、
七ノ
八、
十・
:十四
、
十五」
。
挿絵
十二頁
分
(見
聞
き六)
。
一ウ
二オ
、
三ウ|四オ、
五ウ
六オ、
九ウ
十オ、
十一
ウ|十三
オ、
十三ウ|十四オ
。
彩色加筆あ
絵
師
未
詳
。
箭叩諮問
「三重」
だけ
がある
。
句切はな
い。
備考
『古浄瑠璃正本
集
第三』
の
五十
五番
の解
題
で本書が紹介さ
れて
いる
。
五十
五番
国会図書館
本は、
内題は
「酒典
童子若壮」、
外題は
一
部破
れがあるが
「ど
うじ若
ざか
り」
かと
思われる
。
江戸さ
つま
太夫
の正
本
(五段)
で、
万治三
年八月京
の山
本九
兵衛板
(半紙本) である
。
本書
はそれと同
内容
で六
段、
元禄
初年
頃
の江
戸板である
。
Qd pD
56 
聖徳太
子御伝記
装
中真
替 中表 ・ 形
紙 本
冊
一九・
七
×一
三・八
。
改装。
表紙
題告書己
欠
匡
郭
一六
・八
×一
二・O
。
内
題
「聖徳太
子御侍記」。
下に
「初段」。
所属
未
詳
段
数
六段
。
初段、
二たんめ
:・六たん
めと
、各段
の始め下
方に記
す。
Hリ
コ〕
エ'
→言
回
終丁裏本
文末に
「う
ろ
こかたや
新板」
とある
。
板元
江戸、
うろ
こか
たや
。
イ丁
数
十
ノ 、
行
丁
数
十三丁
。
板
dし、
上方に
「大子」
「太子」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は二種
。イ
(二
丁)
。
ロ(
一、
三・
:十三丁)
。
八丁、
十三丁目
の板
心に切
継
修正
の跡
あり。
イ
77 
ロ
丁
付
「一
、
二
、
三四、
五・:八、
九ノ十
、
十一
:・十
四、
十五六」
挿
絵
六頁分
(見
聞き三
) 。
一ウ
|二
オ、
五ウ
六オ、
十ウ|十
一ォ
。
彩色加筆あり。
�b ドZ
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い
。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
第八』
の百
五十八番に採用された
本で
ある
。
丁付、
板心
の切
継の
跡から
判断し
て、
本書
は省略
改変本
である
。
本来
は十
六丁
本
であ
った
の
を、
挿絵を三
丁分
省略
したもの
と考えられる
。
また
右書解題
で、
本書
が
若月保治
氏
の紹
介さ
れた上
方板の
「聖徳太子御伝
記」
(仮題)
とほ
ぽ同内
容で
あり、
その上
方板
nu no
が山
本角
太夫正本
であろ
うとされて
いる
。
57 
源氏寓歳
(源氏万歳
楽)
装
中員
中形本。
表
紙
替表紙。
冊
一八・O
×一
三
・九
。
改装。
と大きくあり、 元題叢は表
紙見
返し
に貼られて
いる
。
m-、 川崎みどりおはしろeunん
おに
「井締
鬼白女
中
山 中
万 央
太 に
夫 「
」 、 1原f
十 氏じF 万E」 歳t
tPPi �t 
題策
み ど り
は令&かae--­
緑花赤男@」
一一
町目
」。 さつ
ま外
記」
とある
。
界線をお
いて
下に「
大偉馬」
歳楽」
と墨書
した
紙を貼る
。
現在の表紙
の左上には、
黄色
の紙に
「源氏万
内
題
「源
氏
蔦歳
」。
一六
・五
×二
了
一。
下に
「初段L。
匡
郭
所
属
中山万太夫、
さつ
ま外
記。
段
数
す
六段
。
初段、
二た
んめ:・六
たんめ
と、
各段
の始
め下方に記
dHHV
『」
】
干上Tl
-言E
終丁
裏
本文末に
「右
此本者中山万太夫
薩「
外
記直停之以正本
板
7G 
江戸、
@ 。
令板行者也」
とある
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十二丁
。
上方に
「ま
んさ
い」
、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
板
Jし、
尋T 
丁
付
「一
:・三、
四五、
六七、
八、
九十、
十一:
・十五」
。
挿
八頁
分
(見
聞き四)
。
一ウ
|二
オ、
三ウ
l四オ、
六ウ
|七
オ、
九ウ
|十オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は
『金平浄
瑠璃正本集
第三』
の七
十六番に採用された
本で
ある。
中山万太夫、
薩摩外
記に
つい
て同書に
詳し
い解
題
があり、
本書を元禄中頃
の刊
行
と推定する。
唱EAnhu 
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ゆい
せき
詩
装
中員
一冊
。二
三・
O
×一
六・
一。
改装。
中本型
の半紙
本。
表
紙
替表紙。
題
策
欠。
匡
郭
一七・
一×一
二・
四。
内
題
「ゆ
い
せき
誇」
。下
に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
初段、
二たんめ
:・
六たんめと、
各段
の始め
下方に記
す。
dHHV
守d
】
ザ+1
4言即
終了
裏本文末
に
「右此本者太夫直侍之
以
正本
無相違」
写之候
て令
板行者也」
通塩町」
錨屋新板
L
とある
。
板
7G 
江戸、
錯屋
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十四丁
。
板
，し、
上方に
「そ
かご
(一
・:三、
五:・十四丁)、
「そか」
(四
丁)
。
下
方に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
ー
丁
付
「萱、
二・
:
十四
」。
挿
絵
十二頁
分
(見
聞
き六)
。
一ウ
二オ
、
四ウ
五オ、
六ウ|
七
オ、
八ウ
九オ、
十ウ|
十一
ォ、
十二ウ
十三
ォ 。
絵
師
杉村治兵衛
力
。
節譜
なし
。
句切は
一
部に白
丸点
がある
。
備考
本書
は
『古
浄瑠
璃正本集
の四
十四番に採用された本
第
であり、
七巻
物の
『曽我物
語』
の初
巻に相
当する。
また本
書と
は別版
の
『曽我
物語』
七日分の目
録の二
丁が
添付され
ている
。
装楠
半紙型
二葉
。
二二
・六
×一五
・六
。
匡
郭
一八
・六
×
丁
付
「一」
、「
一一
」
初日「ゆ
い
せきそ
が物か
たり」、
二日め
「こ
んげんそが物かたり
」、
三日め
「頼朝御代始
石橋山合戦L、
四日め
「き
りか
ねそが」、
- 62 -
五日め
「小
袖そが物が
たりL、
六日め
「十ばんぎり
」、
七日め
「つい
ぜん
そか物か
たり」
とある。
各巻六
段で段
ごとに標
題も
あるが、
詳
細は正本
集解題参照。
本文庫に
は、
七巻物
の
『曽我物語』
の内、
六巻
分がある
。その
内、
明暦
頃
の板を
襲っ
た 再
印本
は、
四巻(本
目
録六十
一番
、
板元不
明)、
五巻(
六十
三番、
板元
不明)、
七巻(六
十四番、
山形屋利
平
板)の
三本で
あり、
錨屋
の再
刻本
は、
一巻
(本
書)、
二巻( 五十
九
番)、
三巻(
六十番)、
四巻(
六十二番)
の四
本で
あるが、
四本
それぞれ
内
題の
形式
・
刊年記
等に異
同があり、
同時
期に
シリ
ーズ物とし
て出版した
ものかど
うか明
らかで
な
い。
59 曽我物語
MM何日仙
の
装
中東
一冊
。二
三・O
×一八・
一。
改装
。
中本型
の半紙
本。
表
紙
替表紙。
題
霊安
欠。
匡
郭
一七・
一×一
二・
三。
内
題
「曽我物
語
村一日一一一九一
の
」。
下に
「H
H ソル 又
0
4 T
F
」
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二たん
め:・六
たんめと、
各段
の始め下
方に記
す
刊
記
終丁裏
本文末
に
「右此
本者太夫直停
之以正本
無相違」
写之候
て令
板行者也L
通塩町
」
錨屋
新板」
とある
。
板
JG 
江戸、
錨屋。
イ丁
数
十七
行。
丁
数
十五丁
。
板
d し、
上方に「そか
二」
寸そノ一
ご、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
e '
丁
付
「萱、
二・
:十
五」
。
挿絵
十四頁分
(見
聞き七
)。
一ウ
ニォ
、
三ウ|四オ、
五ウ|六
オ、
七ウ
八オ
、
九ウ|十オ、
十一
ウ|
十二
オ、
十三ウ|十四オ
。
絵
師
杉村治兵衛
力
。
節譜
なし。
句切は白
丸点
と黒丸点
の混用
。
備考
本書は
『古浄瑠璃正本集
第
の四
十五番に採用された本
であり
七巻物
の
『曽
我物語』
の第二巻
に相
当する。
- 63 一
60 
石ばし
山
装
中東
中本型
の
半紙本
。
一冊
。
二三
・O
×一六'
--
o
改装。
表
紙
替表
紙。
題策
欠
匡
郭
一七
・O
×一
二・
三
。
内
題
「三日め石
ばし山」
。
下に
「初
段」
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
ニたん
め:・六
たんめと
、
各段
の始め下
方に記
す。
リリ
コ]
エ1
室副
終丁裏本
文末
に
「右
此本
者太夫
直正本
也
通塩町」
かぎや
新開板」
とある
。
板
7c 
江戸
かぎ
や。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十六丁
。
キ反
Jい
上方に
「そか
一二
」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
盲-胴白
「||
丁
付
「萱、
二:
・十
六」。
挿
絵
十四頁分
(見
聞
き七)
。
一ウ
|二
オ、
三ウ
|四オ、
五ウ
六オ
、
絵
師
杉村治兵
衛
力
。
七ウ
|八
オ、
九ウ
十オ、
十二
ウ|
十三オ、
十四ウ|十五オ
。
節譜
なし。
句切は
一
部に
白丸点
。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
解題
で紹
介され
てい
る本
であり
ニ巻に
相当する。
第二』
の四
十六番
『石ばし山』
の
七巻
物の
『曽我
物語』
の第
- 64 -
6 1  
きりかね
装
備
元 中
表 本
紙 型。 の
標 半
色 紙
無 本
t也
。
一冊
。二
二・
二×
一五
・七
。
表
紙
題金主只只
欠
匡
郭
一七・O
×三
了
一。
内
題
「きり
か
ね」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二段
目・:六段
目
と、
各段
の始
め下方
に記
す。
H H 4
コ ]
エ t
- 冨岡
なし。
板
7巳
未
詳
。
江戸板
。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十
四
丁
半
キ反
'い
上方に
「そノ四
」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
宅E
丁
付
「口、
三、
四、
五六、
口、
八・:
十五、
十六十七、
口」
。
挿
絵
八頁分
(見
聞き四
)。
二ウ
|三オ、
六ウ
|七
オ、
九ウ|十オ、
十
ウ
十
オ
絵
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
第二』
の四
十七番に採用された本
と思われる
。
七巻物
の
『曽我物語
』の
四巻目
に相
当する。
本
書は明
暦頃
の板
を
襲っ
た
再
印本
である
。
丁付
に、
五六、
十六
十
七
とあ
るの
は再印の
時に挿
絵を省略し
たと
考えられ、
再
印の時
期は
元禄頃
であ
ろう。
挿絵
も明暦
の
絵を襲
、つ
が崩れも
見られる
。
本書は
六十
三番(板
元
不明)、
六十四番
(山
形屋利
平板)
と同系
の書であるが、
三本それぞれ
少しく異同があり
その出
版の前
後関係等
明らか
でな
い。
戸bnhu 
62 
きりかね
装
中東
一冊
。
二二
・九
×一
六・
一。
改
装。
中本型
の半紙
本。
表
紙
替表紙。
題策
欠。
匡
郭
一六
・八
×二
了四
。
内
題
「四
日め
きりか
ね」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ・:六た
んめと、
各段
の始め下
方に
記
す
HH4
3〕
平土言回
終丁裏本文末
に
「右此本者太夫直停之
以正本
ヲ無
相」
違写之
令板行者也」
元禄五年
問
初春吉日
通塩町」
錨屋新
板」。
板
7じ
江戸、
錨
屋。
イ7
数
十七
行。
丁
数
十六丁
。
キ反
Jレ
上方に
「きり」
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「 萱、
二:
・十
六」。
挿
絵
十四頁分
(見
聞き七
) 。
一ウ
|二オ、
三ウ|四オ、
五ウ|
六
オ、
七ウ
|八
オ、
九ウ
|十オ、
絵
師
杉村治兵衛
ヵ
。
なし
。
句切は白
丸
点で
数ヶ所
ある
。
第二』
の四
十七番
『き
りかね
』
の
節譜備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
解題
で紹介
されて
いる
本で
ある
。
本文調
章は
本目録
六十
一番
十一
ウ|
十二
オ、
十四ウ|十五
オ
。
目に相
当する
。
の『
きりか
ね』
に一致
し、
共に
七巻物
の
『曽
我物語』
の三巻
ρりρb 
63 
銀さ
んだん
装憤
冊
中形本。
一九・
O
×二
ニ・三
。
改装。
表
紙
替表紙。
題策
欠
匡
郭
一六
・八
×三
了O
。
内
題
「銀さんだ
んL。
下に
「初段」。
但
し内
題上に空白がある
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二段
目・:六段目
と、
各段
の始め
下方に記
す。
HHJ
コ]
エl
-一泊凶
なし
。
板
フじ
未
詳
。
江戸板
。
行
数
十六行
。
丁
数
十
四
丁
板
Jし、
上方に
「そ
の五
」、
下方
に
丁付。
板、
心の
形式は
一種
。
一、
五
十四丁目
の板
心に
切継修正
の
跡あり。
丁
付
「二:・
五、
六七
八・:
十五、
十六
十七」
。
挿
絵
八頁分
(見
聞き四
)。
二ウ
|三オ、
六ウ
七オ、
九ウ
|十オ、
十
ウ
十
オ
絵
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古
浄瑠
璃正本集
第二』
の四
十八番に採用された本
で、
七巻
物の
『曽我物語』
の五
巻目
に相当する
。
本目録
六十
一番
の
『き
りかね
』
と同じく、
本書も明暦頃
の板
を襲
った
再
印本
である
。
但し書形は
『きり
かね』
が半
紙本
であり、
本書
は中
本で
ある。
67 一
64 
ぜんじそ
が
装
申貞
半紙本
。
一冊
。二
二・O
×一
五・五
。改
装。
表紙
替表紙。
題筆
欠
匡
郭
一六
・九
×一二・
一。
内
題
「ぜ
んじそ
が」
。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
初段、
二段
目・:
六段目
と、
各段
の始
め下方に記
す。
日リ
コ
ld
工1
2一 回
付
終丁裏
本文末
に
「江戸通泊町」
山形屋利
平板
行L
とある
。
板
7じ
江戸、
山形屋
利平。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十
四
丁
板
dし、
上方
に
「そノ
七」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
七、
九、
十丁目
の板
心に
切継修正
の
跡あり。
そ|
主
丁
付
「一
:・六、
七八、
九、
十一、
十二十
三、
十四:・十七」
。
挿絵
八頁分
(見
聞き三、
片面二
) 。
一ウ
|二オ、
三オ
、
五ウ|
六
オ、
十二オ、
十三ウ|十四ォ
。
彩色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。
節
譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書
は
の五十
番に採用さ
れ
前
『古浄瑠璃正本
集
第
島春三
氏蔵
本とされて
い
た本
である
。
七巻
物の
『曽我物語
』
の第
七巻
に相当する。
正本
集の解
題で
、、
本書終丁裏
の郭
上に
墨書がある旨が記
されて
い
るが、
現在
はその部
分を切
り抜き、
裏より別紙
で裏打さ
れて
いる
。
表紙
見返
しに、
「レイ
ン氏
蔵
『曽我七
日分
挿
絵集』
によるとこ
の『
ぜん
じ曽
我』
の挿絵は省略はな
い。
挿絵
よけれど汚
点あ
り」
とい
う、
横山重氏
の識
語が貼られ
ている
。
68 
65 
北条
五代
記
装
慎
半紙本
。
七冊
。
(一之
巻)
二二
・五
×一
五・0
。
(二
之巻以
下)
二二
・五
×一五
・四
。
表
紙
元表紙
。
鼠色無地。
題策
一之
巻にの
み残
る。
重郭
。
上に
「絵
入」
と横
書きし、
界線を
おいて
「北条五代記」
と大きく記
す。
下部は欠
破。
他の
巻では
欠
落。
三・
四・六・
七之
巻の
表紙には、
題名と巻
数を墨書
。
匡
郭
(了
二之
巻
)一七
・二×
一二
・一
。
(三之
巻)
一七
・三×
一
二・二
。
(四
之巻
)一七
・一×一二
・二
。
(五
之巻)
一七
i・三×
一二
・二
。(
六
之巻二
七・O×
一二
・一
。
(七
之巻二
七・
二×
コ
了三
。
内
題
各巻ともに
「北条
五代
記」。
下に
「一
・:
七之巻」
。
所
属
未
詳
。
段
数
各巻六段
。
各巻
とも、
第一
一:
・第六
と、
各段
の始め下
方に
記す。
ただ
し四之巻
の第六だけがな
く、
段数があ
った
と
思われる所
一行
あきがある
。
dHHU
守」
I】
エ1
4言即
終丁
裏本文
末に次
のよ
うに記
す。
(一
・二・
四
之巻)
「うろ
こ
かた
や開
板」。
(一一了
五・
六之巻)
「北条五代
記三
(五
・六
)
之
巻終
鱗形屋
開板」。
(七
之巻)
元禄十年
H正
月吉田」
北条五
代記
七之
巻終」
大停馬三
町目」
うろ
こかたや
孫三
郎板」。
板
7じ
江戸、
鱗形屋孫三郎
。
イ丁
数
各巻十
六行
。
丁
数
各巻十三丁
。
板
JL、
(一之
巻)
上方に
「北条
壱」、
(二
之巻)
「北条
二L、
(三之
巻)
「北条三
」、
(四
之巻)
「北
条四L
、
(五之巻)
「北条五
」、
(六
之
巻)
「北条六
」、
(七
之巻)
「北条七」。
各巻とも
下方
に丁
付。
板心
の
形式。
一・
二・
三・
四・六・七
之巻は
一種
。
五巻は
種。
イ
(一
・二
・三・四・六・七
之巻の全
丁。
五之巻
の
一・
:
五、
七・:十二丁)
。
Qd nhu
ロ(
五之巻
の六
・
十三丁)
。
イ
司・・・--EW時以内↓
10
|司
ロ
ヒl
丁
付
各巻
「初
二、
三・
:十
四」
。
挿
絵
各巻八頁分
(見
聞
き四)
。
一ウ
|二
オ、
四ウ
五オ、
七ウ|八
ォ、
十一ウ
十二
オ
。
一部
に彩
色加筆あり。
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『古浄瑠璃正本
集
第七』
の百
四十七
番に採用された本で
あ
る
66 
太平記
装
槙
半紙本
。
五巻分合
冊(全
七巻
の内、
四・
七之巻欠)。
各巻
の聞に
は白
紙を
一枚
づ
っ入
れる
。
二一・
六×
一五
・六
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題策
欠
匡
郭
(一之
巻)
一ム
ハ・=
一×
一六
・四
×二
一・O
。
(二之
巻)
。
(三
之巻)
六・四
×一
二・0
。
(五
之巻)
一六
・五
×
二・
一。
(六
之巻)
一六
・=
マ八三
了O
。
内
題
一之
巻では
「太平記
一之
巻」。
各巻とも同
形式で巻
数だけが
変わる
。
所属
未
詳
。
段
数
各巻六段
。
各巻とも
、第
一一:・
第六
と、各
段の
始め下
方に記
す。
dH
HV寸」
】
T申l
==E
各巻とも終
丁裏本
文末
に閉
じ形式
の尾
題を
持
つ。
一之
巻では
「太平記
一之
巻
終」。
巻数
のところだ
けが各
巻で
変わる
。
之巻だけは
「二ノ
巻」。
板
7c 
未
詳
。
江戸板
。
イ丁
数
各巻ともに
十七行
。
丁
数
各巻十
二丁
。
板
Jし、
各巻上方に
「一
ノ
巻」
コ
一ノ
巻」
「三
ノ巻
」
「五
ノ巻
」
「六
ノ巻」、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は、
一之
巻、
二ノ
巻、
三ノ
巻、
五ノ
巻は
一種
。
六之巻は
二種
。
イ(
一之
巻、
二之
巻、
三之巻、
五
之巻の全
丁。
六之巻
の
一:
・九
・
十二丁)
。
ロ
(六
之巻
の十
・十
一丁
)。
ま
た
、
一之
巻の
六丁目、
二之
巻、
三之
巻の
九丁目、
六
之巻の
三丁
目に切
継修正
の跡
あり
。
イロ
丁
付
(ご
「初
ノ
二、
三:
・六、
七ノ八、九
・:十四終
」。
(二)
「初
ノ二、三
-:
九、十ノ十
一、
十二・:
十四
終」。
(三・五)
「初
二、
三:・
九、
十ノ
十一、
十
二:
・十四
」。
(六)「
初ノ
二、三、四
、五
ノ六、
七:
・十四」
。
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挿
一・
二・三・
五
之巻は
八頁分
(見
聞き
四)
。
六之巻は六頁分
(見
聞き
三)
。
(一之
巻)
一ウ
二オ
、三ウl四オ、
八ウ
|九
オ、
十一
ウl十二
ォ。
(二
・三・五
之巻ご
ウ|二
オ、
三ウ|四オ、
六ウl七
オ、
十一
ウー十二
オ。
(六之巻)
一ウ
二オ
、六ウi七
オ、
十ウ!十
一ォ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
の百
四十
五番に採用された
第七』
本で
ある
。
但し正本
集では、
欠巻の
四之
巻を国会図
書館本
七之
巻を西尾市立図
書館本
(内題
「楠軍記」
)
で補
って
いる
。
67 
追加
太平記
装
頗
七冊
。
(一
・二・
三・六
巻)
二二・六×
一
五・六
、
(四
半
紙
本
-七
巻)
二二・
五×
一
五・六
、
(五
巻)
二二・六×
一
五・七
。
表
紙
元表紙
。
各巻ともに黄土
色無地。
題策
一之
巻は剥
落し
て、
重一郭と文
字の
一
部が残
る
のみで
あるが
二之
巻以下
には
題策が残
る。
a- w民 ur-­
' t 」
立ロ ト
ト
と
横
「 ゑ
入」
重郭
。
書し、
その下
中央
に
「太平記」
と大きく
あ
り、
そ
の右下に「二
之巻」
のよ
うに巻
数を
入れる
。
七巻だけは
「七
之巻終」。
但し、
「二」
「三」
のよ
うな巻
数
の数
字、
及び
七之巻
の
「終」
これ
ら題驚は巻
数を入
れ
とい
う
字は墨書され
たもの
であり、
ない
で作
られ
たものを
用
いてい
る
。
匡郭
二之
巻)
一六
・七
×
一五・八
×一
一
・九
。
(二之
巻)
九。
(三之巻)
一六・五
×一
一
・八
。
(四
之巻)
一六
・五
×
二・
O
。
(五
之巻)
一六
・三
×一
一
・九
。
(六
之巻)
一」ノ、
×コ
了O
。
(七
之巻)
一六
・三
×三
了O
。
内
題
(一之
巻)
「追加太平記壱
之巻L
。下
に
「初段」
。
(ニ
之巻)
「コ一一一一
義貞二代軍
」。
下に
「初段」。
(三
之巻)
「訪日制
山崎
合戦」。
下に
「第
ご。
(四
之巻)
「太平記
四巻
新国大明神
」。
下に「
第
ご。
(五
之巻)
「太平記五之
巻赤松合戦」
。
下に
「第
ご。
(六
之巻)
「対日続
細川
四国合戦」
。
下に
「第
ご。
(七
之巻)
「民間
東西軍記」
。
下に
「第
一」
。
所
属
未
詳
。
段
数
各巻六段
。
(一
・
二之
巻)
初段、
二た
んめ:・六た
んめ
、
(三之
巻以下)
第一
・:第六と、
各段
の始め
に記
す。
d H H d
可­
γ T
d - E 
各巻、
終了
裏本文末
に次
の知く
記す。
(一之
巻)
「正月吉日」
江戸
大偉馬
三町
目」
本問屋喜右衛門
巳 川
区 山 内
。
主 ホ
4 f
」
(二
之巻)
「正月吉日」
大俸
馬三
町目」
本問屋喜右
衛門板」。
ーiヮ，
(三
之巻)
「右者
本
書を以写令
板行者
也」
正月吉日
大停
馬
町
目
本問屋喜右衛
門板」。
(四
・
五之巻)
「正月吉日」
江戸
大停
馬三
町目」
本問
屋喜右
衛門
板」。
(六
之巻)
「宝永七年
時
正月吉日」
大て
んま三丁め」
本間や
喜右衛門
板L。
(七
之巻)
「此跡
より
後太平記
七巻
ニ板
行仕候」
宝永七年
時
正月
吉日」
大てんま三町
目」
本問屋喜右衛門
板」。
板元
江戸、
本問
屋喜右衛門
。
イ丁
数
二之
巻)
十七行
。
(二之
巻以下)
十六行
。
丁
数
(一
之巻:
・六
之
巻)
十二了
。
(七
之巻)
十一了
。
板
Jし、
ご之
巻)
上方に
「初」
o
A二之巻}
上方
に
「よし」。
(三
之巻)
上方に
「山」。
(四
之巻山
上方に
「大明神
」。
(五
之巻) 上方に
「あ
か
松」。
(六之巻V
上方
に
「ほ
そ」。
(七
之巻)上方に
--， 
と
ぅL。
各巻とも下方に
丁付。
板心
の形
式は
一・
三・四
・五
・
六・七
巻は
一種
。
二巻のみ二種
。
イム九
一
・三・
四・五・六・
七巻の全
T、
二巻
の一
・二
・四・六
:・十丁)
。
ロ
(二
巻の三
・
五・
十二丁)
。
イロ
丁
付
五ノ七、
八:
・十
四L。
(二
之巻)
「一
:・六、
(一之
巻)
「一:
・四、
七ノ十
、
十一
:・
十五」。
(三走巻)
「一
・:六、
七ノ十
、十
一
:・十
五」o-
(四之巻
)
「一
:・四、
五ノ七
、
八・
:十四
L 。(
五之巻
)
「一
-:四、
五ノ
七、
八:・
十四
」。
(六
之巻)
「一
:・六、
七ノ十
、十
一
-:
十五L。
(七之巻)
「一
:・八、
九ノ
十一、
十二
ノ三、
十四
」。
挿
絵
各巻入頁分
(見
聞き
四)
。各巻とも、
一ウ
二オ
、
四ウ|
五オ、
七ウ|八オ、
十ウ|十
一ォ
。
{ò ."玄
師
一之
巻の五オに
「ゑ
し奥村政信」、
二之
巻の
一ウ
に
「ゑし政
信」とある
。
節
譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は
『古
浄瑠璃正本
集
第七』
の百
四十六番に採用された
本で
ある
。
の上
部に
空白が
一之
巻から五
之巻
の
「正月吉日」
あり、
再印本
と推定さ
れ、
その
こ
とは
東大文学部国文学研究
室蔵
の一
之巻に
「宝
永四
丁
亥
年正月
吉日」
の刊
年
記がある
こ
とか
ら立証される
。
本書
は本
目録六十六番
の『
太平記
』
の続
篇とな
る七
巻物
で、
大東
急記念文庫
蔵の
『後太平記
』
が本
書
に続く七巻物とな
って
いる
。
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〔三社
詫官一
〕
装
中東
中形本。
一冊
。
一八・
五
×一
三・O
。
表
紙
元表紙
ヵ。
黒無地
内
題策
欠。
匡
郭
一六
・五
×一
一
・七
。
内
題
巻頭落丁
のた
め不明
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
「二
たんめ」、
「三
たん
め」、
「四段
め
L、
「五段め
」 、「
六た
んめ
L
と、
各段
の始
め下
方に記
す。
刊
記
なし
。
板
フじ
未
詳
。
江戸板
。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十五丁
。
但し元は十六丁
t
板
dし、
上方に
「宅へ
下方
に
丁付。
但し三丁
には
「宅」
の字はな
い。
板心
の形
式は二種
。
イ(
ニ丁)
。
ロ
(一
了
四:・十四丁)
。
イ
It 
ロ
百|
丁
付
「口・:、
十二、
十三、
口、
口、
口」。
挿
絵
十一頁
分
(見
聞き五、
片面
二。
一オ
、
三ウ|四オ、
五ウ|六
ォ、
八ウ
1九
オ、
十一
ウ|
十二オ
、
十四ウ|十五
ォ
。
ý.ô if\l又
師
未
詳
。杉
村治兵衛系
ヵ
。
時 即 諮問
「三重」
のみ
。
句切はな
い。
備考
本書
は
『古浄瑠璃正本集
第八』
の百
六十二
番に採用された
本で
ある
。
破れ
や汚れが多
い。
一オ
・
一ウ
の一丁
分が欠けて
お
り
一ウ
は挿
絵で現
在残る二
オと見
聞き
の図
を成
して
い
たもの
と思わ
れる
。
『三社詫
宣由来』
の加
賀嫁
正本は、
延宝六年正月に
、山
本九
兵衛
と鶴
屋喜右
衛門から刊
行
されて
い
るが、
本書
は現存
唯一
qa 門i
の江戸
板である
。
69 
〔大
友真鳥〕
装
順
一八・
七
×一三・
五
。
改装。
表
紙
替 中
表 f 形
紙 本
一冊
。
題
霊安
欠。
匡
郭
一六
・O
×一一
了
一。
内
題
内題
の部
分が削
除され、
下方に
「初段」
とある
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二たんめ
:・六
たんめと、
各段
の始
め下方に記
す
叶H
dコ
〕
γT
三回
終了裏
本文末に
「右者
太夫直之
正本誤
無写
是令板
行者也」
享保
hU
年正月吉
日L
大侍馬
三丁目L
うろ
こがた
や孫
兵衛新
板」
とある
。
板
7巳
江戸、
うろ
こ
がた
や孫兵
衛。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十丁。
キ反
JL' 、
上方
に
「取」
、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
門川川川凶
il ll-リH
吋lis-ぃ
丁
付
「初
二、
三:・六
七八、
九:
・十二」
。
挿絵
八頁分
(見
聞き
四)
。
一ウ
|二
オ
四ウ
五オ、
六ウ
|七
オ、
九
ウ
十
オ
絵
師
二オ
の挿
絵左上に
「近藤助
五郎清春図」
とある
。
節譜
なし
。
句切も
な
い。
備考
『古
浄瑠
璃正本
集
第三』
の六
十五番
『大
友の
まとり』
解題
に東
大図書館蔵
の江
戸板
(〔
異鳥粂道
〕)が
紹介さ
れて
おり、
本書
はこ
の東
大本と同板と考
えら
れる
。
ただし
東大
本が、
段
数を削除
して
いる
のに
対し、
本書
では
初
段から
六段固ま
で
の段
数表
記が残る
。
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金平か
ふと
ろん
装帳
冊
中形本。
一八・
四
×一
三・三
。改
装。
表
紙
替表紙。
題叢
欠
匡
郭
一六
・四
×士
了O
。
内
題
「金
平か
ふと
ろん
」。
下に
「初段」。
所
属
未詳。
段
数
六段
。
初段、
二段
目・
:六段目
と、
各段
の始め下
方に記
す
。
川H4
コ〕
γT
-一罰
則
終丁裏
本文末
に
「正月吉
日L
との
みある
。
板
7c 
未
詳
。
江戸
板。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十丁
。
板
Jし、
上方に
「か
ふと
」
「か
ぶと
」、
下方
に
丁付。
板、
心の
形式は
一種
。
丁
付
「口、
二・
:五、 六七、
口、
九、
口、
口」
。
挿絵
六頁分
(見
聞き
三)
。
一ウ
二オ
、
五ウl六オ、
九ウ
|十オ
。
彩色加筆あり。
絵
師
未
詳
。西
村重長
ヵ。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『金
平浄瑠
璃正本
集
第二』
の二
十七番に、
東北大蔵
の寛
文
二年版の
『公
平か
ぶ
とろん
』
が採用され
ている
。
同書
の解
題
に、
享保頃
の江
戸板とし
て東
大震亭文庫
本と、
大東急記念文
庫本
の二
本
が紹介され
てい
るが、
本書も
これ
らと閉
じ江戸
板
系。
- 75 -
7 1  
よりちか童子
装
輔
中形本。
零葉三
枚
。
一八
・五
X二
二・
一。
表紙
なし。
題策
弁Fし。
匡
郭
一六
・五
×二
了
一。
内
題
「よりちか童
子」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
未詳。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板
7じ
未
詳
。江
戸板
。
イ丁
数
十七行
P、
丁
数
葉。
ただし
第一丁
(丁付
二
の裏の挿
絵の左
半分
が失われ
てお
り、
第三丁
(丁付
七)
は上
万三分
の一
が欠
破し
てお
り、
裏の左三
分の二が
ない
。
板
d し、
上方に
「よ
りちかL、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「一
・四・七
」。
三頁分
。
丁付
「ご
の丁の裏
、
丁付
「四」
の丁
の表、
丁付
挿
絵
「七」
の丁
の表
。
自市
未
詳
。
節三並
なし。
句切はな
い。
備考
欠破
の多い
三葉であるが、
未紹介の金
平浄瑠璃
の正
本で
あり、
板式、
挿絵等か
ら判断し
て、
享保頃
の刊 行と
推定さ
れる。
題名にある
「よ
りちか」
は、
源頼光
の嫡子
とされ
『頼
光跡
目論
』
等に
も登場
する人
物
である
。
渡辺綱
の弟、
広綱も登場
する
点等からも、
『頼光跡目論』
と関
係する作
である
と推定さ
れる
。
但し
金平
の姉
の
「たちばな
姫」
が活
躍する事
等、
他の
金平
物ではみら
れな
い
場面もある。
金平
浄
瑠璃
にお
ける
頼親
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の扱
い
について
は、
「語文」
四十五輯
「創
成期の
金平浄瑠璃」
(秋
本鈴
史)
参照。
72 
〔をくり〕
装
中貞
半
紙
本
一冊
。一
二
・八
×一五
・五
。
改装総裏打。
表紙
替表
紙。
題祭
欠
匡
郭
一九・七
×一四
・五
。
内
題
巻頭落丁
のた
め不明
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
ヵ
。「
四た
んめ
L 、「
五段目」、
「六
段目」
と、
各段
の始
め下
方に記
す。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板
フじ
未詳
。上
方
板。
イ丁
数
十六行
。
T 
数
十一丁
。
落丁本。
板
Jし、
上方に
「をくりへ
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「口・:、
下九、
口
:・」
。
挿絵
七頁分
(見開き三、
片面
二。
二ウ
|三オ、
五ウ|六オ、
七
オ、
九ウ
十オ
。
絵
師
未詳
。
節譜
太夫、
色
ふし、
色
、
かい
たう下り
ふし、
ユリ
、
上
ワキ
、
さんさふし、
本田寄ふし
七ユ
リ、
色なけき
ふし、 うた
いふ
ーし、
引uu
コトハ。
句切はな
い。
備考
本書は
『説経正本集
第二』
附録五
『お
ぐり物語』
の解題で
R・レ
イ
ン氏
蔵本
として紹介され
てい
る本である
。
落丁
の多
い本で
あるが
江戸板
の草
子と関
係の深
い正
本で、
中・下
巻
だけ
残る草子
の上巻
の内容を考え
る上
で参
考と
なる書
である
。
板式や挿
絵か
ら判断し
て、
万治か
寛文初年頃刊
行され
た上方
板である
と推
定さ
れる
。
一 77 一
73 
おぐ
り判
官
装憤
半
紙
本
一冊
。二
一
・八
×一六
・
一。
改装総裏打。
表紙
黒無地。
題策
欠 元。
表、 紙
カ
匡
郭
一九
・九
×一五
・
一。
内
題
「おぐり判
官」。
上に
「闘H
L。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
「同出お
ぐり判
官
」、
「開国お
ぐりてる
てたいめ
ん井
おに
かげきよく
のり
の事
」、
「回問日
てるて夢
物がたり
井おぐり
さいご
の事
L、
「閣困て
るて
ゑちご
の国
よ
りみの
由長。
か
いと
むる
」、
「閣困て
るて
車をひき給ふ井み
ち行
の事
」、
「[問
凶おぐり
よみが
へ
り井本国しよ
ち入の事
」と
各段と始
めに
記
す。
但し、
第一
と第
四は二行
分を使
っ
て大きく記し、
第四は
十二オ
の初
行か
ら始まる
。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板元
未
詳
。上
方
板。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十八
丁半。
板
dし、
上方に
「おくり」、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
..t. 1 
t\ 
丁
付
「上一
一・:上十二、
下一
一:・下八、
口
」。
挿絵
十四頁分
(見聞き六
、
片面二
v。
一ウ
ニオ
、
四オ、
六ウ
|
七オ、
九ウ
十オ、
十二
ウl十三
オ、
十四ウ|
十五オ、
十六
ォ、
十七ウ
十八オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
せめ
、
ワキ
、
太夫、
ゆり、
きんさ
ふし、
ふし、
七
つゆ
り、
色
なきふし
かいと
う
下り。
句切は
黒丸
点。
備考
本書
は
『説経正本
集
第二』
の十
九番
『おぐり判
官』
解題に
。。円d
小山源
治氏蔵
本とし
て紹
介さ
れた寛
文
六年
山本板と同板と思
われ
る。
巻末
三丁が欠
落
して
いる
。
74 
あい
この
若
装
中東
中形本。
一八・二
×一
三・
因
。
改装総裏打。
冊
表
紙
替表紙。
題接
欠
匡
郭
一六
・三
×一
二・
三
。
内
題
「あ
いこ
の若
」。
下に
「初段L。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
初段、
二
たん
め・:六たんめと、
各段
の
始め下
方に記
す。
刊
記
終丁裏本文末
に
「右者太夫
直之以
正本
写之者也
新板」
とあ
る
板
フじ
未
詳
。
江戸
板。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十八丁
。
キ 反
J し、
上方に
「あ」、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
大
司5
丁
付
「口、
二・:
十
八
」。
挿絵
十三頁
分
(見
聞き五、
片面三
)。
一ウ
二オ
、
四ウ
五オ、
八オ
、
十オ、
十一オ
、
十二
ウ!十三
オ、
十四ウ|十五
オ
、十
六ウ
十七オ
。
絵
師
未詳
。
節譜
」と
ば、
三重
備考
本書
は
『説経正本
集
で前
島
春三氏蔵
本とし
て紹介
されて
い
る本である
。
同解題
で
第二』
二十二番
『あ
いこ
の
若』
の解
題
ワ
キ
ふし、
キリ
。
句切はな
い。
は本書
の
刊行を寛文年中と推定
するが、
板式
からみ
て寛文板
を改板
したもの
で年
代
は更に下る
と思わ
れる
。
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75 
阿弥陀胸割
装
中東
中形本。
一八
・五
×一三
・五
。
改装。
一冊
。
表
紙
替表紙。
題簸
欠。
現在は短冊形
の紙に
「阿弥陀胸
割」
と墨書し、
その下
方
に「
天満八太夫
正本」
村田
屋開
板」
と小さく二行
に書
く。
又
朱筆で
「六字
南無右衛門作」
柳亭種彦考証附」
ともある
。
高
野辰
之氏筆
。
匡
郭
一六
・五
×=
了二
。
内
題
「可牛
小官旬。
。
下こ
「刀支
。
》1
害」
T』
ネ l
F」
所
属
天満八
太夫
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ
・:六
たんめと
、
各段
の始め
の下
方に
記
す
。
刊
記
終丁裏
本文末
に
「右
者天満八太
夫直正本也」
通油町」
村田
屋開
板」
とある
。
板元
江戸
、
村田
屋。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十二丁
。
板
，L' 、
上方
に
「あ
みた
」、
下方に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
九
丁
付
「一
・:五、
六七、
八・
:十三」
。
挿絵
一ウ
|二
オ、
二ウ
三オ
、
四ウ|五
十四頁分
(見
聞
き七)。
ォ、
六ウ|
七オ、
入ウ
l九
オ、
九ウ|十オ、
十一
ウi
十二
ォ 。
一部
に彩
色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書は、
古典文庫
『説経浄瑠
璃集
二』
の解
題
で、
種彦旧蔵
本として紹
介
されて
い
る本である
。
巻頭に種
彦自筆
とされる
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考詮風
の識語
一紙
があり、
表紙
裏表
紙見
返しに旧蔵
者高野斑
山氏
の識
語が
ある。
同じく
『説経
正本集
第三』
三十
八番
『阿弥陀胸割』
解題
にも
本書に
つい
て記
す。
鱗形
屋中本
の元
禄頃
の複
刻であろ
う。
76 
すみ
だ川
装顧
冊
一九・
七
×一五
・三
。
改装総裏打。
中形本。
表
紙
替表紙。
題作
愈
欠。
現在は、
上に
「す
みだ川
」、
下に
「貞享
ご
ろ鱗屋刊
」、
「説経
正本
な
るべし
三巻
本」
とペ
ン書した
紙を、
表紙
左上
に貼
る。
匡郭
一六
・七
×ご
一・二
。
内
題
「す
みだ
川」。
下に
「初段」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ:・五たんめ、
六だんめ
、
と各段
の始
め
下方
に記
す。
刊
記
終丁裏
本文末
に
「右者太夫直
之正
本也L
大侍馬三
町目
」
う
ろこかた
や孫兵衛」
とある
。
板
7G 
江戸、
うろ
こかたや
孫兵衛。
ィー丁
数
十六行
。
丁
数
十二丁
。
板
dし、
上方に
「角」
、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
自
a 
丁付
「一、
口、
三四
、
五・・・十二
一」
。
挿
絵
ウ
オ
四ウi五
オ、
六ウ
|七オ
八頁分
(見聞き
四)
。
十ウ1
十
一ォ
。
日市
未
詳
。杉
村治
兵衛
力
。
附 則 諮問
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は
『説経正本集
の三
十六番に採
用された本で
あ
第
る。
題策の
ペ
ン字
は横山
重氏
の筆で
ある
が、
三巻
本と書
かれ
たの
は、
明暦二
年江
戸板草子
『角田川
物かたり
』
三巻本と関
係が深
い
書で
あるからで
ある
(『説経正本
集』
附録十
一解
題
参照)
。なお
本書
の刊
年は
板式や挿絵
から
み
て元
禄初年頃
と
噌Eム。。
推定さ
れる
。
77 
〔ほん
天--く
〕
装備
中形本。
一冊
。二
0・
×一四
・三
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙
。
題策
欠。
現在は
「党天国」
と墨
書し
た紙
を、
表紙
左上に
貼る。
匡
郭
一六
・二
×二
了四
。
内
題
巻頭落丁
のた
め不明
。
所
属
未
詳
。
段
数
六段。
二た
んめ:・六た
めと、
各段
の始め下
方に記
す。
初段
とある
べ
き巻頭は
落
丁
。
刊
記
なし
。
板
7じ
未
詳
。
江
戸
板。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十丁。
落
丁本。
板
Jし、
上方に
「ほん天」、
下方に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
民|
T 
丁
付
「口、
四:・六、
口
、九
・:
十一、
十三、
十四」
。
挿絵
六頁分
(見
聞き一二
)。
二ウ
l三オ、
五ウ
i六
オ、
九ウ
十オ
。
絵
師
未
詳
。
節
譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は説経
正本の他
本とも、
古浄瑠
璃
の寛
文元年
板とも
異な
る本文を
持つ
。
初段は破損
して
い
るが、
羅仙国
のば
らもん王
を四天王が捕
え鉄
の獄
屋に入れ
ると
ころ
で終
り、
こう
した経
緯をも
っ本は他
にな
い。
その
他、
独自の展
開をも
っ箇
所が多
く、
内容に
つい
ては後
考を侠
つ。
その
刊
年は板
式等か
ら元禄
頃の刊
行と
推定さ
れる
。
説経系
か
古浄瑠璃系か
について
も問
題は残るが
一応
説経
系
の中に収める
。
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78 
伍太
力害薩
装
中東
中形本。
一冊
。
一八
・五
×二
ニ・三
。
改装。
表
紙
替表
紙。
題策
表紙の左
上に貼られ
ている
が、
大半が破れ
て失なわれて
いる
。
僅か
に匡
郭の
一部
と
「恋」
の一
字が
み
える
。
匡
郭
一六
・七
×一
二・
三 。
内
題
「伍太力
菩薩L
その下
破れ
。
更にその下
に
「初
とあり
段しー
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ、
四たんめ・
:六
たんめと、
各段の始
め
下方
に記
す。
「三
たんめ
」
とあ
るべき
所は落
丁。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板
元
未
詳
。江
戸
板。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
八丁
。
落丁本
板
Jし、
上方に
「五
大力」
「五太力」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
乏
丁
付
「口、
二、
三、
六・
:九、
十
ノ口
」。
挿絵
四頁分
(見聞
き一
乙。
五ウ
六オ
。
彩色加筆
あ
ウ
オ
り
絵
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切は黒
丸点
で数
ヶ所
にあ
る。
備考
『説経正本集
第三一』
の四
十二番に、
東北大
学蔵
の鱗
形屋板
『伍
太力菩薩』
が採用されて
いる
が、
同書
の解
題に
本書
が紹
介さ
れて
いる
。
落丁は三丁分と思われ、
宝永頃
の板
行と推定
されて
いる
。
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丁
数 79 
毘沙門之本地
装
中真
中
形本
。 、司
一冊
。
一八・
五
×一四
・0
。
p表
紙
替表紙
。
題蜜
欠
匡
郭
一六
・八
×一
二・
四
。
白内
題
「見沙門之本地」。
下に
「初段」。
所属
未
詳
。
改
装 、
総裏 '.，�
打日
巻末落丁
のた
め不明
。
六段
F
初段、
二た
んめ
・:六たんめ
と、
各段
の始め下
方に記
す。
段
数
干
記
板元
未
詳
。江
戸
板。
イ丁
数
十六行
。
九丁
半 。
落丁本
。
上方に
「毘」
、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
板
Jし、
丁
付
「口、
口
、
口、
口、
六、
口・
:口」。
一ウ
l二オ、
四ウ
五オ、
八ウ
l九
オ
。
挿絵
六頁分
(見
聞き一二
)。
，，^-­，ヨ式
師
未
詳
。
節
譜
なし
。
句切もな
い。
備考
『説経正本
集
第三』
の四
十番
に、
岩瀬
文庫
蔵
うろ
こかた
や
板十六行十二
丁半
本が採用
されて
いる
。
本書は岩
瀬本系
の後
印改変
本と考え
られる
。
三ウ
四オ
の挿
絵
一丁
が欠
け、
巻末
に絵
一
丁を含む
二丁分の落
丁を
もっ
本と思われる
。
四十番
解
題では
岩瀬
本の
「卯」
を宝永
辛卯八
年と
したが、
元禄己卯十
二年
であ
る可
能性もあ
り、
本書は
さらに
それより後、
宝永頃
の刊
行と思われる
。
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80 
大福
神
弁才天御本地
装
申貞
中形本。
冊
一八・
七
×一三
・三
。
改装。
表
紙
替表紙
。
題蜜
欠
匡
郭
一七・
一×
一二・
因。
内
題
「大福
神排財
天御
本地」
。
下に
ぺ初段」。
所
属
天満八
太夫、
天満 重太
夫。
段
数
六段。
初段、
二たん
め:・六
たんめと、
各段
の始
め下
方
に記
す
刊
記
.
終丁裏本文
末に
「右
は天
満
臥控室
本也」
大侍
馬三
町目」
うろ
こかたや
板」
とある
。
板
7G 
江戸、
うろ
こか
たや
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十二丁
。
板
dし、
上方に
「弁」
、
下方に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
jj
J川υHail--
J円EE
丁
付
「一
・:玉、
六ノ八、
九十、
十一
二
、
十三四、
十五:・十
七」
。
八頁分
(見
聞き四
) 。
挿
絵
一ウ
|二オ、
三ウ
!四オ、
八ウ|
九オ、
十
ウ
十
オ
絵
師
未
詳
。
時 即 諮問
なし。
句切もな
い。
備考
本書は
『説経正本
集
板式や挿絵か
らみ
て元
禄頃
の板
行と推
定される
。
第一』
の十
六番に採用され
た本
である。
- 85 一
、内
8 1  
しん
とく丸
装
中員
中形本。
一八・四
×二
ニ・
一。改
装。
一冊
。
表紙
替表紙。
題
霊安
欠。
現在は中
央
に
「し
んと
く
丸」
、
左に
「を
とひ
め
道行L
大
坂七太
夫正本」
と墨
書
したも
のを
、
表紙
左上
に
貼る。
これは
東大霞亭文庫蔵
の十
七行
半紙本
の
題援を模し
たもの
。
匡
郭
一六
・五
×コ
70
0
所
属
未
詳
。
内
題
「し
んと
く丸」
。
段
数
段数は-
記されて
いない
。
但し、
三オ
、
四オ、
五オ
七ウ、
十
一ウ
に一
行分
の空
白がある
。
内題下
とあわ
せて
、
初段、
二た
んめ
等とあ
った
ことが
推定
される
。
この
内、
七ウは十
一行
目
の下
より改刻さ
れており、
その
聞に
一
行分
の
空白がある
。
ま
た八ウには
「道行」
と一
行分を使
って
記さ
れて
いる
。
刊
記
終丁裏本文末に
寸大偉馬三
町目」
鱗形屋
孫兵衛板」
とあ
る。
板
7G 
江戸、
鱗形屋孫
兵衛。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十二丁
。
板
dし、
上方に
「とく」、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「一
:・六
七八、
九、
十ノ二、
十一ニ:
・十
五」。
挿絵
六頁分
(見
聞き一二)
。
ウ
オ
ノ、
ウ
七
オ
十
ウ
十
オ
絵
師
未
詳
。
節譜
ワキ
、
三重、
太夫
ふし
。
句切はな
い。
ことは
備考
本書
は貞
享三年五月
うろ
こが
たや
板十
六行
本
(早
大演博蔵)
の系
統の
書で
、
享保頃
の板
行で
あろ
う。
岩瀬文
庫に全
く同板
の書があり、
奥付
は本
書と
閉じ鱗形
屋板であるが
、そ
の題
筆
の板
元紋章は山
形に三
ッ鱗
の西
村のそ
れで
あ
って
、
段数を削
ハ000 
り、
草紙とし
て販
売さ
れた西
村板と
みるべき
であ
ろう。
82 
さんせう
大夫
装
中東
冊
一七
・八
×二
二・0
。
改装。
中形本。
表
紙
替表紙。欠。
現在は表紙
左上
に「さん
せう大
夫」
石見橡正秘侍
」
正本」
題悠眠
貼る
。
と朱書。
右上には
「宝永七年
」
奥村政信画」
と朱書し
た紙
を
匡
郭
一五
・五
×一二・
O 。
内
題
「さん
せう大夫
日制糊
」。
下に
「初段」。
所
属
石見
橡
。
段
数
六段
ヵ。初
段、
二た
んめ
四たんめ
め下方に記
す。
巻末落丁。
刊
記
巻末落丁
のた
め不明
。
板
7G 
未
詳
。
江戸板
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
六丁
。
落丁本。
上方に
「さ
んせ
う」
、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
キ 反
Jレ
51 
丁
付
「口、
三:
・五、
口、
十一正
。
五たんめ
と、
各段
の始
挿絵
三頁分
(見
聞
き一、
片面
ご。
一ウ
二オ
、
四ウ。
日市
未
詳
。
時 則 諮問
ワ
キ
ことば
こと
ば、
太夫ふし
。
句切は
ない。
備考
本書
の本
文は
万治頃
十六行
上方板
(半
紙本)
系で、
他の天
満
八太
夫系中
本十七行十七丁、
鱗形屋板とも
多少
の字
句の異
同
がある
。
ま
た挿
絵の
風も鱗形屋
板とは異
な
り、
本書
は奥
村風
である。
なお、
貼紙の宝
永七年の記
事は根
拠がな
い。
『絵
入
浄瑠
璃史』
に
は宝永八年
鶴屋喜右衛
門板
の記
載が
あるが、
本
書はそれ
とも
別板
である
。
司too 
83 
ほう
ざうびく
装
中東
中形本。
一六・
九
×一
三・O
。
改装総裏打。
一冊
。
表
紙
元表紙
。
黒無地
。
題策
元題策。
重郭
。
上方
に
「併惣王」
と横
書き
界線
をお
い
て下に
「法
蔵比丘」
と大
書。
右に
「ほうざうぴく」、
左に
「あ
みた
のほ
んぢ
結城
孫三郎
正本」
と細
書する。
界線下
に
「西」
(三
ッ巴の
紋)」
村」
とある
。
匡
郭
一五
・八
×=
了
一。
内
題
「ほ
うざ
うぴく」。
下に
「初
段」。
所
属
結城孫三郎
。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ
:・六た
んめと
、
各段
の始め下
方に記
す。
d H H V
叶 d】
ザ 十 』
- 一 ヨ ロ
終丁裏
本文末に
「正
徳三年
己正
月吉
祥日」
とある
。
板元
の名
は削る
。
板
7じ
江戸、
西
村屋。
イ丁
数
十六行
。
丁
数
十丁
。
板
dし、
上方に
「法」
、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
a 
丁
付
十
挿
絵
一ウ
l二
オ、
四ウ
l五
オ、
八ウ
|九
オ、
六頁分
(見
聞き一
ニ)
。
彩色加筆あり
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
本書は
『説経正本集
第二』
二十
五番の
『ほ
う蔵ぴく』
解題
に紹介され
た、
横山
重氏旧蔵
『ほう蔵ひく』
正徳元年
卯九
月
吉日、うろ
こかた
や三
左右衛門板
、結城孫口郎正本
(十
七行)
をもと
に
かなに漢
字を当
て絵を
一丁
省き、
縮め
て改刻した
もの
である
。
この
書によ
り、
正徳
元年板
の
「孫
口郎」
の不明
- 88 -
箇所は
J一
」
と判明
する
。
84 
かるかや
道心
装
中真
半紙
本。
一冊
。二
二・
五
×一五
・七
。
表
紙
元表紙
。
黒無地。
題策
元題策
。重郭
。上に
「高野
図」と横
書き、
界線
をお
い
て中
央に「か
るかや
」
と大きくあり、
右に
「しげ
氏みだ
い道
行」、
左に
「石
たう丸かう
や入
天満孫
四郎正本」
とある
。
界線をお
いて
下
に「
大侍馬」
A屋
」
三町
目L
とある
。
匡
郭
二0
・二
×
一四
・八
。
内
題
「かるか
や道心」。
下に
「初段L
。
所
属
天満孫
四郎。
段
数
六段。
初段、
二段
目:・六段目と、
各段
の
始め
下方
に記
す。
dHHU
寸」
ld
デ+l
-一言MH
なし
。
巻末が削ら
れて
いる
ヵ。
板
フじ
江戸、
鱗
形屋。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十九丁
。
板
JL' 
上方に
「かるかや」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「一
・:十
九」
。
挿絵
十四頁分
(見聞き六、
片面二
) 。
二ウ
|三
オ、
五ウ
|六
オ、
七ウ
i八
オ、
十オ、
十一
ォ
、
十三
ウ|十四
オ、
十四ウ
十五
ォ、
十七ウ
|
十八オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
ワ
キ、
ふし、
三重
。
句切はな
い。
備考
本書は
『説経正本集
第三
一』
の四
十三番
『弘知上人
』
の解
題
にお
い
て紹介され
ている
。
また
表紙題策
の写
真も同
書の口
絵
四に掲
載
されて
いる
。
右解題
では、
『説
経正
本集
第二
』十
八番
『かるかや
道心』
板本屋彦
右衛門板、
十七行十八丁
本を
- 89 一
鱗形屋
で
天和
年中
求板し、
巻末の書捧
名を
削り、
孫四
郎の正
本とし
て発刊
した
ものが
本
書と
推定さ
れて
いる
。
しかし、
挿
絵の
あり方を
見ると、
本書
は見
開図
一面
(十
四ウ
|十五
オ分)
が多く、
高野
山の
風景を連
続図二
丁分展開
して
いる
。
彦右衛
門板は
明ら
かにその
一
丁分を省略
したもの
であり、
本書
がそ
の求
板
本と
は考えにく
い。
すなわ
ち、
共に
奥書部
を改刻
・削
除し
てい
るところ
からみ
て両本は兄弟
関係
の書で、
両本とも
に拠
った
同
板本
の先行が考えら
れる
。
85 
しやか
の御
本地
装
中真
半紙
本。
一冊
。二
二・
O
×一五
・八
。
改装総裏万
。
表
紙
元表紙
。
黒無地
。
題簸
重郭
。
上部は欠
破。
中央に
「門Uの
本地」
とあり、
その
左下
に「
天満八
太夫」
とみえ
る。
下には
「大停馬」
@ 」
三町
目」
と三行
。
匡
郭
二0
・0
×二
ニ・八
。
内
題
「し
やか
の御
本地」。
下に
「初段」。
所
属
天満八
太夫
。
段
数
六段。
初段、
二た
んめ:・
六たん
めと、
各段
の
始め下方に記
す
刊
記
終丁裏
本文末に
「右者太夫
直停
の正本
を
以一字
一
点無誤
う
っし
」
令開板者也」
大傍馬三
町目
うろ
こか
たや
」
孫兵衛
新
板」
とある
。
板元
江戸、
うろ
こかた
や孫
兵衛。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十三丁
。
板
Jし、
上方に
「しや
か」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「口
、
口
、三
:・九、
口
、口
、
十二、
口」。
挿絵
一ウ
|二
オ、
三ウ
|四オ、
五ウ
|六
十二頁
分
(見
聞き六)
。
ォ、
七ウ|八
オ、
九ウ
!十
オ、
十一
ウ|十二
オ。
絵
師
奥村
政信
ヵ
。
節譜
ヘ
、ワ
キ
、三
重、
ことは、
をくり、
なかし
、三
つゆり
。句
切はな
い。
備考
『説経正本集
第一』
の十
一
番に、
赤木文庫
蔵の
『し
やか
の
御本
地』
が採用されて
いる
が、
本書は
これ
と同板の別
本で
あ
り、
同書
の解
題
で校
訂用に使用
したとさ
れてい
る本
である
。
天満八太夫
の
所謂鱗形屋板半紙
本シリ
ー
ズの
一本
。
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86 
ゆり
若大
じん
装
槙
半
紙
本
一冊
。二
二・
二×
一五
・七
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙
。
題後
欠。
現在は
「ゆ
り若
大じ
ん」
と大
書し、
下に
「大
侍馬町」
一一
丁目」
うろ
こ形」
や孫兵」
衛開板」
と五
行に-
記した
題策
を貼
る
匡郭
一九・二
×二
ニ・五
。
内
題
「ゆ
り若大じん
」。
下に
「初段」
。
所
属
天満八太夫
(推定)
段
数
初段、
二
たん
め:
・六たんめと、
各段
の始め下方に
六段
。
記す。
刊
記
終了裏
本文末
に
「右此本
者大
夫直
侍之正
本を以」
写之令板
行者也」
大侍
馬三町
目
うろ
こ
かた
や」
孫兵衛
新板」
とある。
板
7じ
江戸、
うろ
こかた
や孫
兵衛。
イ7
数
十七行
。
丁
数
十三丁
。
板
Jし、
上方に
「ゆり若
L、
下方
に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
ILO 
11\ 
丁
付
「一
:・十三」
。
挿絵
十二頁
分
(見
聞き六)
。
一ウ
|二オ、
三ウ
|四オ、
五ウ
l六
ォ、
七ウ
l八
オ、
九ウ|十オ、
十一
ウ|十二
ォ。
絵
師
奥村政信
ヵ
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『説経正本
集
第三』
の四
十六番に、
東大本
の
『ゆり
若大じ
ん』
が採用さ
れて
いる
が、
本書
はそ
の東大本と同板本
である。
天満八太夫
の
所謂鱗形屋板半紙本
シリ
ーズ
の一本
。
14 Qd
87 
ほう蔵比丘
装
中員
半紙
本。
一冊
。二
二・
O
×一五
・八
。
改装。
表紙
替表紙
。
題策
欠
匡
郭
一九・五
×一
四・七
。
内
題
「ほ
う蔵
比丘
」 。
所
属
天満八太夫
(推定)。
段
数
六段
。
二
たんめ
:・六たんめ
と、
各段
の始め下
方に記
す。
刊
記
終丁裏
本文末に
「右此本者大夫直停之正本を以是を
、つ
つし
」
令板行者也」
大偉
馬三
町目」
うろこ
形や孫兵
衛開板」
とある
。
板
JG 
江戸、
うろこ
形や
孫兵衛。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十三了
。
板
Jし、
上方に
「法蔵」
、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
為
I!. 
丁
付
「口、
口、
四・:
十四」
。
挿
絵
十頁分
(見
聞
き五
)。
一ウ
|二
オ、
三ウ
|四オ、
六ウ
|七
オ
九ウ|十オ、
十ニ
ウl十三
オ。
一部
に彩
色加
筆あり。
�6. ドZ
師
奥村政信
ヵ
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『説経正本
集
第二』
の
二十
五番
解題
に、
尾崎
久弥
氏蔵
の十
七行
本が
紹介さ
れて
いる
が、
本書は
こ
の尾
崎本と
同板本
であ
る。
天満八太夫
の所謂
鱗
形屋
板
半紙
本
シリー
ズ
の一
本。
内LQd 
88 
中将
姫御本地
装植
表
紙
替 半
表 4 紙
紙 一本
一冊
。二
二・
O
×一
五・七
。
改装。
題策
欠。
匡郭
一九・四
×一
三・七
。
内
題
「中
将姫御本地」。
下に
「初段」。
所
属
天満八太夫
(推定)。
段
数
六段
。
初段、
二たん
め・:六
たんめ
と、
各段
の始
め下
方に記
す。
川 H 1
A 〕
平 s - 一
勧
終了裏
本文末
に
鱗
「右者
大夫直之正本也」
大侍馬
三丁
目
板
7c 
形屋孫兵衛
新板」
とある
。
江戸、
鱗形屋孫兵
衛板。
行数
十
七
行
丁
数
十三丁
。
板
Jし、
上方に
「中
持」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
t、
丁
付
「一
:・十
三」
。
挿絵
十二頁
分
(見
聞き六)
。
一ウ
|こオ、
三ウ
四オ、
五ウ
六
ォ、
七ウ
|八
オ、
九ウ
十オ、
十一
ウ|
十二オ
。
彩色加筆あ
絵
師
奥村政信
ヵ。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書は
『説経正本集
る。
天満八
太夫
の
所謂鱗形屋半紙本
シリーズ
の一本
。
第一ニ』
の四
十五番に採用された本であ
- 93 -
89 
熊野之御本地
装輔
半
紙
本
一冊
。二
二・
一
×一
五・
七。
改装
。
表
紙
替表
紙
題策
欠。
現在は
「熊野
の御
本地」
と墨書し
た布
地を
貼る
。
匡
郭
一九・三
×一四
・五
。
内
題
「熊野之御本地」。
下に
「初段」。
所
属
天満八太夫
(推
定)。
段
数
六段
。
初段、
二た
んめ
:・六
たんめと
、
各段
の始め下
方に記
す
刊
記
終丁裏
本文末に
「右
者大夫直之
正本を以写之畢」
大停馬
町め」
うろ
こ形
や孫兵衛
新板」
とある
。
板
7c 
江戸、
うろこ形
や孫兵衛
。
イ丁
数
十七行
。
丁
数
十三丁
。
乱丁
がある
。
キ反
JL 、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
丁
付
「二:・
九、
十一
・:十三、
十、
十四
」 。
挿
絵
一ウ
|二
オ、
三ウ1四オ、
六ウ
七オ
十頁分
(見
聞き五
) 。
九ウ
!十
オ、
十二
l十三
ォ。
彩色加筆あり
。
絵
師
奥村
政
信
ヵ
。
節き並阿国
なし。
句切もな
い。
備考
『説経正本
集
の七
番に東
大震亭文庫
本が採用さ
れて
第ご
おり、
本書は
その
同板
本として
解題
で校
訂者架
蔵とし
て触
れ
られて
いる
本で、
校訂
用に使
われて
いる
。
本書
には
乱丁
があ
り、
実丁
の八丁
の次に
あ
るべき
丁
{丁
付
「十」)
が十二
丁目に
入っ
ている
。
天満八太夫
の所
謂鱗形屋半紙本
シリ
ーズ
の一本
。
- 94 -
90 
ほん
天こ
く
表
紙
元表紙
ヵ
。黒
無地
。
一冊
。一
二
・八
×一
五・七
。
改装総裏打。
装隙
半
紙
本
題
策
欠
匡
郭
一九・六
×一四
・六
。
内
題
「ほん天
こく
」。
下に
「初段」。
所
属
天満八太夫
(推定)。
段
数
六段
。
初段、
ニた
んめ、
三だ
んめ、
各段
の始め下
方に
記す。
刊
記
四たんめ・・・六た
ん
め、
と
終了裏
本文末に
「右此本者大夫直停之
正本を以無誤
、つ
つし」
板元
江戸、
うろ
こ
形や
孫兵
衛。
令板行者也」
大惇馬三
丁目」
うろ
こ形
や孫
兵衛新板」
とある
。
イ丁
数
十七行
。
了
数
十三了。上方に
「ほん」、
下方に
丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
板
Jし、
丁
付
「初
ノ
二、
二一・:
十四
」 。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
ウ
オ
J 
t 
三ウ|四オ、
六ウ|七オ
九ウ|十オ、
十二ウ
十三
オ
。
絵
師
奥村
政信
ヵ。
節譜
なし
。
句切もな
い。
備考
『説経
正本集
の三
十七番
『ぽ
ん天こ
く
』
の解
題に本
第三』
書は紹介さ
れてお
り、
中本原刻本
(貞
享二年
刊
ヵ
)の
構図を
借り
て鳥居清信
が説
経半紙本
シリーズ
の一
として挿絵を描き、
鱗形屋
で刊
行
したもの
と記す。
横山重氏
は水
谷不倒氏
説とし
て、
この
一
連の半
紙本
シリーズ
の画
家を鳥居清
信と
され
るが、
この
シリ
ー
ズの
一本
『あ
いこ
の若
』
画中
に
「奥村
政信園」
と
あり、
またその画
風か〉
りしても
奥村
政信の
絵と見る
の
が妥当
Eu nヨ
では
あるま
いか
。
9 1  
かるかや
道心
装
中東
半紙
本。
元表紙
。
黒無地。一冊
。二
二・
二×
一五
・五
。
改装。
表紙題策
欠
匡
郭
一九・
三
×一四
・0
。
内
題
寸か
るか
や道心」。
下に
「初
段」。
所
属
天満八太夫
系。
段
数
六段
。
初段、
二
たんめ
:・
六た
んめと、
各段
の始め
下方
に記す。
d H H 」d .『 」
γ T
- 葺言 吋E 仙
終丁裏
本文末に
「大侍
馬三町目
」
うろこ形
屋孫兵衛開刊」
と
ある
。
板
フじ
江戸、
うろ
こ形
屋
孫兵衛
。
イ丁
数
十八行
。
丁
数
十四
丁。
板
dし、
上方に
「かるかや 」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
.iI 
丁
付
「一
・:十四
」。
挿
絵
十頁分
(見
聞き五
)。
一ウ
|二
オ、
=
ワ1四オ、
六ウ|七オ
九ウ|十オ、
十二ウ
|十
三オ
。
一部
に彩
色加
筆あり。
絵
師
奥村政信
ヵ。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
本書
は本目録
八十
四番、
天満孫
四郎正本鱗形屋
十七行
本を
十八行
に直し、
丁数を
縮めたもの
。
挿絵も
同様
の
図柄
を採用
し、
奥村派
の画
家
に描かせたもの
と思われる
。
大
凡
両者は同
文で
あるが、
少し
く異
同もあ
る。
po nv
92 
しだ
の
小太
郎
装顧
半紙本
。
一冊
。二
二・
五
×一五
・八
。
表
紙
元表紙
。
藍色無地。
題策
欠。
現在は
「志
田
小太郎」、
下に
「説経節」
佐渡七太夫正本」
と墨書し
た紙
を貼
る
。
横山氏解
題によれば、
水谷不倒氏筆
。
匡
郭
なし
。
初丁表
の
最終行、
本文寸
法一
八・
七
。
内
題
「し
だの
小太郎」。
下に
「初段」。
尾題
には
「出世
信田
小太郎
終」
とある
。
所
属
佐渡七太
夫豊孝。
段
数
六段。
初段、
第一
一:
・第六
と、
各段
の始
め
下方
に記
す。
Hリ
戸い
TT
4言
即
裏表紙見
返しに
「右此説経之
章指者」
因従古来
無之而以
今」
般秘
密之章句
令改版」
者也」
板本
惣兵衛L
跡よりしゃうさ
し段
々出
し申候」
とある
。
板
7じ
江戸、
惣
兵衛。
イ丁
数
八行
。
丁
数
目録
一丁
。
本文四十
四丁。
奥附半丁。
板
dし、
上方に
「し
だ」
「した」、
下方に丁付
。
丁
付
本文
「
一・
:三
十六
、
三十七八、
三十九:・四十五終L
。
挿
絵
かゲし。
節譜
佐渡七
太夫流
の墨
譜
・
文字譜。
句切は
白丸点。
備考
本書は
『説経正本
集
第二一』
の三十
五番に採用さ
れた本で
あ
る。
佐渡七太夫
豊孝
の序
文
のある、
半紙
本シリ
ーズ
の一本
で、
享保三年初
春から四
年八月ま
での
聞の刊
行であろ
う。
庁tQd 
93 
鎌田
兵衛政清
装
備
一冊
。一
二
・八
×一
五・
七
。
改装。
半
紙
本
表
紙
一克表紙
。
藍色無地。
題策
欠
匡
郭
なし
。
本文初丁
の
最終行、
本文寸
法一八・二
。
内
題
「鎌
田兵
衛政清」。
下に
「初段」。
所
属
佐渡七太夫
豊孝。
段
数
六段
。
初段、
第一
一:
・第六
と、
各段
の始め
下方
に
記す。
叫 リ
コ ]
f 十 t
- 言即
「享保四
巳亥歳八月吉
祥日」
とある
。ま
た
終了裏
本文末に
裏表紙見
返しに
「右此説
経之章指者」
因従古来
無之而
以今」
般秘
密之章句令改版」
者也」
「板本」
惣兵衛」
跡より
しゃ
う
さし段
々
出し申候」
とある
。
板
JG 
江戸、
惣
兵衛。
イ丁
数
九行
。
丁
数
目録
一丁
、
本文四十八丁、
奥附半丁。
板
Jし、
上方
に
「ふしみ」、
下方
に
丁付。
丁付
本文
「萱、
一
一・
:四十
八
」。
挿ý6. il'::zミ
なし
。
仲間山諮問
佐渡七太夫
流の墨
譜
・
文字譜。
句切は
白丸点。
備
考
『説経
正本集
渡七
太夫
豊孝
の序
文
のある、
半紙本
シリー
ズの
一本
。
第一二』
の三
十三番に採用された本で
ある
。佐
- 98 ー
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ほうぞうびく
装
中東
半
紙
本
一冊
。二
二・
三
×一
六・0
。
表紙
元表紙
。
藍色無地。
題驚
元題
策。
上に
「ほうざうびく」
と大きく記し、
下に
「佐渡七
太夫」
直偉」
と二行
。
表紙
中
央に貼る
。
匡郭
なし
。
初丁表
の
最終行、
本文寸
法一八・
因。
内
題
「ほうぞ
う
びく
」。
下に
「第萱
」。
四十七丁裏
の本
文末仁は
寸法蔵比
丘終
」
とある
。
所
属
佐渡七太夫
豊孝。
段
数
六段
。
第霊・:第六
と各段
の始
め下方に記
す。
リリ
コ]
平』 室副
裏表紙見
返しに
「右此説経之章
指者」
因従古来鉱山之
而以
今般L
秘密
之章句令改板者也」
と大きく出し、
「三右衛門
」
長兵衛」
安兵衛」
五兵
衛」
宗兵衛」
板本」
とある
。
その
上に
「跡より
しゃ
うさしL
段々
出
シ申候」
と二行
。
板
JC 
江戸、
三右
衛門、
長兵衛、
安兵衛、
五兵
衛、
宗兵衛
。
イ丁
数
第一
丁より第七丁表ま
でと、
四十五ウ、
四十六
オの
二頁
分とは
八行
。
その
他は九行
。
丁
数
目録
一
丁、
本文四十六丁、
奥附半了。
板
dし、
上方に
「ほ
うそ
う」
、
下方
に
丁付。
丁
付
本文
「萱、
二:
・三十
、
三十
萱
之五、
三十六:・五
十終」。
序と
奥附
には
丁付が
ない
。
挿
絵
なし
。
庁即 諮問
佐渡七太夫
流の墨
譜・
文字譜。
句切
は白
丸点。
備考
本書は
『説経正本集
第二』
の二十
六番に採用さ
れた本で
あ
り、
正本
集では前
島春
三氏蔵
本とな
って
いる
。
佐渡七
太夫豊
孝の序
文の
ある半紙本
シリ
ーズ
の一本
。
n3 QU
95 
その
序詞
の
あり方が
寛文初年頃
から
始まる古浄
瑠璃風
のもの
究天国
である点な
どから、
万治頃
か
寛文初年頃
の写
本と考え
られる
。
装
中東
詳
細は右正
本集
第三付稿
「党
天国の諸
本」
参照
。
写本。
一冊
。
雁皮紙
の
袋綴。
二0
・
一×一
三
・五
。
表
紙
元表紙
。
茶色無地。
題後
なし
。
匡
郭
なし
。
初丁表
の最
終行、
本文寸
法一七・O
。
内
題
「党天国
」。
所
属
未
詳
。
段
数
六段
。
二段
・:六段と、
各段
の始め
に記
す。
各段とも、
用紙を
改めて別
丁の
始めからはじめる
。
初段
の記入は
な
い。
- 100 -
刊
記
か「し。
イ丁
数
六行
。
丁
数
五十八丁
。
T 
イ寸
なし
。
挿
絵
か晶
、lu
。
節譜
なし
。
句切も
な
い。
備考
本書は
『説経正本
集
第一二』
の附
録の十
番に採用された本で
ある
。
正本
集の解題には
旧蔵
者桑名仏
眼
院で
入札せしめた
時の札と
推定さ
れる白紙があ
った
事が記さ
れて
いる
が、
現在
はな
い。
本書
の年
代に
ついて
は
慶安
前後と
する説があるが、
96 
さんせ
う太
夫物語
装
中東
大本。
中・
下巻
二冊
。
二六
・七
×一
八・八
。
改装総裏打。
表
紙
元表紙
。
藍無地
。
題笈
中巻には元題賓が
残る。
重郭
。
上に
「ゑ入」
と横
書きし、
界
線をお
いて
「さ
ん
せう太夫
中L
と大
書する
(口絵
参照
)。
下巻
は題策
を欠き、
「さん
せう太夫
物語
下L
と墨書
。
匡郭
二0
・二
×
一五・二
。
内
題
「さん
せう太夫物語
中
下
」
所
属
未
詳
。
段
数
段数表記はな
い。
dHHV寸4
ld
工l
-言M
W
下巻
の
終了表本文末に
「覇や喜右衛
問開板」
とある。
板
7c 
鶴屋喜右衛問
。
江戸板
。
イ丁
数
十四
行。
丁
数
中巻、
十六丁
。
下巻、
十四
丁半。
板
J[i 、
上方
に
「さん
せう大夫中
(下
)」、
下方
に
丁付。
板心
の形
式は
一種
。
占1
T 
丁
付
中「
一
:・
十六
」、
下「
一、
口
、三
、口
、
五・
:七、
口
、九
:・十
三、
口、
十
五」
。
挿絵
中巻八
頁分
(見
聞き
一、
片面六
)。
二ウ
|三オ、
五オ、
七オ、
九オ、
十一
オ、
十三オ、
十五ウ
。
但し見
聞き
は、
別々
の構
図。
下巻十頁分
(見
聞き三、
片面四
)。
一ウ
lニオ
、
四ウ|五
オ、
七オ、
九オ、
十ウ、
十二オ、
十三ウ|
十四オ
。
絵
師
未
詳
。
節譜
なし
。
句切
は黒丸
点。
備考
本書は
『説経正本
集
第ご
の附
録
一
に採用
された本
である。
江戸
板草
子として作
られたもの
で、
同種
のものに
『おぐり物
語
』
(中
・
下巻)
鶴屋喜右衛門板
(十
四行)
がある
。
共に
寛
- 101 一
文末頃
の刊
行と推
定さ
れる
。
97 
熊野之権現記
(こすい
てん)
装
顧
本
一冊
。
一五
・七
×一0
・九
。
表
紙
元表紙
。
黒地
に稲妻の
空押。
題筆
欠
匡郭
一四
・四
×一0
・
一。
内
題
「熊野
之権現記」。
下に
「太夫正本
也L。
更にその左に
「こす
いて
ん
日出
又
0
4 f
F4」
所
属
未
詳
。
段
数
六段
ヵ
。「
こす
いてん
二段
目」
、
「こ
す
い
初段」
、
「こ
すい天
天
四段
目」、
「こ
すい天
五段
目」
とある
が、
二段
目とある
べ
主、と
こλJ
及び六
段目が欠
けて
いる
。
刊
記
終了表最終行に
「寓治
元年
十月吉日
きう
しゃ九兵衛
板」
と
あ
る
。
板
7じ
きうしゃ九
兵衛。
上方板
。
行
数
十四行
。
丁
数
七丁
半。
落丁本。
板
J し、
上方に
「こ
す
い
天」、
下方に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
lil 
丁
付
「一
、
五:・十、
十二
」。
挿絵
二頁分
(見
聞
きで
片面こ。
二オ
、
五ウ|六オ
。
，，6. 』ヨミ
師
未
詳
。
節譜
なし。
句切もな
い。
備考
『説経正本集
第一』
八
番
『ごす
いで
ん』
の解
題附記
に、
校
訂者
蔵とし
て紹介され
てい
るの
が本
書
である
。
第一
丁と巻
末の半
丁は、
同書に翻刻
されて
いる
。本書
は初
丁
に小
破損
が
あり、
初丁
と二丁
目の聞
に三丁分と、
七丁と八丁目
の聞に
一
丁分
の落
丁がある
。
本書
の性
格に
つい
て
、
右解題
で説経正本
(佐
渡七
太夫
豊孝
)
- 102 ー
と大
体類似し、
筋を簡
単にし
たものと
述べら
れてい
るが‘
ま
た、
これだけで
説経正本と断
定出来な
いと
慎重に記
してお
ら
れ
る
。
たしかに、
古浄瑠
璃
系との
関連も十
分考え得
る。
なお
この
書
の書型
が浄瑠
璃本
・説
経本
の中
型
本のそ
れと比
べて
相
当小さく、
小本
に近
い。
また
省略
の甚
だし
いもので
、
本書は
正本とは-記
して
い
るが、
上方
の
子供絵本的な性格
の書では
あ
るま
いか
。
98 
〔さかた
のき
んひ
ら〕
装
中真
中形本。
冊
一八・
三
×一
四
・八
。
改装総裏打。
表
紙
替表紙。
題築
欠。
現在は
「きか
た
のきん ひら
」
と墨書し
た紙
を表紙
左上に
貼る
。
匡
郭
一六・二
×一二・
二 。
内
題
か晶
、し
。
所
属
未
詳
。
段
数
段分けはな
い。
. HH HH リヨ
ザ+1
-言吋
即H 
巻末落丁
のた
め不明
。
板
フじ
未
詳
。江
戸
板。
丁
数
五丁
。
落T
本。
板
JL 、
下方
に丁付
。
板心
の形
式は
一種
。
\� 
丁
付
「一
・:五」
。
挿絵
五頁
分
(見聞き四、
片面二
)。
彩色加筆あり。
各図
には各
々
簡単な説
明が付
いて
る
。
自l!î .;
未
詳
。
備考
本書
は著名な金
平物
の作
品
の中から、
名場面
の絵
を
一図
ずつ
集めた絵 本であろ
う。
板式
・
挿絵か
ら寛文頃
のもの
と推定さ
れる
(口
絵参照
)。
(一オ
)
各絵
に付
け
られて
い
る説明は次
の通
り。
「さかた
のきん
ひら
」
とし
神より」
ぎよは
いを
」
下
(二オ
)
(二ウ)(三オ)(三ウ)(四オ)(四ウ)(五オ)
再C
7Q
」。
「此
きん
ひらはく
わだ
んは」
いら
ぬL
たゾく
ひが
す
きた」
。
「す
いさ
ん」
なり」
きんひら
」
もはや」
やらぬぞ
」。
にげよ
L/\
」 。
qu AU
「お
の
れらひ
しゃ/九にL
して
」
やら
ふL。
「きん
ひら
とは
いわせぬ
」
ひと
くちに」
くわんじと」
くわ
ふ」
。
「こ
れは」
いば
らきが」
、つ
つ
し」
だな
」 。
「どて
ぶしも」
おも
しろ
い」
。
「おち
ばを
ちょ物」
いろ
あるさと
へL
おちて女
良さ
まと」
ちぎろも
の」
。
一オ
と
五オは
それぞれ
片面図、
あとは見
聞き図と
なって
いる
。
は未
詳
。
二オ
、
二ウは
『公平
花だんや ふり
』
の図
と思わ
れるが、
あと
99 
〔おと
りくとき〕
装臓
一八
・七
×二
ニ・二
。
改装総裏打。
中形本。
一冊
。
表
紙
元表紙
。
朱色
地に
井
桁の空
押。
題
策
と二行
。
その下
、二
元題筆
。
重郭。
上に
「お
とり」
くと
きL
段に分けて
内
容の十
種の揃
い
物を記す。
上段
「企
にた物
そろ
へ・
企かさ
りそろ
へ・
企なか
い物
そろ
へ・
企うを
つく
し
・企
ま
ちつ
く
し」、
下段
「企
たい
な
いさ
かし
・企
かたは
物そ
ろへ
・企
なり物そろ
へ・
企うす物そ
ろ
へ・
企あか
い物
そろ
へ」
。
界
最泉
をお
い
て下
に
「二条
通」
寺町」
かと
や」
喜右衛門」。
と四行
。
(口
絵
参照
)。
内
題
介Fし。
匡
郭
重郭
。外
側一七・O
×一
二・
三
。内
側二
ハ・五
×一
二・二
。
段
数
段数表記
はな
い。
「にたものぞ
ろ
へ」
、
「五
月せ
つく
かさ
りぞ
ろ伐
」、
「な
が
いも
のぞ
ろ
へ」
、
「う
みさ
かなぞろ
へ」
、
「らくや
う町づ
くし」、
「た
いない
きがし
喜内正本
」、
つ みのかい物
ぞろ
へ
」
と各
々始めに
一行分で記
す。
但し
「た
いない
きが
し喜内
正本
L
は二行
分
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か
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ぞろ
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へ」
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す物そろ
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とある
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イ丁
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十四行
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六丁
。
但し五ウ
の半
下が
欠落し、
丁付
からみ
て以下二
丁分が
落
丁
。
キ反
'い
上方に
「おとり
」、
下方に
丁付。
板心
の形
式は
二種
。
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・五・
六丁)
。
(二
・
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。
ロ
イロ
- 104-
丁
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下十口、
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十五」
。
挿
絵
介。
lvo
節譜
地
「あ
かい物
ぞろ
へ」
にシ
テ。
句切
「た
いない
さかし
」
はな
い。
備考
万治三年
七月刊
『寓
歳躍』、
「友甫流躍く
どき」
に次ぐ
古刊
の
おどりくど
き集
。
「た
いないさ
かし
」
に喜
内
正本と見 える
。
「高橋蔵書」
・「
このぬ
しせん
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ー
の印
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あり高橋仙果旧
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付
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付
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切
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本文庫
中
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一点
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舞伎狂
言本。
『古典文庫
』
第四O九冊
の「
よ方狂言
本
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(土田
衡編)
に本
書が翻
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れて
いる
。
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